
2 皇帝が使用する教会建築

前章でみてきたように、これらの史料で皇帝が使用する教会として、名の挙がっている物は数多く、ま

たその取り級いも様々である.このうち皇帝の教会堂内での行動が、ある程度の具体性をもって再現でき

るものは以下のとおりである.

.市内の教会[図1、2]

ハギア・ソフィア教会(大教会)391) 

コンスタンティノスのフォルムの霊コンスタンティノス礼拝堂392)

聖使徒数会393)

ポーヌスの宮殿の霊コンスタンティノス教会394)

カルコプラテイアの聖母教会395)

ブラケルナイの聖母教会396)

ベーゲーの聖母修道院397)

聖セルギオスと聖パッコスの教会398)

聖モーキオス修道院399)

ナルソス地区の聖パンテレエモン教会4∞}

ストゥーディオス洗礼者修道院401) 

.宮殿内の教会

ファロスの聖母教会402)

ネア(新教会)403) 

聖デメトリオス教会404)

聖ペテロス礼拝堂405)

11パシレイオス教会406)

ダフネ一宮殿内の聖ステファノス教会407)

以上にあげたそれぞれの教会について、その9世紀後半から， 0世紀前半にかけての建築形態、平面計

画などを復元し、皇帝の行動と合わせて考模してみたい.

さて現在のイスタンプールに残っているピザンティン帝国の建築遺摘は大変数が少ない.先ほど名を著書
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げた教会堂について、その状況をまとめると以下のようになる.

.遺構tJ~現存するもの

ハギア・ソフィア教会(大教会)408) 

聖セルギオスと聖パツコス教会409)

.遺構が部分的に残っているもの

ストゥーディオス洗礼者修道院410)

カルコプラテイアの聖母教会引1)

また文献史料からどの程度建築形態が探れるか、ということに関してまとめると以下のようになる.

.文字史料から形態が分かるもの

聖使徒数会

プラケルナイの聖母教会

ベーゲーの聖母修道院

ファロスの聖母教会

ネア(新教会)

大宮殿の霊デメトリオス教会

.まったく手鍋かりの無いもの

ポーヌスの宮殿の霊コンスタンティノス教会

聖モーキオス修道院

ナルソス地区の聖パンテレエモン教会

大宮殿内の聖ペテロス礼拝堂

大宮殿内の霊パシレイオス教会

ダフネ宮殿内の聖ステファノス教会

それではこれらのことを踏まえて、各教会堂の当時の状態について見ていくこととする.なおコンスタ

ンティノポリスの教会堂で、西入東祭湿が厳密にまもられているものは、ほとんどない.本論文において

は実際の正確な方位とは無関係に、便宜上、教会堂のアプスを束、入口を西として記述する.
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2-1 ハギア・ソフィア412)

『儀式について』では嫌々な箇所でハギア・ソフィアが登場する.通常「大教会」の名で取り上げられ

ているこの大聖堂は、同史料において最も登場回数の多い建築の一つである.ここでは本章で通常使用す

る教会堂ごとに分割しての記述ではなく、教会堂内の細分化された諸空間についてさらに細かく見ていく

ことにする.

建築遺備の沿革413)

現存するハギア・ソフィアの遺備は、数多くの改修工事によって当初の姿が失われた部分も多いが、そ

の多くをユスティニアノス 1世におっている. [図3、4]これは532年の、いわゆるニカの乱によって

焼失した教会堂に変わるものとして建設された.工事は異例の速さで進められ.537年には献堂式がお

こなわれた.建築形態も他に類をみないもので、三廊式のパシリカ式教会堂に準じる、二つの側廊にはさ

まれた身廊からなる平面形式ではあるが、中央に直径100ビュザンティン・フィート{約31m)のベン

デンティヴ・ドームを厳き、このドーム(;j:東西は半ドーム、南北は巨大なティンパヌムによって支持され

ている.ギャラリーは円字型に身廊の周囲を巡り、堂内は二重のナルテックスによってアトリウムと連絡

していた.

しかしこの最初のドームは557年の地震によって被害を受け、翌年倒犠した.このためドームの高さ

を増すなどの変更と共に再建され、 562年に再献堂された.このときの建築形態が、現在のハギア・ソ

フィアの形態の基礎となっている. [図5、6、7]

その後、 869年に再び地震によって損傷を受け、パシレイオス 1世の命によって修理がおこなわれた.

このときの工事によってティンパヌムの形態が大きく変化した.

989年には地震によって大損傷を受け、大ドーム西側部分、西大アーチ、西半ドームが倒1裏した.ァ

ルメニア人トゥルダトがパシレイオス 2世の命を受けて工事を監督し、 994年に大規模な修復工事が完

了した.

ハギア・ソフィアもコンスタンティノポりスの他の教会と同僚に、十字軍によって1204年に略奪を受

け、内装を換えてラテン式の典礼がおこなわれるようになったが、 1261年の再征服後もとに戻された.

そして1317年には北側及び、西側の壁休に巨大なパットレスによる補強がおこなわれたが、再び

1343年に地震によって大損傷を受け、それが原因となって1346年に大ドームの東側部分と東大アーチ

が倒蟻した.皇帝ヨアンネス6世力ンタクゼノスはモスクワ大公からの資金援助とイタリア人建築家の助

けを借りて修理を命じ、工事は1353年に完了したが、十分満足のいく内容のものではなかったようであ
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る. [図8J

オスマン朝が1453年にコンスタンティノポリスを占領すると、この教会はただちにモスクとして使用

されるようになった.この後、かつての教会堂をモスクとして整備しようとする工事はたびたびおこなわ

れたが、その中でも最も重要なものは宮廷建築家シナンによる大規模な改修工事である.これは1573年

に始まり、ミナレットの追加、総主教奮の取り壊し、術造体の補強などがおこなわれた.またこの際に教

会堂の南側にはスルタン・セリム2世の霊廟が建設された.これ以降1608年までに、南側lには計4練の

霊廟が建設され、またかつての洗礼堂も1618年に霊廟に改装された. [図9J

この後も、内装を中心にたびたび工事がおこなわれたが、地震の被害がきっかけとなって、 1847年に

フォッサーティ兄弟による全面的な改修工事がおこなわれた.この工事は、ギャラリーの列柱の補強、 ドー

ムの構造体の繍強、ピアの修復、内装の全面的な変更などを含んでいた. [図10、11J 

その後、 1935年にモスクから情物館に変更されて現在に至っている.

以上の慨略から、 『儀式について』などの史料に登渇するハギア・ソフィアは、パシレイオス 1世によ

るティンパヌムの工事とパシレイオス2世によるドーム西側の改修工事の、聞の時期のものであることが

わかる.

儀式

徳観

前章においてみてきたように、 『儀式について』における各儀式の次第はいくつかの型に分類すること

が可能である.ここではハギア・ソフィアが舞台になる儀式について、まずその次第から分類を銭みるこ

とにする.具体的には皇帝が大宮殿からハギア・ソフィアに行く際に通る経路によって、それぞれの次第

は三つの場合に分類できる414) そしてこれらの分類は以下にみていくように、儀式の内容と関連があ

る.

1 )ホ一口口ギオン胞からナルテックスに入る場合

この爆合、皇帝は大宮殿から、カルケ一、アウグスタイオンを経てハギア・ソフィアに至り、ホーロロ

ギオン脇を通ってナルテックスに到稽する.この型の最大の特徴は、奉神干しにおいて皇帝が全面的に儀式

の進行に関与することである.つまり皇帝が小聖入のみならず大聖入と平和の接吻にも参加し、さらに至

藍所、あるいはそのそばで領聖を受ける点である.このため皇帝が儀式の最中に使用するのは、南側廊の

メータトーリオンと呼ばれる空間である.

実際にこの型の儀礼がおこなわれたと考えられるのは、重要な年中行事、復活祭(第1巻第1章・第9

章)、生誕祭(同第1章・第23章)、神現祭(同第1章、第26章)、変容祭(同第1章)、聖霊降臨

祭(同第1章)である.また皇帝の鯨冠式(同第38宣言)のような特殊な儀式もこの型の変形とみること

ができる415)

2 )マンナウラの通路からギャラリーに入る治合

皇帝が直接ハギア・ソフィアのギャラリーに行くのは、以下の得合である.十字架挙栄祭(第1巻第2

2章)、正統信仰の祭日(同第 28章)、復活祭後の日曜日 古い次第(同第16章)、総主教の選出

(第2巻第14章、同第38章).この型の次第において重要な役割を演じるのは、ギャラリーのメータ

トーリオンである.皇帝は大宮殿からマンナウラの通路を経てギャラリーに入り、祈りを俸げ待機する.

その後、下へおりて入場に参加する.

十字架撃栄祭では、アンポでの儀式の後に神聖な井戸を経て大宮殿に戻る.しかし正統信仰の祭の新し

い次第では、皇帝は再びギャラりーに上りメータ卜ーリオンから儀式に参加し、その後、総主教と会食し

て大宮殿に戻る.おそらくこの新しい正統信仰の祭日の次第が、しいていうなら、この型の一つの典型と

考えられるだろう.

また第2巻第 14輩に説明のあるコンスタンティノポリス総主教の選拳も、同第38章にみることので

きる933年2月2日の総主教テオフュラクトスの選挙の記録と合わせて考えると、この型の変形と位置

付けられるだろう 416)

この型に分額されるもので唯一皇帝の入場が明記されていないものは、第1巻第 16章、復活祭後の日

曜日に関する9t世紀中頃の古い次第である.だがこれも「そして廊下を通って、皇帝逮とクープークレイ

オンの者達、シレンティアリオス遼だけがギャラリーに入って、奥礼をおこない、総主教と会食する.j 

417) となっており、儀式の後に総主教との会食があったことから、入場に皇帝が参加し献納品を納めた

可能性は否定できない

復活祭後の日曜日の問題とは別に、この型に分類されるもので他とは一線を画するのが正統信仰の祭日

の古い次第である.この湯合、皇帝はギャラリーのメータトーリオンに一旦入った後、入爆に参加するが

至霊所には入らず、側廊のメータ卜ーリオンに入り、ここから出ずに残りの儀式に参加する.

3 )神聖な井戸の堂を経て側廊に入る縫合

さて以上の二つの場合に加えてもうひとつ、皇帝が大宮殿からカルケーを通り、神聖な井戸を経て直接、

南側廊に行く場合がある.実際にこのような行動が記録されているのは、聖母生誕祭(第1巻第1章)、

復活祭の月曜日(同第10章)、受胎告知と四旬節第三日曜日が重なったとき(同第30章)、進堂祭が



四旬節第一週月曜日と重なるとき(同第27章)、聖土曜日(同第1章、同第 35章)、四旬節第一週月

曜日(第2巻第 10章)である.

以上の様々な祭日は二つに分けることができる.一つ目は他の教会に向かう行進の開始地点としてハギ

ア・ソフィアが使用される場合で、もう一つは奉神礼以外の理由でハギア・ソフィアに行く場合である.

行進の始まりの礼拝をハギア・ソフィアの至聖所でおこなうのは、聖母生誕祭、復活祭の月曜日、受胎

告知418) で、いずれの犠合もフォロスを経て他の教会(カルコプラテイアの聖母教会、あるいは聖使徒

教会)へ行き、そこで奉神礼に参加する.これは本来、祭日の儀式の次第に伝統的に組み込まれていたも

のである.

また進堂祭が四旬節第一週月曜日と重なるときは、やはり行進の始めの礼拝を、皇帝はハギア・ソフィ

アでおこなうが、至聖所ではなくメータトーリオンを使用する.そして皇帝はブラケルナイに向かう.こ

れはおそらく進堂祭と重ならなかった場合の四旬節第一週月曙日の次第に従ったものであろう引町.先

の三つの祭日に対してこの臼が根本的に異なるのは、二つの儀式を組み合わせたために、二つの教会を一

日のうちに訪問する必要性ができ、このような次第をとることになった点である.

以上の四つの次第は、行進を始める際にハギア・ソフィアを訪問するものであった.これとまったく異

なるのが霊土曜日である.この日皇帝は、翌日の復活祭に関連した儀式をおこなうために.ハギア・ソフィ

アを訪れるのである.前述の経路を経て南側廊に入った皇帝は、至霊所に献納品を納め祭壇を用意し、ス

ケウオフュラキオンで甘松を分配する.

また先に触れた四旬節第一週月略目には皇帝は、マンナウラでの儀式の後、ハギア・ソフィアに行き第

三第六の勤めに参加する.この際、皇帝Iま南側廊のメータトーリオンから礼拝に参加する.

これら二つの次第l立、動作も由来もまったく異なるものではあるが、理事神礼、あるいはそれに先行する

儀式、具体的には行進とその開始の礼拝、とは無関係であるという点で共通している.むしろたとえて言

うならば、皇帝は一寸用車があってハギア・ソフィアを訪れたといった趣がある.いずれにせよ、行進を

開始する際の礼拝に参加する爆合も、ハギア・ソフィアで君事神宇しがおこなわれないという点では二つの次

第と同じであり、この点に第三の分類は共通点を見いだすことができる.

4)その他の場合

前章で取り上げた祭日のうち、以上の三つの型にあてはまらないものは第1巻第36章の教会和解記念

日のみである.この目、皇帝は神聖な井戸まで行くが、そこで総主教と準備をするとハギア・エイレーネー

へ行きそこで儀式に参加する.そしてその後、ハギア・ソフィアに行進して戻り、 「この教会の侵j廊を通

りナルテックスに入る.ここで行進の儀式をおこない、入渇するJ420) .残念ながらこの日の儀式に関

しては詳細な記述がなされていないため、ハギア・エイレ ネーでの行事の内容などは不明である.しか

しこの日の次第は、ハギア・ソフィアとハギア・エイレーネーが同じ組織によって運営されていたこと等

から考えて、 3)の神聖な井戸からハギア・ソフィアの南側廊に入り儀式に参加する型の変形と見てよい

だろう.ちなみに皇帝がハギア・ヱイレーネーを訪問するとの記事は、 『儀式について』のこの箇所にの

み見ることができる.

以上見てきたように、皇帝ts大宮殿からハギア・ソフィアに至る経路は、大きく三つに分頬することが

でき、それぞれハギア・ソフィアにおける皇帝の行動と相関関係にあることがわかる.

次に教会内における皇帝の行動に関して、各建築部位ごとに、先行研究や遺備の現状にも目を向けなが

ら見て行くことにする.



各建築部位に関する考察

1)西正薗と西南隅の復合施設

-ホーロロギオンとナルテックスの前室

ハギア・ソフィアのホーロロギオンは、洗礼所の近く、教会の南西にあったことが定説となっている

421) ホーロロギオンとは語源的には「時を語るものJであり、時計であるが転じて時計を納めた建物

も意味するようになった.ハギア・ソフィアのそれは12個の扉を外壁に待ち、その開閉によって時を告

げたそうであるが昭2) 、仕組みなどは不明なままである423)

古くからこのホ一口ロギオンを現在の教会の南西の隅、二重のナルテックスの南に接する部分とするの

b電車税となっていた刷).この一角には現在も、一連の小部屋からなる煉瓦造の付属建築が残っている.

[図12]この建築物を調査したディリムテキンもまた、ナルテックスの南側に位置する前室の入口を中

央にして、西側にホ一口口ギオン東に総主教宮があったと考えている425) かねてから多くの研究者は

偽コディノス等の記述426)から、ホ一口口ギオンをユスティニアノス 1世まで遡るものとみていた427)

南東隈の一連の建築物を調査したコルマクとホーキンスも、権法的理由から、このホ一口口ギオンとされ

る部分を6世紀の一回目の工事によるものと結論付けている428)

『儀式について』の記述によると皇帝は、復活祭、生誕祭などの大きな祭の際には(前述の型 1 )、

大宮殿からホーロロギオンの脇を経てホーライア・ピュレーからハギア・ソフィアに入る.このホーライ

ア・ピュレーは通常『美しい門」と訳されるが、その位置に関しては二つの鋭がある429) 一つはアト

リウムから外側のナルテックスにはいる中央の扉を指すとする鋭で、もう一つは内側のナルテックスの南

に位置する前室と外部をつなぐ扉のことであるとする説である.マンゴによるとこの単語の指すものは史

料によって様々に異なる. r儀式について』における解釈という点ではウベソルやベリャエフ、コルマヲ

とホーキンスは前者をとり、アントニアデス、シュトゥルーペは後者をとっている.

ここで型車理してみてみると、この部分の記述では以下のようなものが見られる.第1章では『ハギ7・

ソフィアのホ一口口ギオンJから「ホーライア・ピュレーJを経て入るとなっており、第9章では「皇帝

がホ一口ロギオンの前述の門から入るとJデーモスの歓迎がある.第23章では「皇帝がナルテックスの

前に入ると布の中で」とあり、第38章には「ホ一口ロギオンのところから入り、カーテンをあげメータ

トーリオンに入るとJとなっている.

もしも『儀式について』においてホーライア・ピュレーが、アトリウムから外側のナルテックスにはい

る扉を指すとすると、アトリウムに言及が、少なくとも一回ぐらいはあってもよいのではないだろうか.
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第23章の記述が気になりはするが、ここではホーライア・ピュレーは内側のナルテックスの、南側の前

室の扉と考える.

現在、ハギア・ソフィアの内側ゆナルテックスの南側には、南北方向に3ベイ連続したグロイン・ヴオー

ル卜を持つ前室がある.この前室はホーロロギオンとギャラリーに上る斜路との間にあって、上には総主

教宮の名残とされる部屋がのっている.また東側では斜路に隣接しているが、西側ではホ一口口ギオンの

当初の東壁面よりもさらに東側13.見在の前室の西壁画がある.またこの前室の西側の壁体にはかつて、ホー

ロロギオンの入口となっていた関口部があったが、この関口部の幅はヴオール卜天井の中央のペイと一致

している.これらのことから当初、西側jにホーロロギオン、北にナルテックス、東に斜路で固まれた細長

い空間があって、後の時代にホーロロギオンと斜路の闘を渡すように上の諸室が増築された際に、西側の

壁体とその上にのるヴオール卜天井とをあわせて建E宣することで、この前室が整備されたと想像されてい

る430) . [図15]

以前は多くの研究者逮がこの前室の天井を、言い換えれば前室の上の緒室を、 9世紀のパシレイオス 1

世の工事によるものと考えていた431) これに対しマシューズはイコン破海運動以前としたが432) 、6 

世紀の段階でナルテックス南北の空間には屋根がなかったとする433) 、彼の議論の流れから考えて、比

較的遅い時期(おそらくは7世紀後半か8世紀前半)を想定しているものともわれる.しかしコルマクと

ホーキンズは上階の鶴屋の権法との比較と、史料の記述からこの前室の建設年代を565年から577年の

聞とみている特哨.一方、この前室とナルテックスの間の扉、そしてホーライア・ピュレーと呼ばれる

青銅製の扉は、いずれもその装飾から9世紀のものと考えられている435)

この扉をへて前室に入った皇帝の行動は、第 1巻第1章の記述では

「ヴオール卜天井の下に、言い換えればナルテックスの前室(プロピュライア)の中に、釣り下げられ

た目隠し(カーテン)の中で、プライポシトスが(皇帝から)冠を外す.その時、総主教はナルテックス

の扉で仕来り通り従者や部下と共に待つ.皇帝は冠を外した後に、総主教の方へと進み、 ・・・」柏町

となっている.この記述に登織する「ナルテックスの扉Jをナルテックスと前室との間の扉と理解する

ならば、皇帝が冠をはずすカーテンで仕切られた空間は、二つの扉の問、前室の中に用意されていたこと

になる.

このカーテンで仕切られた空間について『儀式について』の他の部分の記述を見て行くと以下のように

なる.

生誕祭(第23章)では

「皇帝がナルテックスの前に入ると布の中で、プライポシトスが皇帝の頭から王冠をはずし、皇帝はナ

ルテックスに入るo J 437) 
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とあり、第1章の記述と同線、前室にカーテンがあったことになる.

これに対して復活祭に関する記述(第9章)では

「皇帝はナルテックスの扉の後ろ、メータトーリオンの中、吊るしてある布の中に入る.プライポシト

スは彼の頭から冠をとる.ナルテックスに入ると・・・ J438) 

とあり、カーテンで仕切られた空間は「ナルテックスの扉の後ろ」、すなわちナルテックスの中にあっ

たことになる.しかしそのあとに続けて「ナルテックスに入るJとあり、記述が重復してしまう.

また神現祭(第26章)では

「ナルテックスに入ると、布に入る.プライポシトスは冠を皇帝の頭から取る.ナルテックスを通って

総主教が彼等を出迎える.お互いに接吻すると入り、大きな門の前に立つ.J刊町

となっている.ところがこの神現祭の妃述では「お互いに緩吻すると入りJとある.もしもこれが「ナ

ルテックスに入るJだと解釈すると、他に考えうる可能性は低いのであるが、第9章の記述と問機な問題

点を持っていることになる.

なお参考までに第1巻第38章の厳冠式に関する記述では

「ホ一口口ギオンへ入り、カーテンをあげメータトーリオンに入るとディベーテーシオンとジザキオン

を着てその上にサギオンをつけて、総主教と共に入場するが、銀の門に蝋燭を灯し身廊に入る.J ~40) 

となっており、皇帝が「メータトーリオン』と呼ばれる空間を使用することがわかるが、その前にある

「ホーロロギオンへ入り」の解釈が問題となる.これはおそらく、字緩通りには解釈せずに、 「ホーロロ

ギオンの所へ入りJぐらいの意味にとって、前室のメータトーリオンのことと考えるのが適当であろう.

ここでナルテックスに目を転じると第1巻第1章の聖母生誕祭に関する部分で、ハギア・ソフィアでの

礼拝を終えた皇帝は

f総主教と皇帝違は共に皇帝の門から出る.そして彼等はそこで接吻し、皇帝速はナルテックスに吊ら

れた布に入り、 (冠を)被ると再び退出し・・・ J判 1)

フォロスへと向かうことが書かれている.

以上をまとめてみると、ナルテックス、ナルテックスの前室の両方、あるいはいずれかに、カーテンで

区切られた空間があり、メータトーリオンと呼ばれ、皇帝の更衣室としての繍能を持っていたことがわか

る.しかしこの空間のあった場所に関しては、今一つはっきりしないところがある.シュトゥルーペはこ

れを、ナルテックスと前室との両方にあったものと考えている442)

ナルテックスの前室は、実のところ幅が4m強しかなく、皇帝とその廷臣遣が通り過ぎることを考えた

湯合、前室の一角を区切って使用することは困鍵である.この前室の東北の隅には、ビ‘ザンティン時代の

モールディングによる戸口が残っている.この戸口の向こう側は斜路と本堂、そしてナルテックスの取り
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合いの関係から生まれる煙突状の空間になっている.アントニアデスはこの空間こそかつての前室のメー

タトーリオンの位置であるとしているが4-43)、これは非常に魅力的な仮説である. [図13]

一方、後に触れるが、内側のナルテックスは当然ながら非常に扉の多い空間であり、現状ではメータトー

リオンがあったであろう位置に関しては、具体的なことは何も言えない.

-ナルテックス、皇帝の門

前述のようにハギア・ソフィアには二重のナルテックスがある.どちらも9ベイのグロイン・ヴオール

卜からなる南北に細長い方形の空間であるが、天井高、幅ともに内側のものの方が大きい.

二つのナルテックスのうち、 『儀式について』の記述で特に2重要なのは内側のそれである制叫 .この

空間は天井が金地モザイクによる幾何学紋線、壁画は様々な色彩の大理石によって飾られており、装飾の

質から考えても 6世紀に属するものである.この内側のナルテックスには南北に一つづっ、西壁画、外側

のナルテックスとの聞にヴオールトのベイに対応するように一つおきに五つ、東側本堂との聞に南北の傍l

廊と身廊とに、それぞれ三つづつが対応するように計九つの扉がある.この九つの扉のうち中央のものは

特に大きく、皇帝の門と呼ばれている. [図14]

このナルテックスにおける皇惜の行動に関して、 『儀式について』の各章の記述はほぼ一致する.それ

は以下のようなものである.ナルテックスに入って総主教と会った皇帝は、舗祭の持っている福音書と十

字架を礼拝し、総主教と挨惨をかわす.その後、皇帝の門の前に移動し、そこで蝋燭を手に総主教が唱え

る入場の祈りに参加したのち、再び十字架と福音書を礼拝して、堂内に入港する.

この動作は、ハギア・ソフィアに皇帝が総主教と共に入場する場合、ナルテックスにいたる経路に無関

係にみることができる.具体的には第1J震の大きな祭の場合のようにホーライア・ピユレーからナルテッ

クスに入る埼合、つまり復活祭(第9章)、生誕祭(第23章)、神現祭(第26章)、 li冠式(第38

旬、総主教テオフユラクトスの選出(第2巻第38章)‘の各場合のみならず、ギャラリーからナルテッ

クスにおりてくる場合、十字架挙栄祭(第 22章)、正統信仰の祭日(第28章)においても、この動作

は共通である.

.7トリウム
さて一方の外側のナルテックスは大きな問題を含んでいる.

『儀式について』などの文献史料に記載されているように、また当時の他の教会の遺憎からも想像され

るように、ハギア・ソフィアにおいてもアトリウムがあり、その中央には泉水が湧き、回廊が周囲を巡っ

ていたことが、シュナイダーの発掘調査でわかった445) このアトリウムは人工地盤の上にのっていて、
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現在のナルテックスの外壁から42m西側jまで広がっていた. [図15]

このアトリウムとナルテックスとの関連を考えるうえで‘幾つか重要な点がある.

まず西正面の四本のフライング・パットレスは、以前は十字軍時代にゴシック建築の影響を受けて付加

されたとの説もあったが、現在では否定されている.ミュラー=ヴィーナーはパシレイオス 1世による工

事を判町、メインストンはパシレイオス 1世ないし 2世による工事を示唆している447)

また1680年のグルロのスケッチ[図9]には西正面中央、フライング・パットレスの聞に方形の塔状

の建物がみられるが、この建築物は現存せず.シュナイダーの発掘調査でも基礎を発見できなかった.ま

たピュザンツにおける他の教会で、このような塔は決して一般的ではない.このためミュラー=ヴィーナー

やメインストンは、これを十字軍時代の木造の鐘機と考えている判8)

現存する外側のナルテックスの西側lの壁体のうち、関口部聞のピアは当初のものである449) また現

状では関口部は、北から南へ、扉(回廊へ続く)=窓=窓=扉=扉=扉=窓(大理石の支柱)=窓=扉

(回廊へ続く)、といった配列になっている.なおちなみに両端部の回廊へと続いていた扉l立、回廊が後

の改修工事によって取りi轟された際に、翼状に西側に突出した方形の部屋に続くことになったものである.

このうち一番北側の窓は、その前の地面が発掘された際に、かつては扉であった痕跡が発見された450)

以上のことから、ユスティ二アノス時代のハギア・ソフィアの西側l立面は、次のようなものであったと

思われる451)

まず外側のナルテックスの西側の壁体の関口部は、現在と同じ大きさのアーチの中に開いていた.しか

しフライング・パットレスも鑓綾もなく、関口の配置は北から南へ、扉(回廊へ続く)=扉=窓(大理石

の支柱)=扉=扉=扉=窓{大理石の支柱)=扉=扉(回廊へ続く)、となっていた.このナルテックス

から円字型に回廊が延びて、アトリウムを取り囲んでいた.この回廊は西、北、南の三方で、ピアとピア

の聞に二本の円柱を立てた形式の列柱廊となっていた.そしてこのアトリウムの西側には、アテュルと呼

ばれる一つの門を持った前室状の空間があった特2) そしてこのアテュルは階段を介して表の通りと連

絡していた. [図15，16] 

しかしすでにみてきたように、実際に皇帝がアトリウムを通るのは、ハギア・ソフィアに向かう往路で

はなく、ハギア・ソフィアから行進して他の教会に向かう際に、行進の開始の礼拝ののち、退出するとき

である.

前節でまとめたように、聖母生誕祭、復，舌祭の月曜日、受胎告知と四旬節第三日継日が重なったとき、

進堂祭が四旬節第一週月繍日と重なるときの各場合に、行進して他の教会に向かうためにハギア・ソフィ

アから出発する皇帝の徹子が捕かれている.

しかし先に触れたように、第1巻第1章の記述のうち、聖母の生誕祭に関する部分では、皇帝が皇帝の

門1;>らナルテックスに出て、カーテンの影で冠を被ること1併記されているが、退出の経路に関してはこれ

以上何も触れていない.

一方、同第 10章の復活祭の月曜日に関する部分では、以下のような記述をみることができる.

「慣習どおり皆に先導された皇帝は、身廊の中心を通り皇帝の門から出て、ナルテックス、アトリウム

を通り、アテュルの階段を下りてミリオンとメセーを通り・・・ J453) 

ほ!王同じ記述は、受胎告知が四旬節第三日曜臼と重なった場合についてaeした、第30章にもみること

方?できる454) こちらの場合は皇帝の経路は明確に把握できるが、皇帝が冠を再び被ることについては、

何も記されていない.

さてまた第27章の進堂祭が四旬節第一週月曜日と重なった場合では、

「皇帝は教会堂の右の部分、ナルテックス、ホーロロギオンを通り、アテュルに向かつて続く西向きの

大きな門を出る.そこから馬に乗って・・・ J特別

とある.このうち解釈上問題となるのは「教会の右の部分」と「アテュルに向かつて続く西向きの大き

な門Jである.前者の「右側の部分」は『儀式について』においてよくみる表現で、進行方向に対して右

左、という意味ではなく、東に向かつて右左という意味である可能性が高い.そうだとすれば、ここでは

南側、おそらくは南側廊の意味となる.後者に関しては、先行研究ではあまり取り上げられてこなかった

が、字書E通りホ一口口ギオンを通り銭けて、ホーロロギオンの西側の扉から出ると解釈しでも、何ら矛盾

はない特別 .なお他の場合、復活祭の月曜日などと比較すると、礼拝をおこなう湯所が至!!:l所からメー

タトーリオンに移った場合、退出の経路も教会の中央を通るものから南側を通るものへ変化するというの

も、興味深い点である.なぜならば後に触れるように、このメータトーリオンは南側廊にあったと恩われ

るからである.

.大きな螺旋階段と学校

先にみてきたように皇帝がホーライア・ピュレーをへてナルテックスに入る場合と、ギャラリーからお

りてくる湯合とで、ナルテックス内の行動には大きな差がなかった.しかし当然のことながらナルテック

スにいたる経路は、両者で大きく異なることになる.後に説明するように、皇帝はこの時代、ギャラリー

を使用する際には主に南ギャラリーを使用した.この南ギャラリーからナルテックスにいたるまでの経路

を、第1巻第22章では以下のように述べている.

「大きな螺旋階段を下りて高貴な(左の)部分へ曲がり、復活祭の銘板のある学校を通って段を下り、

ナルテックスの大きな門を入る.そして帝室の門に到着する.J 457) (十字架挙栄祭)

またこれとよく似た部分を第28 ~聖の正統信仰の祭日にもみることができる.



『大きな鍍旋階段を下り、復活祭の板のある学校を通って段を下り、大きなナルテックスには入らずに、

そのかわりに左に曲がって三角形からメータトンに向かう.段のところで儀式長官が言う 「お進みくだ

さい、陛下J.そしてアテュルの階段を下り、そこで行進を迎える.J 458) 

どちらもギャラリーから「大きな銀旋階段Jをおり、途中、学校を通過する.おそらくこの二つの記述

は同じ階段について言及しているものと思われる.ただ前者ではナルテックスへ入るのに対して、後者で

は『三角形からメータトンに向かう特別 」とある.残念ながらこの「メータトン」や「三角形」が何で

あるかは不明であるが、続く部分でアテュルが言及されていることから、アトリウム内あるいはアトリウ

ムの極く近くにあった何かであると思われる.左折してこの「メータトン」や「三角形」の方向、つまり

西に向かうとすると、階段の出入口は北向きであると考えられる.そしてわざわざ「ナルテックスには入

らずにJと但し書きを付けていることから、この階段はナルテックスのすぐそばに出入口があったのでは

ないだろうか.

一方、第2巻第38章には以下の記述がある.

r (ギャラリーから)そして決まり通りに皇帝違は大きな爆旋階段を下り、最も神聖な教会のナルテッ

クスにホーライア・ピュレーから入った.J 460) 

十字架挙栄祭の記述に登渇する「ナルテックスの大きな門」とはホーライア・ピュレーを差すのだろう

か.すでにみてきたように、 『儀式について』においてナルテックスの門とホーライア・ピュレーは使い

分けがある.おそらくこの両者は別のものを差すと考えるのが適当であろう 461) またこの記述からも、

「大きな銀旋階段Jがホーライア・ピュレーから決して緩れていないところ、少なくとも説明を追加せず

とも十分な程度に、近い場所にあることが想像できる.

現在ハギア・ソフィアには西南、西北のすみにそれぞれ一つづっ斜路がある.しかしシュトゥルーペは

『儀式について』で言及されている学校462) を教会堂ないしアトリウムの南側lにあったものと考えてい

る463) また先に述べた出入口の向きや、位置の問題から考えても西北の斜路が、この「大きな螺旋階

段」であったとは考えにくい.

コルマクとホーキンスは、もう一つの西南の斜路が「大きな銀旋階段」であったと考えている464)

この場合大きな問題が生じる.この斜路は途中連絡する空聞がまったくなく、学絞の記述とあわなくなっ

てしまう.彼等はこれに対して、学校は洗礼堂の近くにあり、斜路をおりてからその前を通過したので問

題ないと反治している.しかしこの斜路は洗礼堂の北側に南向きに出口がある.史料では「大きな螺旋階

段」を出ると左に曲がって学校の前を通ることになっている.これをどう解釈するかが問題で、斜路を出

てすぐに洗礼:堂の北で左折してしまうと東向きに進むことになり、また斜路を出てまず右折して洗礼堂と

斜路のあいだの通路状の空間から一回出て、左折すると南に進むことになり、どちらの得合もナルテック

スから離れて行ってしまう.

これに対してディリムテキンは、 1 6世紀にシナンによって建てられたミナレットの位置に階段があっ

た可能性を指摘している.これは繰旋階段で、教会堂の南東隅にあった一連の部屋と連絡し、西ギャラリー

まで続いていたと彼は主張している465) シュトゥルーペは以上の嫌々な条件を考慮して、皇帝が使用

した「大きな螺旋階段」はこのディリムテキンのいう螺旋階段に他ならず、学校も螺綻階段に隣接してい

た一連の部屋のうちのどれかであったとみている466)

この二つの説のどちらがより説得力があるのかという問題は、大変厳しい. r大きな螺旋階段Jという

単語からしてすでに複維で、 「螺旋階段Jと訳した単語は『儀式について』において、斜路か階段かを問

わず、また方形か円形かを問わず、銀旋状に上下方向に移動する空間があればこの単語が用いられている.

大小を言えば、西南の斜路は三つ現存する斜路のうちで最小のものだが、ミナレットの位置にあった階段

よりもはるかに大きかったであろう. r大きな螺旋階段Jと学校の関係、左折の問題など、実に不可解な

点が尽きない.シュトゥルーペの説も、問題の錬旋階段が現存しないために、斜路と異なって十分な議論

の基盤がないだけかも知れないが、ここでは彼女の説に従うことにする.



2)身廊

.身廊の床面

現在ハギア・ソフィアの身廊の床面I立、石材の寸法から大きく三つに分けることができる467) . [図

17]身廊の中央部をかなり広い範囲に渡って占める、大きさ約3mx1mの艶然と並んだ大理石、身廊の

西側入口付近の約0.7m四方の石材、東側の種々線多な大きさの石材、の三つである.これらの年代判定

は非常に困雛であるが、ドームの崩i裏した時期とあわせて考え、それぞれ6世紀、 10世紀、14世紀の

ものと考えることができる.このうち、中央部付近には緑色の石材によって、身廊を横断するように帯が

何本か引かれている. [図18]また一番東側の折れ曲がった帯は中央部、身廊の輪車車とあたる部分で途

切れており、そのさらに東側にこれと対応する形で口字型に赤い石材がはめ込まれている. ~儀式につい

て』の記述にも繰り返し登織し、またのちに詳しく触れるように、10世紀のハギア ・ソフィアにはテン

プロン、アンポ、ソレアといった堂内装置があった.マジエスカはこの緑の石材の帯の欠落部分をかつて

アンポがあった名残と、また赤の石材はテンプロンの中央の扉の痕と考えている468) . [図19、20]

これら身廊の床面と関係あると恩われる箇所を、史料から拾いだすと以下のようになる.まず第1巻第

1章には小聖入の機子に関して以下の記述がある.

「総主教が祈りを簿げ終わると、入場が行われる.錫やすべての前出の宝物が入t曇し、教会の左右の決

められた場所に位置する.ローマ人の僚識や旗印は互いにソレアの検に並び、聖コンスタンティノスの十

字架はベーマの右側の部分に立つ.マギストロス達、アンテュパトス達、他のシュンクレートス逮はパシ

リコス・アントロポス逮と共に、教会の(身廊の)右側lの部分、決められたところに立つ.そこを皇帝逮

が通過する.J特別

なお皇帝がハギア・ソフィアへの入場、あるいは小聖入において、身廊の中央を通ってアンポの脇を通

過しソレアの中を、テンプロンの神聖な扉まで進むことは、復活祭、生誕祭、神現祭、十字架挙栄祭、正

統信仰の祭日の各爆合において等しくみることができる.それゆえ、引用部分では「通過するJとのみ書

かれてはいるが、この縫合も皇帝はソレアを進むものと考えてよいだろう.

一方、皇帝とは別に廷臣途は堂内の決められた位置に立つことになっている.この廷臣や標様、銀~nな

どの位置と、先に触れた身廊床面の帯との関連は不明である.また 13世紀以降、皇帝の玉座がおかれた

とされる470) 、東南ピアのそばの床モザイクも、 『儀式について』のie述と関連があるのか否か不明で

ある岬1)

次に大聖入に関する記述について見て行くことにする.すでに述べたように大聖入の行進に皇帝が参加

するのは、ハギア・ソフィアだけで見ることができるものである.このときの機織は『儀式について』の
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第1巻第1章、第9:!章、第23章から知ることができる.このうち第1章では

r (皇帝はメータトリオンから出て)そしてこの教会の右側の部分を、クープークレイオンとシュンク

レートスと共に、錫や他の宝物を引き連れて通り、アンポの後ろまで進む.そこで神聖な宝物逮は待ち、

そこに皇帝のあかりを置いて火をつける.皇帝逮がそこに来ると、プライポシトス逮があかりを取って皇

帝遠の手に戻す.皇帝逮はあかりを手にシュンクレートスとクープークレイオンと神聖(な贈り物)を護

衛して行く.錫と他の宝物はそれぞれの規則に従って立ち、皇帝遼はソレアを通って進み、神聖な扉の外

に立つ.J 472) 

とあり、皇帝がメータトーリオンを出て、おそらくは南側廊を西へ進み、それから北向きに方向を換え

て身廊に出て、アンポの西側に用意されたあかりをとって聖職者逮の行進と同行することがわかる473)

またこのとき、第9章には「パトリキオスの全員はそこに立ち、皇帝は彼等の真中を通J47叫 ってあか

りのところへ行くとの記述があり、第23章では同僚に「シュンクレートスは横に並んでいて、 (皇帝は)

その中央を通るo J 475) となっている.おそらく身廊の南側にパトリキオスを始めとする元老院の薗々

が東西に検に並んで立ち、その中央を皇帝は突き抜けて側廊から身廊のアンポの方へと進も‘のであろう.

この蝋燭を置く位置や南北方向の移動と、先に述べた床面の緑の石材の帯とは何らかの関係があった可

能性は否定できない.

以上の混合以外に皇帝が身廊を通る旨、記述があるのは476)行進の鎗めの礼拝をハギア・ソフィアで

おこなう場合である.この縫合、前述の進堂祭と四旬節第一月曜日が重なった場合を別として、皇帝は至

聖所で礼拝を済ませたのち、ソレアを通過し身廊の中心を通り皇帝の門から退出する.このとき、復活祭

の月曜日(第 10章)と受胎告知(第30章)では皇帝がソレアを出ると聖歌が始まることになっている.

一方、聖母生誕祭(第1章)では以下のような記述がある.

「彼等がアンポの後ろに、言い換えれば大きな門の前に、来ると皇帝達と総主教は、十字架と福音書を

従えて立ち、彼等はそこで教会でやることに従って、祈りを捧げ始めるc>J 477) 

おそらく先の床面の緑の帯は、マジエスカの指摘抑制 とあわせて考えると、上の記述に見られるアン

ポと皇帝の門の聞の祈りを俸げる場所を特定するのに使用されたと見ることができるだろう.だが残念な

ことに、 『儀式について』の記述には床の緑の帯あるいはそれに類するものは一切登鴻しない.

-ァンポとソレア、そしてテンプロン

次に当時のハギア・ソフィアの身廊東側にあったであろう、堂内装置について見て行くことにする.ハ

ギア・ソフィアの東側の堂内装置はは6世紀中頃にドームが倒i裏してから、1204年に十字軍の略奪を受

1
 
1
 
1
 



けるまで、基本的には変更されなかったと考えられる.この562年に鼓置された堂内装置に関して最も

詳しい託述は、再献堂式に際して書かれたパウロス・シレンティアリオスの領文である.本稿においても

この韻文の記述を参照しながら、身廊東側lの設えについて考えていくことにする.

6世紀コンスタンティノポリスにおける教会堂の身廊東側堂内装置に関しては、考古学調査の結果、円

字型に祭纏の周りを取り囲む陣笠=テンプ口ン.身廊の軸線上の真中に近い場所に位置する説教塩=アン

ポ、テンプロンの中央の扉からアンポに向かつて延びる通路状の腰壁=ソレア、といったものがあったこ

とがわかっているH町.

562年に設置されたハギア・ソフィアの堂内装置の復元に関しては、 19世紀以後機々なものが発表

されてきた.しかし戦後クシュディスの論文刊叫が発表されるとこれがほぼ定説となり[図目、 22)、

マジェスカが床面の状況をもとに寸法体形に変更を加える刊りなど、細部の見直しはあるものの刊訂基

本的には現在においても重要さを失っていない.

このうちアンボの復元は、主な典拠となるパウ口ス・シレンティアリオスの配述刊引が比較的詳細な

ため、装飾以外あまり疑問の余地がない.アントニアデスの案484)がすでに形態面での定説となり[図

23)、クシュディス刊S)やマジェスカ486) も基本的にはこれを踏襲している崎町.

その形態はおおよそ以下のようなものである.身廊の東西輪状に楕円形をした腰壁を持つ壇があり、こ

れは8本の円柱によって支えられている.この壇からは東西に一つづっ計二つの‘やはり腰壁を持つ階段

が身廊から連絡している.この説教壇の周囲を楕円形に取り図むように、 ~IIの 8 本の円柱が説教糧よりも

高〈立ち、燭台を蛾せたアーキトレーヴを支えている.これら外側の円柱の中間にも腰壁があるが、北西

と南東に出入口が設けられており、東側ではソレアと連絡している.

アンポに対してテンプ口ンの復元は、クシュディスの研究が発表されるまでに種々緩多、機々なものが

登場した488) これはもとになるパウロス・シレンティアリオスのfie述489)が韻文ゆえのあいまいさを

含んでいることと、古い時代の研究者がロシア正教会で一般的な皇室状の陣壁、イコノスタシスと額似なも

のを想定していたことが原因と恩われる.

しかしクシュディス以降このテンプ口ンの形態に関しても、おおよそ以下のようなものということで研

究者の意見は一致している.身廊にn字型に突出した平面をもっており、円柱、腰壁、アーキトレーヴに

よって備成されていた.全部で12本の円柱からなっており、西正面にはそのうちの6本が配置されてお

り中央に出入口がある.また南北両側面にも出入口があり、テンプロン全体では計3個の出入口となる.

アーキトレーヴには正面には聖人像の装飾があり、上菌には燭台が載っていた.そして正面中央の出入口

からソレアといわれる通路状の腰皇室が西へ延び、アンポと連絡していた. [図24)
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さてでは『儀式について』の記述における身廊東端部の堂内装置についてみていくことにする.

アンポが儀式の舞台装置として、皇帝によって積極的に活用されるのは主に以下の二つの場合である.

まず十字架挙栄祭(第22章)の時は、アンポの上で総主教が十字架の霊遺物を掲げる際に、皇帝はア

ンポの階段を東側lから三、四段上り、そこで礼拝と掲示の儀式に参加する.このとき廷臣逮がアンポを取

り巻くように立つことになっていた.

もう一つは簸冠式(第1巻第38章)で、総主教と共にアンポに上った皇帝は、アンポ上でクラミュス

と冠を授けられる.

なお、アンポの下には聖歌隊のための席があり、 10世紀においてもこれは使用されていた490)

次にテンプ口ンに関する記述である.この中でまず重要なのは西正面中央の関口部、神聖な扉に関する

ものである.ここでは儀式の各局面に分けてみていくことにする.

さて小霊入の際に皇帝が至霊所に入るときの機子を、第 1巻第 1章は以下のように書いている.

「皇帝逮は神聖な扉に、紫色の一段高くなったところにつく.総主教だけが陣壁の内側に入り、神聖の

扉の左(高貴な){開lに位置する.蝋燭と共に三回脆き、皇帝違は神への感謝を表し、そして総主教の占め

ている神聖な扉に院てから入る.J柑 ')

『儀式について』では皇帝と総主教がテンプロンの中央の扉まで来ると、総主教は中に入り、皇帝は蝋

燭を手に祈りを捧げてからテンプロン内にはいることが、繰り返し説明されている492) しかしながら

他の部分には「紫色の一段高くなったところ 493) Jに関する記述は一切登渇しない.また神聖な扉につ

いて言及している他の部分にも、この「紫色の一段高くなったところJに関するle述はまったく見ること

ができない.この「紫色の一段高くなったところ」をマンブーリは、先に述べたマジェスカがテンプロン

の神聖な扉の位置を示すとした、赤い円字型の石材を差すと考えている刊叫. [図25)彼は原文の「オ

ムファリオン」の意味から考えて、本来は「紫色の円形に一段高くなったところ」であり、以前はそのよ

うな石材が置かれていたが、後の時代に現在の形に変更されたものとしている.

大聖入に関する部分の記述では同じ章に

「皇帝逮はソレアを通って進み、神聖な扉の外に立つ.第一の皇帝が右に、第二のが左にである.自分

遣のあかりを神聖な扉の柱につける.J刊日

とある.しかし復活祭について述べた第9章と第23章の生誕祭に関する部分では、皇帝は蝋燭をプラ

イポシトスに渡し、彼がソレアのパラベットの上に、この蝋燭を置くことになっている.そして皇帝は聖

戦者全員が中に入ったのを見届けて、第 1章では「総主教に暇乞いをしてベーマの右側の部分の外を通っ

て496)、メータトーリオンに入る」刊η とあり、第 9章でも総主教と挨拶を交わしてから、 「至聖所の

外を通りメータトーリオンに入る.J特別となっている.このことからソレアとテンプロンの聞には、
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人聞が通り悠けることが可能な隙間があったと思われる.

本論文で取り上げた史料の記述の中でも最も興味深い部分は、テンプロンの南側側面に関するものであ

る.以下それを追っていくことにする.ここで皇帝が参加しておこなわれる行為は平和の接吻と領聖であ

る.

まず接吻については第11置に、皇帝は

「メータトーリオンの向かいのベーマの右側の節分で総主教は隊壁の内側に立ち、第一の皇帝が障壁の

外に立って総主教と接吻する.J特別

とある.そしてその後、皇帝が他の聖職者逮と綾吻したあとで、総主教は「障壁の少し低いところ」で

元老院議員遣と接吻を交わすことがわかる.

ところが第 9章の復活祭に関するie述では以下のようになっている.メータトーリオンを出た皇帝は

『至聖所の右側の脇に、陣壁にもたれるようにして横の移動式祭壇にJ500)立って、そこで葉耳障者逮と

簸吻をかわすのである.この移動式祭壇の位置に関しては、続〈領霊に関する部分では「至霊所の前」と

なっている.

そして聖職者逮と後吻を交わした後に、 「皇帝は下りると自分がいつも行進(に参加している廷臣)の

それぞれに愛(の後吻)を与えるところに立つ.Jそしてここで廷臣逮と接吻を交わすのである.

また何れの混合も生誕祭に関して!eした第23章では、慣例通りのところ、としか記されていない.

以上をまとめると表現が異なりこそすれ、至霊所の南の陣壁越しに皇帝と総主教が接吻をする点で、各

自白Eは矛盾しないようである.この接吻の位置に関して、なぜかマシューズはほとんど言及していないが、

シュトゥルーペは至聖所南側の障壁50円、メインストンはテンプロンの南側の戸口SOZ) とほぼ問機の結

論に達している.

ところがマンプーリはこれについて、ソレアに段置された移動式祭壇の脇で総主教と皇帝が接吻した後、

皇帝は東南のエクセドラの床に儀まっている鍍色の円形の石材[図26]に移動し、ここで廷臣逮と銭吻

するとしている503) しかしかれはかなり帽の広いソレアを想定しており印叫、現在、一般的に想像さ

れている通路状のソレアには不適当である. [図27]

彼がソレアを皇帝と総主教の接吻の埠所と考えた原因は、第9章において、移動式祭壇の位置の鋭明が

あいまいなことにある.鍍吻の繍所について史料は、至聖所の南側の陣墜にもたれるようにして、と述べ

る一方で、 「検の移動式祭噴」のところ、とも言っている.しかしのちに詳しく見ていくように領聖の場

面の記録では、 「至霊所の前」の「帝室の移動式祭壇Jが使用される.

この移動式祭痩はたびたび『儀式について』のie述に賃爆するが、ハギア・ソフィアでの使用が記録さ

れているのはこの章と、第1巻第47章のパトリキオス、シュンクレーテイコス、ストラテーゴスの昇進

に関する部分505) のみであり、後者の場合皇帝は使用しない506) 言い換えれば皇帝がこの移動式祭塩

を使用する域面は、第9章の記述にのみ見ることができる.マンブーリや、彼の鋭に影響を与えたウペソ

ルの説は507) 、この第 9章の記述「至聖所の前」と、第47章のソレアに設置された移動式祭纏との記

述とを突き合わせることで成立している.つまり「至聖所の前」ソレアの中が、移動式祭壇の定位置であ

ると考えたわけである.

ところで『儀式について』で移動式祭寝が登得する場合508)、皇帝や廷臣の領震の為に使用されるの

がほとんどである.当時の教会堂において信徒が領霊を受ける場所は、現在でもそうだが、通常、至聖所

の傾皇室の中央の扉の前、つまり史料の言うとろの「神聖な扉」の前である509) . ~儀式について』には

記述が見られないが、第9章の復活祭の儀式で皇帝のみならず廷臣逮も領聖を受けるのであれば、移動式

祭壇は神聖な扉の前に設置してあったと考えるのが無理がない.

つまり「帝室の移動式祭痩JI立、ソレアとの関係は不明ではあるが、至聖所の西正面、神聖な扉のそば

にあった可能性が高い.しかし史料の紀述には至聖所の南側に「績の移動式祭壇」があったことが記され

ている.

おそらくこの「帝室の移動式祭壇Jと「検の移動式祭纏Jについて、最も単純かつ問題の少ない解釈は、

至聖所の前と南側jの二箇所に二つの移動式祭壇が設置されていた、あるいは儀式の途中で南側から正面に

移動させた、とするものであろう.

また皇帝が廷臣達と接吻を交わす海所に関しては、第9章からも慣例に従った寝所であることがわかり、

これを第 1章の記述とあわせて考えると、ベーマの南側の筒壁の外、東南ヱクセドラか南側廊の東側の何

処かということになる.このときには先のマンブーリの指摘した、紫色の石材に関する鋭は大変魅力的な

ものである.

さて次の領霊に関する記述は、 『儀式について』の各章で食い違いが大きい部分である.第1.では以
下のように描写されている.

「領聖の時が来ると、皇帝逮は再び、既に述べた方法で出て、ベーマの右の部分に進み、そこで神聖な

結合を受ける.そして慣例どおり総主教と接吻してから、メータトーリオンに入り・・・ J510) 

しかし第9章では前述のように移動式祭壇を利用する.

「皇帝は出ると、上記のものすべてに先導されて進み出て、至霊所の前の帝室の移動式祭壇の前に立つ.

そして祈るとそこに上り、総主教の手によって、クリストスの生誕に先立つ祭の所で説明した方法で、領

聖を受ける.J 511) 

そして第23章の生誕祭のie述では、動作は詳細に記録されているにもかかわらず、なぜか場所が明ie



されていない.

「そして神との結合が訪れると、儀式長官がプライポシトスに、プライポシトスは皇帝に教える.既に

述べたように先導されて出て、我等が主イェーソス・クリストスの汚れなき肉と血を拝受するために総主

教の横に行く.二人のオスティアリオスが広げた布を持ち、価値ある贈り物をその手で受ける.総主教に

後吻して段512) を下り三回合図して神聖な贈り物を拝受する.それからこの段を上り、オスティアリオ

スが布を彼の下に広げ、総主教によって葡萄酒を綬けられる.下りて祈ると二人は互いに脆く o J 513) 

以上の三通りの方法について、シュトゥルーペは第9.の復活祭の方法にのみ注目し他には注意を払っ
ていない514) マシューズとメインストンは共に、逆に第1章と第 23章とを補完的に利用している.

つまり至聖所の内部、祭壇の南側に段が用意されていて、ここで皇帝が領聖を受けたと考えている.しか

しながら至聖所に至る経路は二人の聞で異なっている.その理由は二つの章のどちらもが経路について、

「既に述べた」方法で行くとしか書いていないことに起因する.マシューズはこれを大聖入のときと同じ

経路と考え、皇帝は神聖な扉から至!Ill所内に入り、祭壇の南側の段の上で総主教から領聖を受けたとして

いる515) メインストンはこれを接吻の際と同じ経路と考えており、段上で領聖を受けるのは生誕祭な

ど特別な機会のみとしている516)

先に述べたように復活祭の次第では移動式祭塩が登鳴することから、音量聖は大聖入のときの経路にした

がって、神聖な扉の前の移動式祭纏でおこなうと考えるのが自然である.逆に生誕祭の次第はこの部分に

関しては、第9.の1e述とは基本的に無関係と考えるのが適当であろう.総かに第9章には、生誕祭の次

第にしたがって領聖を受ける旨、書かれている.だがこれは鏡監の際の具体的な動作についてであって、

経路や場所に関してではないと恩われる.つまりマシューズやメインストンのように第1章と第23章は

相互補完的に読むべきで、皇帝のみが至霊所内に入って、段上で総主教から領聖を受けるのである.この

ときの経路は不明であるが、仮に廷臣逮も領聖を受けるのであれば、当時の慣習から考えて、皇帝は廷臣

逮と共に神聖なJl'lの納まで行き、そこから一人で至聖所内に入ると考えるのが適当であろう.なぜなら、

通常、俗人l立至霊所内に入ることはできず、例外的に皇帝のみ(正確には皇帝とその侍従違)が幾つかの

場合に、入ることを認められているに過ぎないからである.そして廷臣違は至聖所の前で領聖を受けるの

である.

続いてこのテンプロンで区切られた空間、至聖所の内部に目を転じることにする.

至ヨE所内の祭壇についてパウロス・シレンティアリオスは、黄金製の祭壇にはキリストの姿を錨いた錦

織りのおおいが掛けられていた517)、ことを述べている. r儀式について』第 1巻第1章は以下のよう

に託述している.
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「祭塩のところに来ると神聖な布の聖像に接吻する.もちろん総主教がこれを持ち上げて、皇帝逮に接

吻するよう促すのである.これがすむと習慣通り、二枚の白い聖体布を祭壇のよに広げ、総主教の手によっ

てそこに戻されるこつの神聖な杯、二つの神聖な丸い盆と神聖な産着に脆<.j 518) 

第9章の復活祭に関する記述にも

「祭檀の前で祈り、そこに二枚の聖体布を広げ、持って来たものを置く.丸い盆二つ、杯二つ.それか

ら聖なる産着に接吻する.その後、プライポシトスから献納品を取りこれを祭壇に置く o J 519) 

とあり、ほぽ同じ記述を生誕祭(第23:!i)、神現祭(第26章)にもみることができる.

以下、祭壇に関する!e述を類別してまとめることにする.

第1章にある聖母の生誕祭に関する部分と第2巻第 10章の四旬節第一月曜日の次第では、皇帝が祈り

のあとで祭壇の周囲に香をまくことがしるされている.

これに対して第10章の復活祭後の月曜日と第30章の受胎告知と四旬節第三日曜日が重なった場合、

そして第28章の正統信仰の祭日の新しい場合の次第では、皇帝が祭壇に脆いて祈ることのみが記されて

いる.

また第22章の十字架挙栄祭の場合は、祭壇ではなく十字架の霊遺物を礼拝することが脅かれている.

祭賓とその周りの設えに関して、幾らか興味深い言説をみることができるのは、聖大土曜日のケンテー

ナリオンの献納に関する部分である.第1章の!e述では皇情は、祭賓のおおいを重量えた後、ケンテーナリ

オンを「祭壇の水盤の台Jに置き、香を炊くことになっている.また第35章には、皇帝が祭坦のおおい

を換えて、ケンテーナリオンを「祭塩の上の段の上に」置き、さらに「そこに立ったままで、祭壇を換え、

プライポシトスからやはり大変高価なもう一つの献納品を取ると、それを祭壇の上に」置いて香を焚くこ

とになっている.このことから、少なくとも聖大土曜日には通常の祭壇の他に補助的な祭埋も用意されて

いたことがわかる.

以上、織々な場合をみてきたが、この祭壇のあった位置はマンブーリによれば、先に述べた神聖な扉と

対応する床面の円字型の赤い石材から約4m東にある、南北に5枚連続して並んでいる床面の大理石板と

対応する520)

また祭湿の上にあったであろうキポリオンについて、言及されているのは第2巻第38章のみで、ここ

にはキポリオンの柱が銀であったとの妃述がある日1) これら祭壇とその周りの設えについてパウロス・

シレンティアリオスも黄金製の祭績の上には、四本の銀の柱と四つの銀のアーチからなるキポリオンがあっ

たと述べている522)

さて第1巻第 1章には先に引用した部分に続いて以下のような記述がある.

「そしてその後で、この神聖なべーマの右側の部分を通って、皇帝逮は総主教と共に丸い所(=アプス)
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に入る.ここには賞金の神聖な十字架がある.J 523) 

このことから、歪聖所内のアプス、祭壇の東には黄金製の十字架があったことがわかる.

またこのアプスにはパウロス・シレンティアリオスの託述日引 や、ハギア・エイレーネ _ 525)等の同

時代の建築遺構から考えて、半円形の階段状の司祭席、シュントロノンがあり、その中央、最上段には総

主教席が設けられていたと思われる526). [図24]
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3)南側廊東部分

.メータ卜ーリオン

ここでは皇帝が使用したハギア・ソフィア一階のメータトーリオンについて、見ていくことにしよう.

まずこのメータトーリオンの位置について検討していくことにする.大聖入の行進を終えたあとの皇帝の

行動に関して、第1巻第1章には以下のようにある.

「皇帝は総主教に暇乞いをしてぺーマの右側の部分の外を通って、メータトーリオンに入る.J日7)

またのちの平和の接吻についても

「そしてメータトーリオンの向かいのベーマの右側の部分で総主教は障壁の内側に立ち・ ・・J528) 

となっており、ベーマの右側、つまり至聖所の南側にメータトーリオンがあったことがわかる.さらに

第2巻には

『そののちベーマの右側の部分を通って、小さな神霊な扉から出て、主人達は総主教と紫の列柱まで行

き、そこで暇乞いをして彼に接吻する.そして総主教はベーマに入り第三第六の勤めをおこなう.一方皇

帝はメータトーリオンに入り、 ・・・ j 529) 

とある.このベーマの右側の「紫の列柱」は、現在の東南ヱクセドラの紫色の二本の柱だと思われる.

それゆえにメータトーリオンの位置は東南エクセドラの柱の近く、それも身廊から柱を通っていくような

位置関係にある可能性が非常に高い.

メータトーリオンは、 『儀式について』の記述から考えて、一般的には更衣室、休憩室としての機能が

あったものと思われる.残念ながらハギア・ソフィアの一階にあったメータトーリオンの中での皇帝の行

動に関しては、のちに詳しく見ていくが、食事をしたということしか書かれていない.しかし一般的な更

衣室、休憩室としての徳能と、史料で裏付けられた食堂としての機能を満たすことから、適当な広さのカー

テンや陣壁で仕切られた空聞が想定される.しかしながら現状ではハギア・ソフィアの堂内には、身廊に

も側廊にもビザンティン時代の堂内装置は一切残っていない.

またこのメータトリオンの前には礼拝所があったことが、先の第 1'章の引用部分に先行する至聖所に献

納品を納めたあとの皇帝の行動からわかる.

r (至聖所の中で)総主教に接吻して暇乞いをし、メータトーリオンの前にある礼拝所に入る.ここで

も蝋燭を手に三回脆いて神への感謝を表し、我等が主と神の受難の象徴がすべてま泊まれている価値ある十

字架に接吻し、メータトーリオンに入る.J目的

またメータトーリオンの機能については、第1巻第1章には、領聖を受けたあとの皇帝の行動として以

下の記述がある.

「メータトーりオンに入り、そこでシュンクレートスのうちの高位で親しい人達と食事を取る.皇帝違
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の食事がすむと、プライポシトス逮が係の者と入室し、皇帝逮に彼等のクラミュスを着せる.その後、こ

のプライポシトス逮が総主教を案内し、 (彼は)皇帝違と接吻し、神聖な井戸へと続く小さな扉へと彼等

を送っていく o J 531) 

他にほぼ同じ内容のie述が第23章にもあるが、第9.ではメータトーリオンではなくてトリクリノス

で食穆することが記されている.

「皇帝の領震の後に、皇帝と総主教は両者互いに焼き、皇帝はメータトーリオンに入る.トリクリノス

に出ると、命令を受けた友人達と食事をする.J 532) 

「皇帝は食事の席を立つと、ベステートールから肩鈴を鍋てもらい、プライポシトスに総主教を呼ぶよ

うに命じる.総主教が入室すると、皇帝と総主教とは両者互いに脆<.そして食車をしていたトリクリノ

スを通ると、神聖な井戸へと出るときに、皇帝は門の中に総主教と立ち・・・ J533) 

このトリクリノスとメータトーリオンの位置関係は不明である.しかし全体として、礼拝所‘卜リクリ

ノス、メータトーリオンという少なくとも三つの空聞が隣媛、あるいは近後して存在していたことがわか

る.

そこで前述のエクセドラ周辺、南側j廊などを疲跡を中心に詳しく見てい〈と気がつく点が幾つかある.

[図28、35]

まず第ーには南側U!B東縫のベイの南側壁体手前の床面の痕跡があげられる.これは壁の手前、ベイの両

脇に立つ二本の支柱をちょうど結ぶように、一連の痕跡が並んでいるものである.この痕跡のほぼ中央に

直径2cm程の小さな二つの穴がある.ここから左右に70cm程はなれたところに、直径10cm程のかなり

大きな円形の穴を浬めたあとがある.この大きな痕跡のうち、西側のものの中心から15口n程はなれたと

ころ、痕跡から東南方向lこ90度分程の円弧状に床面が摩り減ったあとがある.これは東側のものに関し

ても同線で、ほぽ線対称に西南方向に90度分の円弧状の磨耗がみられる. [図29]さらにこの太い二つ

の痕跡から外側に、それぞれ28cm緩れたところに、直径7cmの円形の穴のあとが左右にある.この痕跡

と同機の愈跡はここから外側に向かつて、左右それぞれさらに二箇所、計三箇所づっ並んでおり、その間

隔はいずれも20cmである.残念ながらこれより左側、つまり東側の石材は後代のもので、痕跡はもはや

存在しない.しかし右側、あるいは西側には支柱まで痕跡がつづいている.また左右の支柱にはそれぞれ

内側の部分に、向かい合う形で検穴があいていて、柱礎にも内側lに鐙き込がある.横穴は左側の角柱には

二箇所あり、i!iさはそれぞれ2SScmと220cmであるが、右側の円柱には高さ20Scmの所にー箇所ある

だけである.

このことから、この部分の二本の支柱聞には櫛状の障壁が、かつて入っていた可能性が高い. [図24、

27]これは真中に両開きの扉をもち、ある程度まで左右対称の立面をもっていたはずである.しかしな
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がら左右の端部では、痕跡の高さが異なることから考えて、何らかの操作がおこなれていたはずである.

ここでさらに、この部分の壁体を観察してみると、向かつて左から順に盲窓、窓 [図30]、扉[図31]

となっている.しかし右端の扉は他の建設当初の扉とは、周囲のモールディングが異なるうえに、関口上

部の台形のモールディングももたず、その上、壁体下部を回っているフリーズを不細工に切断してから扉

左右の縁取りを下に延長した痕跡がある.これに対して中央の窓では逆に、このフリーズが窓台の部分で

続麗に欠落しており、欠落部分は彫刻のない石材で充1真されている.さらにこれに対応する壁体、北側廊

東端部北側壁体を見ると、左右が窓、中央が扉[図32]となっており、この扉は当初まで遡るものと思

われる.

以上のことから、南側廊東端部南側壁体においても、当初は中央に扉が、左右に窓があり、ちょうど障

壁の扉と壁体の扉が対応する位置にあったことがわかる.

次に南東ピア西側の床面にも機々な大きさの支柱の痕跡がある.これらはかなりの多織性をもって混沌

と並んでいるが[図33]、何対かの痕跡は矩形に柵状の情造物があったことを推測させるものである.

[図34]

またすでに平和の接吻との関連でふれたが、この教会堂の東南エクセドラの床面、至聖所の南側lだった

はずの郎分に、紫の石材でできた円盤がはめ込まれている.

さらに東南エクセドラ部分で身廊と側廊の問の床面には段差がある.ヱクセドラを支えるこ本の支柱の

聞では、この段差部分でかなり激しく石が摩耗している.

これらのことを総合して多くの研究者は、南側の壁体とその手前の陣壁のあいだの空間がメータトーリ

オンだとしている534) また彼等の多くは、 トリクリノスはこのメータトーりオンの外、つまり教会堂

外にあったと考えている.一方、これに対してピア脇の痕跡は、 6世紀の玉座の跡だと考える研究者が多
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さてこのメータト リオンと関連して第2間第10宣言、四旬節第一月曜日には

「密かにメータトーリオンの階段を通ってギャラリーへ登る.J日町

という記述がある.また第 28:!置の正統信仰の祝日の新次第には

「至聖所の脇とコンクの後ろの螺旋階段を通ってギャラリーに上り、メータトーリオンlこ入るJ537) 

とある.そして第2巻の総主教の選挙を主題としたこつの章日町 には以下の記述がある.

「神聖な井戸の所に向いた階段を通って、ギャラリーの東に向かつて右の部分に上り、神聖な福音書の

朗読を待つ.J 539) 

これら「メータトリオンの階段l、 「コンクの後ろの螺旋階F釦、 「神聖な井戸の所に向いた階段JfJi、

それぞれ異なる三つの階段を指すとは考えにくく、何れもハギア・ソフィアの東南隅に位置していたと思
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われることから、かつて建設当初にはあったであろう、南東隅の斜路、現存する北東隅のものに対応する

もの、のことを指しているのではないかと想像される540)

.神聖な井戸

『儀式について』を始めとする史料には、 「縛聖な井戸」と呼ばれる建築物がたびたび登場する.これ

は福音書の記述に登湯する、キリストゆかりの井戸541) の破片が聖遺物として納めてある堂のことで、

建訟年代は不明だが9世紀の初頭の史料には登場する. Ii儀式について』にはさらに、皇帝がハギア・ソ

フィアを訪れる際にこの堂を使用する僚子が包録されている.

このうち最も目を引くものは大きな祭の後、皇帝が大宮殿に戻る際にこの建物による次第である.第1

巻第1章ではメータトーリオンで食事を終えた皇帝の行動が、以下のように記録されている.

『その後、このプライポシトス遣が総主教を案内し、 (彼は)皇帝逮と接吻し、神聖な井戸へと続く小

さな扉へと彼等を送っていく.この扉の敷居のところに、皇帝逮と総主教は立ち、プライポシトスとアル

ギュロスはこの扉の外に立つ.J 542) 

史料ではこのあと、皇帝が金をハギア・ソフィアの議員逮に渡す機子が説明される.

これと伺機な記述は復活祭に関する第9章にも見ることができる.しかしながら先に引用したように第

9章での史述には、皇帝はメータトーリオンからトリクリノスを経て神聖な井戸の堂に向かうのである.

上程のようにトリクリノスはメータトーリオンの外にあったと想像されている.少なくとも確実にいえる

ことは、トリクリノスと神聖な井戸の堂の聞に「小さな扉」があったことである.

さてつづく神聖な井戸の堂内での機子については以下のように配述されている.

「その後皇帝逮は総主教と出て、神聖な井戸の中に吊った布の中に入る.そして総主教は彼等に冠を鍛

せる.lX冠の後、総主教の手から祝福、あるいは贈り物を受け取り、プライポシトスにこれを渡す.これ

を皇帝逮に送った後、総主教は(油?を)塗り、皇帝遠から献車両品をお返しに受け取る.そして銭吻をす

ると皇帝逮は神聖な井戸の外に出る.J 543) 

復活祭など多くの祭日に関して額似のte録を見ることができ、皇帝はハギア・ソフィアの身廊ないし側

廊から大宮殿に戻る際には、祭の規様、儀式の次第に関係なくこの堂を経由している.

そして神聖な井戸の堂でおこなわれる儀式は、基本的に総主教と皇帝とが耳IJれを交わすものであるが、

その内容は祭の大小などによっていくらかの違いがある.この中で特に目を引くものは、先に触れた第2

3章の生誕祭の場合である.他の大きな祭ではハギア・ソフィアの扉でおこなわれた儀式、皇帝が教会の

人々に金を渡す動作、がここでは井戸の遺物の堂内でおこなわれることになっている.

また逆に皇帝がカルケーから神聖な井戸を通ってハギア・ソフィアに行く際に、この堂によって弁戸の
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聖遺物を礼拝すること 544)が知られている.このときさらに、神聖な井戸の堂の中で総主教の出迎えを

受ける爆合も多い.

「神聖な井戸のところまで進む.そこで蝋燭を点けて神聖な井戸に接吻する.総主教は彼と会って、神

聖な井戸から大きな門を入り・・・ J545) 

マンゴによるとこのとき皇帝が通る経路は以下のようなものであった546) カルケーには名前の由来

となった大きな青銅の扉のほかに小さな鉄の扉があった.これはカルケーから延びた細い通路の先に位置

していた.皇帝はカルケーからこの鉄の扉まで進み、これを篠ける.するとこの扉は列柱をもった通路と

つながっていて、これをさらに進むと神聖な井戸の堂に着〈のである.

さらに一方で、皇帝が神聖な井戸を経てハギア・ソフィアに向かう際にも、遺物の堂と教会堂のあいだ

の扉が言及される.

r (皇帝は)ここ(神聖な井戸の堂)から教会へと続く門を通って入る.そこには総主教がいつもどお

りの自分の部下達を従えて立っている.型通りに総主教は皇帝逮に香を集り、皇帝違は彼に銭吻する.そ

のあと、ぺーマの右側の部分に向いて開いている門から入るo J 547) 

また同僚に同じ史料の他の部分では

「神聖な井戸から大きな門を入り貴重な十字架に型通りに蹟く.そして総主教は型通りに主人違に香を

まき彼に接吻する.そのあとでそこに置かれた門を通ってベーマの右側の部分に向かつて入るo J 54町

とある.これらのことを総合すると、先に述べた「小さな扉」がメータトーリオンとトリクリノス、言

い換えれl雷、ギア・ソフィアの南側にあった可能性カ塙いのに対して、この「大きな門」はハギア・ソフィ

アの東側lにあった可能性が高い.

またのちにふれるハギア・ソフィアの東側lを通っていた聖ニコラオスの通路に関連して、以下のie述が

ある.

l1ilニコラオスを通って神聖な井戸へと続く大きな門へ向かって出る.この門の中に総主教と皇帝は立っ

て、総主教は皇帝達に祝福、あるいは贈り物を渡し接吻する.皇帝遣はそこで蝦乞いをして、神聖な井戸

を通るo J 549) 

マンゴはこの聖ニコラオスの通路の「大きな門Jとハギア・ソフィアの「大きな門」は別であるとして

いる.後者は現在もある南側廊東端部東側IJ~主体の扉であると、彼は考えている 550) この扉は現在、教

会堂の東側の前室状の空間につづいている.この空間の南側にはミナレットが建っていて、すべてのちの

時代に改築されている.また北側には扉が一つあり、小さな部屋がその奥にあるが、この部屋の北側の壁

体ものちの時代のものと恩われる. [図5、17、35]もしも当初この一角が、北東の隅の部分と対称形

に造られていたとするならば、東の前室の南側には教会本体の東側の壁に添って通路が南に延び、前室と
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通路とに接して、前述の斜路があったはずである.以上のことから、またこの斜路がたびたび「神聖な井

戸の所に向いた階段」と言及されることからも、マンゴは神聖な井戸を納めた堂は、この斜路の南側の何

処かにあって、 「大きな門Jによって教会堂東側、南側廊と、 「小さな扉」によって教会堂南側、メ一世

トーリオン外のトリクリノスと連絡していたと考えている.そしてそれとは別に聖ニコラオスの通路につ

づく「大きな門Jと、カルケーから来る際に通る列柱のある通路につながる扉があったとしている.

この建物を堂と本稿ではしたが、マンゴによると実際にはテトラパイロンの憾な形態の建物で、四方に

大きな関口部があり、それぞれが上位の四つの扉に対応していた.しかしテトラパイロンは、通常、四方

に路が延びる場合に交差点に段けられるものである.テトラパイロン状の建物の四方の関口部に、四つの

扉が対応するということは、マンゴの述べる四つの経路は、おそらく列柱廊が南に、 『小さな扉Jが西に、

「大きな門」が北でそれぞれ対応し、神聖な井戸の西側lで、北へ延びる聖ニコラオスの通路と連絡してい

たということなのであろう.

実際に『儀式について』に登場する表現は r(ハギア・ソフィアの堂内から)神聖な井戸へとつづく大

きな門」、 r (ハギア・ソフィアの堂内から)神聖な井戸へとつづく小さな扉Jであって、 「神聖な井戸

の大きな門」、 「神霊な井戸の小さな扉」ではない.また皇帝は「聖ニコラオスを通って神聖な井戸へと

続く大きな門へ向かつて』進むのであるから、マンゴが区別して考えているこつの「大きな門Jが、異な

るこつのものであるとする理由は何処にもない.

むしろ自然な解釈は以下のようなものであろう.テトラパイ口ン状の神聖な井戸の建物は、ハギア・ソ

フィアの南東、現在は失われた南東隅の斜路の南側にあった.ハギア・ソフィアのメータトーリオンの外

側にはトリクリノスがあり、このトリクリノスから「小さな腕jを経て、この井戸の建物へと行くことが

できた.おそらくトリクリノスの外側の出入口が「小さな扉」であったと思われる.またハギア・ソフィ

アの南側廊の東端の扉を通っても、神聖Eな井戸へ行くことができた.この扉を出ると東側の前室にはいる.

この前室の東端の扉を出ると、そこはI!ニコラオスの通路で、アプスの東を妓けて北へ行くことができる.

逆から言うと、霊ニコラオスの通路から神聖な弁戸へ入るときは、-.e_この前室に入って、現在は失われ

た大聖堂の東壁沿いの通路を通って南に進み、神聖な井戸へと出るのである.ハギア・ソフィアの堂内か

ら行くときも問機で、南側廊東端の扉から前室に入り、壁沿いの通路を繭に進む.そして「大きな門Jは

この一連の経路、おそらくは失われた通路の何処かにあったであろう扉、ないし扉に導かれた前室状の空

間を指しているのである.

なおこの神聖な井戸を納めた堂内にはプレトロンと呼ばれる礼拝所が設けられていた.この中に前述の

井戸の遺物のf也、イェリコの噺帆、コンスタンティノス大帝の玉座、キリストのイコンなどが納められて

いた551) しかしながら皇帝が使用するカーテンに関しては、他の史料には配述がない.
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最後に、今まで見てきた微々な場合から考えて、決して想像しえないことではないのだが、他に例を見

ない次第として教会和解の祝日をあげることができる.参考までに該当箇所を引用しておく.

「皇帝は神聖な井戸に行き、そこで王冠を外す.そして彼を迎えた総主教との二人は聖ヱイレーネーに

行く.J 5日)

おそらくこのとき皇帝は、カルケ一、神聖な井戸、霊ニコラオスの通路、ハギア・エイレーエネーと進

んだものと恩われる.
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4)南ギャラリー

・木の階段 ギャラリーへ通じる廊下

さていくつかの祭日には、皇帝l立直接、ハギア・ソフィアのギャラリーへ行くことになっている.例え

ば第22章の十字架撃栄祭に関する部分で、ハギア・ソフィアに向かう皇帝は

「マンナウラとその高い通路(ディアパテイコン)を通り、木の階段を上って大教会(=ハギア・ソフィ

ア)のギャラリーに入る」 日町

ことになっている.これとまったく閉じ紀述は、第 28章の正統信仰の祝日に見ることができる554)

恒雄華に皇帝がハギア・ソフィアのギャラリーに直接行く場合を探すと、第16章に「廊下を通ってJ555) 

とまた、第2巻第38章に「マンナウラと通路(ディアパテイコン)を通ってJ556)との表現を見るこ

とができる.

これらはマンゴによると皆同じものを指しており S町 、先に述べたカルケーの鉄の扉と連絡している

列柱をもった通路の上にのっていた、屋根のある渡り廊下のことである.この廊下は片方ではおそらくマ

ンナウラまで延びており、もう一方では引用部分に見られるように、木の階段でハギア・ソフィアのギャ

ラリーに連絡していた.

この木の階段からギャラリーにはいる入口を、アントニアデスは南ギャラリー東端の壁体の北端の扉と

している558) このコンスタンティノス9世のモザイクの脇にある扉は現在、外に連絡するものがなに

もないが、当初の扉と考えられている. [図36、37、38]

.メータ卜ーリオンとパラキュプテイコン

この木の階段を上って、ハギア・ソフィアのギャラリー[図39]に入った皇帝は

「蝋燭を灯し祈ると、右側のパラキュプテイコンに入る.その後、クープークレイオンの高官違が着答

え、クービクーラリオス逮が自分遂のカニシアだけをつけ、パトリキオス逮が棄のクラニデイオンを着る.

すると皇帝はプライポシトスに総主教を呼ぶように命じる.皇帝は暫く腰を下ろしているが、出ると小さ

なセクレトンに行<.J目的

と『儀式について』の十字架挙栄祭の次第は述べている.シュトゥルーペは、このパラキュプテイコン

はアプスの南側、ギャラリー東端部にある小さなトンネル・ヴオールトのかかった空間で、カーテンによっ

て仕切られていたとしている目的 .

しかし同機に、木の階段からギャラリーへ行〈正統信仰の祝日の次第では

「皇帝はギャラリーに入って祈ると、蝋燭を灯し、彼等(廷臣逮)すべて規員IJに従い、自に着替える.

行進が近づくと、合図を受けて、皇帝はギャラリーのメータトーリオンから出る.J 561) 
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となっており、今度はパラキュプテイコンではなくてメータトーリオンが言及されている.このギャラ

リーのメータトーリオンに関して、閉じ正統信仰の日の新しい次第に以下の記述を見ることができる.

「メータ卜ーリオンに入ると、自分のクラミユスだけ脱いで神の福音書と連祷を聴く.すべてがすむと

食卓係がアルトクリネースと共に入り、招待者の表を書く.皇帝逮は出ると総主教のメータ卜ーリオンま

で行き、そこに留まり自分のディベーテーシオンを脱ぎ、神聖な典礼が終わって総主教が上ってくるのを

待つo J 562) 

ここでも先に言及したパラキュプテイコンは登寝しない.またここで言及されている総主教のメータトー

リオンが、ハギア・ソフィアのギャラリーにあったものなのか、それとも総主教宮にあったものなのかは

不明である563) 第2巻の総主教テオフュラクトス選出の記録では、メータトーリオンではなく「私室」

が登窃する.

「大教会のギャラリーに進み、仕来りに従って蝋燭を手に三回御辞儀をして神への感謝を表し、自分の

ディベーテーシオンを変えて座った.そしていつもの通りにすべての儀式が終わると、皇帝違は立って、

自分違のクラミュスをつけ、そこに吊ってあるカーテンの外に、その私室から出た.J 564) 

しかしこの「私室」は、蝋燭、着鎗え、礼拝など皇帝の行動から考えて、先のメータトーリオンと同じ

空間を指すと考えることができる.このメータ卜ーリオンは、先に述べたように木の階段を通って行くこ

とから、南ギャラリー東端部に入ったところにあると想定される.

また引用した嫌々な部分を上t鮫すると、メータトーリオン内で皇帝は礼拝に参加している.そして同時

に、通常のメータトーリオンの使用方である着替えや打合せもおこなっている.このことから考えて、他

の教会のようにパラキュプテイコンとメータトーリオンというこつの独立した空間があるのではなく、メー

タトーリオンの中にパラキュプテイコン的使用方がなされる部分があると考えた方が、無理がない.

さて『儀式について』第 9~置の復活祭の記述では、皇后がこのギャラリーにあるメータトーリオンから

出て玉座に腰を下ろし、女官逮と平和の縫吻をかわす機子が描写されている. ~儀式について』において

皇后の教会での行動が述べられている部分は他にはほとんどない.しかし他の史料から皇后は通常、ギャ

ラリーから儀式に参加したことが知られているS問 .しかしこの皇后のメータトーリオンが皇帝のそれ

と同じものなのか否かは不明である.

ここで現在のハギア・ソフィアの南ギャラリーに目を向けてみることにする.ここには‘西南のピアと

パットレスとの聞にギャラリーを区切る形で壁体が挿入されている. [図40]この壁体は中央に関口部

があり、左右の壁体に両開きの扉を模した彫刻が施されている.多くの研究者はこの彫刻を6世紀にまで

遡るものと考えている 566) しかしこの障壁は、織成から見て二枚の転用材の板を左右に立てて、聞に

強引に戸口を付けたものとの印象を与える.メインストンは床函と壁画の状態から考えて、後世にこの陣
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壁は挿入されたものだと考えている.

またこの障壁の中央の出入口状の関口部には、時代は不明ではあるが、関口上部の下面には左右の端に

一つづっ円形の穴があり[図41]、対応する床面にはやはり両端に穴を埋めたと恩われる痕跡がある.

このことから陣壁の関口部にはかつて、両開きの扉、ないしそれに頬する形態のものがあったと恩われる.

他にハギア・ソフィアの南ギャラリーに残された、堂内装置の痕跡らしいものとしては、南西パットレ

ス・ピア西面に現存する、パライオロゴス朝時代のデエシスの前の床面の痕跡がある. [図42、43]こ

こでは二種類の太さの材の跡が床面に矩形に残されているが、そのうちの東西方向のものはデエシス三分

のこほどのところに立ち上がることになる. [図44]このことから考えて、この痕跡のもとになった陣

壁はおそらく、デエシスが描かれる以前のものであろう.

またこのデエシス脇の窓のパラベットは、明らかに他と意匠が異なっており転用材である可能性が高い.

[図45、46、47、48]ここは以前は扉がついており外と連絡していたという可能性が、一つ考えられ

る.もしもかりにそうだとすれば、おそらくのちにふれる総主教宮と渡り廊下のような空間で連絡してい

たのではないだろうか.この渇合、デエシス前にあったであろう障壁は、渡り廊下入口の前室的空間とい

う性絡をもつことになる.

史料からはすでに見てきたように、甫ギャラリーの東側にメータトーリオンがあったことがわかってい

る.一方、我々が南ギャラリーに関して、これと関連づけて考えられるものは、ピアの聞の陣壁とデエシ

スの前の痕跡である.これについては『儀式について』の記述から考えて、二つの可能性が考えられる.

一つは、パラキュプテイコン、皇帝のメータトーリオン、皇后のメータトーリオン、総主教のメータトー

リオンなどの小空聞が、南ギャラリーに並んでいたというものである.しかしここで問題になるのは、ハ

ギア・ソフィアにあったかどうか定かではない総主教のメータトーリオンは別にしても、そのような線々

な陣壁の跡はハギア・ソフィアに見られない点である.またデヱシス前の障壁の跡は、皇帝と皇后が同時

に使うには小さすぎるように恩われる.

もう一つの可能性は、陣聖書の東側の空間が広〈メータトーリオンと呼ばれていて、その中にさらにパラ

キュプテイコンなどの細かい区分があったというものである.この場合は、少なくとも皇后のメータトー

リオンと皇帝のそれとは同じもので、廷臣遣もこの中を利用したと考えることができるだろう.この場合

問題になるのは、他にこのような巨大なメータトーリオンの例を見ることができない点である.

残念ながら現在手元にある情報では、これ以上の考察は無意味なように恩われる.ただしピア聞の陣壁

は、陣壁としては他に例を見ない堅牢なものなので、時代が定かではないがギャラリーの使用方を考える

うえで重要な要素である.仮に10世紀にこの陣壁があったとすればこの陣壁よりも東側は、名称はさて

おき、特llllな空間で、ここを利用できたのは皇帝、廷臣や高位聖蹟者など選ばれた人々のみだっただろう.
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またこのギャラリーは、ミカエル3世の晩年から再びモザイクによるイコンで飾られるようになった.

デエシス等、現在みることのできるものの多くは、より後の時代に属するものである.しかしおそらく 9

蝕己末には南ギャラリーの中央の二つのベイに、東側にパントクラトール、西側にベンテコストをモティー

フにした、中央のキリストを使徒が放射状に取り囲む構成のモザイクが、天井のヴオールトに描かれるよ

うになったはずである 567) このモザイクはこっとも 19世紀まで残っていたが、後の時代にハギア・

ソフィアを訪れた旅行者のスケッチ[図49]をみると、クロス・ヴオールトの天井に、ドームにより適

応した円形の術図を、半(;t強引に用いており、 9世紀末にすでにある程度、この図像が確立していたこと

がわかりおもしろい.

さて以上に加えてギャラリーに関する記述で興味深いのは、たびたび宗教会議が開かれ、その会場にギャ

ラリーが使用されたことである.ケーラーはこの会議舗として使用された空間も、樽壁の東側jであったと

しているS刷 . f儀式について』でも総主教の選撃について記録した第2巻第 14章に、高位の聖職者

逮がハギア・ソフィアのギャラリーで、時期総主教候補について会合をもつことが記されている569)

しかしながらギャラリーの何処かは、方位も含めてie述されていない

ギャラリーには他に「小さなセクレトン」があり、ここには「価値ある木」と表現されるキリストの十

字架の遺物が保管されている.これは第22章の十字架挙栄祭の次第に登場する.記述によると「小さな

セクレトン」を訪れて遺物に祈りを錬げた皇帝は、次に「大きなセクレトンJに行く.ここで行進用の蝋

燭を持った元老競議院遼が皇帝を出迎えて、彼等は先の聖遺物と共に大きな蛾旋階段へ進むのである.こ

れと類似の動作は第28章正統信仰の日の次第に見ることができる.この場合(;t行進用の鍬燭を持った元

老院議院途は、 「セクレトンの大トリクリノス」で皇帝を出迎えて大きな螺旋階段へと進むのである.

これに関して、コルマクとホーキンズはこの二つの「セクレトンJは総主教宮殿の「セクレトンJで、

どちらも現存しており、大きいほうがナルテックス南前室の上の部屋で、 「小さなセクレトンJはその隣

の西南の斜路の上の部屋であると考えている570) . [図50]

ピュザンツ時代、総主教が日常的に使用した建築物としては、総主教富とトマイテースとがあり、総主

教宮はハギア・ソフィアの西南に隣接して建っていた571) トマイテースに関しては総主教宮の付属施

設なのか独立した建物なのか意見が別れているが、マンナウラとハギア・ソフィアの間に、第二の総主教

宮ともいうべき形で建っていたとする、ギロンの鋭l立大変興味深い.マンゴは文献史料から、先程の二つ

のセクレトンの西側に総主教宮の他の部屋がつづいていて、その中に螺旋階段があったと考えている.

このこつのセクレトンには、西ギャラリーの南端の扉から入ることができる. [図51]シュトゥルー

ペはこの西ギャラリーに関して、ハギア・ソフィアのなかでここだけトンネル・ヴオールトが使用され空
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間的に独立性が高いこと、またここでのみベア・コラムが使用され中央部の床面装飾など独自の意匠が見

られること、さらに当初の南ギャラリーと西ギャラリーの聞にカーテンがあった可能性があること、など

を指摘し当初西ギャラリーには総主教宮の前室としての織能があった可能性を指摘している572)

もしも彼女のいうような織能が西ギャラリーにあったとするならば、先に述べた陣聖書とあわせて、ハギ

ア・ソフィアの南ギャラリーにおいても、西ギャラリー、陣壁の西(エクセドラの外側)、障壁の東とい

う空間秩序が想定可能なのではないだろうか.だがこの陣壁の年代が不明である以上、このような空間秩

序が導入された時期も、いつの時代のことなのか不明である.
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5)スケウオフュラキオンと北側廊東部分

『儀式について』において、ハギア・ソフィアの北側廊やそれよりも北側の部分が登場するのは、第1

巻第1章と第35章に記録されている聖大土曜日の次第である.この日の儀式の中心となるのは、一つに

はすでに見て来たようにハギア・ソフィアの歪聖所であるが、もう一つスケウオフィラキオンも重要な舞

台となっている.

これに関して、第 1章、第35輩、それぞれに

「このべーマの左側jの部分を通って、スケウオフィラキオンに入る.ここで皇帝逮は霊なる宝物に香を

焚き、ここの黄金の椅子に、総主教はここにある玉座に腰を下ろす.そして総主教は皇帝違に甘松と肉径

を渡す.スケウオフィラキオンのカルトゥーラリオスが彼等に脆いた後で、総主教の祈りがおこなわれ、

外に出るとシュンクレートス違に甘松を分配するo J 573) 

r (歪聖所)側面左側の部分を通って出て、スケウオフィラキオンへ行く.入ると蝋燭をつけて祈り、

祈り終えるとすべての宝物に香を焚き、しばし総主教と席につく.それからクープークリオンの者逮と他

の高官途1折、入室の仕来りにしたがって入室し、宝物庫係から甘松を取るo J 574) 

との記述を見ることができる.これから明らかなように、当時のハギア・ソフィアのスケウオフユラキ

オンは至聖所の「左侭11J、すなわち北側にあった.現在‘ハギア・ソフィアの北東に円形平面のドームを

厳〈独立した建物があり、これがかつてのスケウオフユラキオンと考えられている日日 . [図52]

この建物は残念ながら内装が完全に失われている. [図53]三層からなるその壁体は、ー・二層自は

石材とレンガが帯状に交互につまれているが、三層目はレンガのみで構築されている.また各関口部のアー

チも下二層は一重だが、三層目では二重になっている.これら材料および構;去のiIlいから、メインストン

は一、二層目を4世紀あるいは5世紀初めとし、三層目を6世紀としている.またディリムテキンは一、

二層目を5世紀としている.またこの一層自の調査の結果、現在の北側の入口は後世に開けられたもので、

当初の入口は西側に、そして小さな入口が南側jにもあったことも判明した576)

スケウオフユラキオンは祭具室のことであるが‘同時にここに領聖に使用するパンと葡萄酒が保管され

ていた.また儀式の際にはここで用意された聖体を大震入という形で、スケウオフュラキオンから至聖所

へと運ぶことがわかっている577)

なおハギア・ソフィアの北側、このスケウオフュラキオンの西側に、現存はしないが当時は洗礼堂があっ

たことが知られている 578) これは現存する南側の洗礼堂に対して大洗礼堂と呼ばれており、皇族の子

弟の洗礼式にも使用された579}

さてスケウオフュラキオンでの勤めを終えた皇帝は、第1章によると

r (スケウオフィラキオンから)皇帝逮は総主教と共に外に出て、ベーマの左側の部分を通り、聖二コ
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ラオスを通って神聖な井戸へと続く大きな門へ向かつて出る.J 580) 

ことになっている.また第35章には以下のような記述を見ることができる.

『スケウオフィラキオンから外に出て、側廊のナルテックス、この大教会の女性舗祭遼が仕来りにした

がって立つ爆所、を通り、そしてベーマの左側の門を経て退出する.総主教は彼に祝福を贈る.それから

二人はベーマの後ろの聖ニコラオスの細い通路を通って、神聖な井戸まで進むo J 581) 

このこつのgc述は微妙な食い違いがあるように見える.何よりも問題となるのは第35章の「側廊のナ

ルテックス」の解釈である.これに関してタフトはスケウオフュラキオンの位置、教会堂の北東外部から

西側の北側廊のナルテックスまで、わざわざ行くのは不自然であるとして、北側l廊東端の入口の前室のこ

とを差していると考えている582) そして彼はこの部分を皇帝は、スケウオフュラキオンから北側廊を

経て至聖所に戻り、その後、退出すると考えている583)

次に気にかかる部分は第1章の「聖ニコラオス』であるが、これをヴォク卜は「聖ニコラオスの通路J

と考え、第 35章に霊堂渇するものと同じもので、アプスの東側を通っていたとしている58叫.当時ハギ

ア・ソフィアのアプスの北東には、霊ニコラオスの教会 585) あるいは礼拝所があったことが知られてい

る5阿.この通路について多くの研究者は、ハギア・ソフィアの東側lにあった列柱をもっ通路で、 『儀

式について』の配述から北側廊東側の出入口と連絡し、神聖な井戸の堂の『大きな門Jへと続いていた、

と考えている587)

以上のように見て行くと、第1章の記述と第35章のie遂との聞に、実は大きな矛盾はなく、皇帝はス

ケウオフュラキオンを出ると北側廊を経て至霊所に入り、それから聖ニコラオスの通絡を経て神聖な井戸

の堂へ行くことがわかる.
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2-2 他の市内の教会

フォロス(コンスタンティノスのフォルム)と聖コンスタンティノスの礼拝所588)

イスタンブル旧市街の回扱き通りであるディヴァン・ヨルを走る市電にはチエンベルリタシュという停

車場がある.このすぐ北側に停車湯の名の由来となった‘締l!iIJれを金属によって補強された六層の紫色の

石材からなる円柱が、重量え立っている. [図54、55]これがかつてのコンスタンティノスの円柱で、コ

ンスタンティノスのフォルムのあった場所を現在に伝える数少ないものの一つである.

この帝都の核ともいえるこのフォルムの中心lこたつie念柱について、 7時 elこ成立した『復活祭年代記』

は以下のように述べている.

「彼(コンスタンティノス 1世)はさらに、大きくてそのうえ非常に美しいフォルムを造り、その中央

に称賛に値するテーパイの紫の石でできた高い円柱を立てた.この柱の上には頭に光を載せた巨大な自分

自身の像をおいた.それはフリユギアから持ってきた青銅の像だった.同じ皇帝コンスタンティノスはロー

マから、いわゆるパッラディウム(パラス像)を持ってきて、フォルムの自分の像の柱の下に建てた.こ

れはビュザンティウムの住人の聞で言われていることであるo J 589) 

沿革

コンスタンティノスのフォルムはメセーをミリオンから500m程西北に進んだところにあった.おそら

く324から330年の間に建設されたようである.古典古代の市壁の外、いわゆるネクロポリスのあった

場所で、コンスタンティヌスが市犠を拡張した際に市内に取り込まれた.セプティミス・セヴェルスのポ

ルテイコ(後のメセ一、今のディウ'アン・ヨル)と軸線を同じくする大洋に似せた楕円形をした広場、と

伝えられるが正確な大きさは不明である. [図56、57]

このフォルムの周囲は二層の列柱が一重に囲み、東西の端にはアーチ状の門が、また北に元老院の議場

があった.そしてこの広場の中央には、紫色の石材で造られた高さ30mを越える590) コリント式の円柱

が盗え立っていた.この円柱はコンスタンティノスの柱と呼liれ、上に太陽神に似せたコンスタンティノ

ス自身の像がのっており、また台座には皇帝コンスタンティノスを奉った礼拝所が段けられ、パラス像や

真の十字架の断片が納められていた.この柱の建設は328年と思われる.

この柱はそれまでも度々地震と火災で被害を受けていたが、 1105年に悪天候が引き金と怠って倒壊し

た.後の皇帝マニュエル・コムネノスは再建を命じたが、このときの工事で、石像を破いた柱頭は大理石
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重量の十字架をのせたものに替えられた591)

ラテン帝国やオスマン帝国の征服にもこの柱は生き残ったが、 16世紀の火災で被害を受け、柱身の補

強工事がなされた.またこのときからチェンペルリタシユ(=焼けた柱)と呼ばれるようになった. 1 7 

世紀には今度は地震による被害を受け、 18世紀に台座が補強されて現在の形となった592)

また単にフォロスと呼ばれ、コンスタンティノポリスの中で大変重要な位置にあったフォルム自体も、

しかしオスマン朝時代になるとその意味も失われ、やがて本来の形は失われてしまった.

儀式

『儀式について』によると皇帝は、カルコプラテイアの聖母教会と霊使徒数会に礼拝に行く際に、ここ

に立ち寄って総主教と祈りを擁げる.このとき行なう動作について整理すると、以下のようになる593)

皇帝はie念柱の纂壇の上、陣壁の右側の部分にもたれるようにする.元老院議員連は皇帝の右側の「柱

の立っている所Jの中に、侍従逮は柱の基壇の右側一段低いところに位置する.他の人々はフォロスの中

央、おそらくは基境の外の左右に立つ.デーモス逮は紫の円柱の前にある、元老院議員遠のいる右側の

「柱の立っている所」の外の小さな基塩を使用する.このような状態で総主教の到着を待つ.総主教が到

着すると礼拝所内に入るのは、総主教、福音書と舗祭途、聖歌隊のうち、おそらくは選ばれたものだけで、

他の霊強者逮も一般の信徒と共に礼拝所に向かつて左側の外に立ち、十字架は中央の門のそばの専用の台

の上に置かれる.そして連祷がおこなわれるが、礼拝所の左側に窓がありここから舗祭が、外に向かつて

祈りを唱える.

『儀式について』で言及されているフォロスでの儀式は聖母の生誕祭、復活祭の月略目、受胎告知が四

旬節第三週日曜日と重なったときの三つで、聖母の生誕祭の場合は礼拝で他の二つはいずれも連梼がおこ

なわれる.これについて『テュピコン』を見ると、連構、礼拝、どちらをおこなうのか{あるいは両方と

も、またはどちらもおこなわないのか)が厳密に区別されているが、 『儀式について』における皇帝の動

作に大きな違いはない.

また受胎告知が四旬節第三週日曜日と重なったときには但し書きがあり、天候が荒れた場合は59叫フオ

ロスではなく、元老院の中央に移動式の机を設置して儀式をおこなったようである.

建築

すでに述べたようにコンスタンティノスのフォルムのうちで、現在までに残っているものはコンスタン

ティノスの円柱のみである.それもオスマン時代の補修工事によって大きく外見が変わっている.現在の

円柱は、六層の円筒形の鍍色の石材の上に大理石の柱頭がのる織成となっているが[図54、55]、オス
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マン時代の補修によって柱台、柱礎、円筒形の石材一個分の柱身が石材によって覆い隠された.またピザ

ンティン時代の柱の基壇は現在の地表面の下に埋まってしまっている.このため特に本論文において問題

となる、基垣とそこにあったであろう礼拝所に関しては、現在のチェンベルリタシュ自体はあまり手掛か

りとはならない.

18世紀の工事によって橿われてしまった部分に関しては、 16世紀のベトルス・ギリウス595) を始めと

する多くの旅行者が残した妃録が手儲かりになる596) コンスタンティノスの円柱に関する記述は、復

数の紀録の聞で互いに食い違う点も時にはあるが、多くの場合以下のような特徴を持っている.全部で7

段の円筒形の紫の石材からなる柱身は、コリント式をおもわせる柱礎の上に立っており、その下にはモー

ルディングなどによって飾られた四角柱型の柱台がある. [図58]この柱台は数段のより大きなおそら

くは正方形の基坦の上に乗っている.

この基遭は現在は完全に地中にあるが、第二次世界大戦前に柱とその周辺(ただし北側jを除く)の発掘

調査がおこなわれ、ある程度の僚子がわかるようになった.しかし調査団の人間関係などに混乱があった

せいもあり、残念ながらその成果は、現在イスタンブルのドイツ考古学研究所にあるマンプーりによる図

面597) [図59]と、彼の幾つかの短い報告以外印刷 発表されていない.

この調査の結果、円柱の下には最上段が約9m四方の4段の基檀があり、その中央に円柱が立っている

ことが判明した.この基地置には四隅に四角い上部構造物の痕跡があることから、マンブーリは14世紀の

史料にあるように、円柱の柱台を囲むように四つのアーチのある建物が建っていたと復元している.

しかしながらこの建物が『儀式について』で言及されている聖コンスタンティノスの礼拝所であると仮

定すると、基墳の上、礼拝所の前に皇帝や十字架が位置することはほぼ不可能になる.また礼拝所の左側

の窓云々も意味をなさなくなる.このためマンゴはポルフュ口ゲネトスの時代にあっては、このような構

造物はまだ建設されておらず、発掘されなかった柱の北側に礼拝所が柱に隣綾して建てられていたと考え

ている. [図60]確かに彼の復元案に従うと、 『儀式について』の記述とは矛盾しなくなる.さらにこ

の礼拝堂についてマンゴは、日世紀に聖コンスタンティノス信仰が首都で盛んになった結果、建設され.

12世紀の円柱の倒壊で破t草されたと考えている.

また『儀式について』に繰り返し登場する「柱の立っている所J599) も、何を指しているのか、具体

的な位置と形態との確定が困雛なものである.従来、この言葉に解釈として微妙な差はあるものの、記念

柱の周囲の空間ということで多くの研究者の意見は一致していた.例えばライスケは柱の立っている基塩

の所と解釈しており、ペリャエフは列柱ないしそれに類するもので固まれていた記念柱の周囲の空間と考

え、ヴォクトは柱の立っている所としているが、かなりの範囲まで鉱大して解釈している.

これに対してマンゴはこの単語を複数の柱から構成されているものを差すと考え、記念柱の基壇から、
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フォルムを買いて西に延びるこ列の列柱を想定している. [図60]そしてこの根拠として、記念柱の西

側に-91Jの列柱の基礎が発見されたとの考古学上の報告をあげている.

確かにこの単語が復数の柱から術成される陣壁のようなものを差し、記念柱の立っている所ではないと

する彼の説は、文脈から考えても説得力を持っている.しかしこのキオノスタシアが二列の平行な列柱な

のか、記念柱の基壇を囲む棚上のものなのかは、史料の記述からは判断することは出来ない.
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聖使徒数会

;甘草6叩)

この教会の歴史はコンスタンティノス 1世にさかのぼるとされる.しかしコンスタンティノス創建と伝

えられる、他の多くの教会と問様4世紀における状況については不明な点が多い.おそらく最も説得力の

ある説明の一つは、コンスタンティノス 1世が自身の墓所として円形の窓廟を建設し、続くコンスタンティ

オス2世の時に聖ティモテウス、!!11ル力、聖アンドレアスの聖遺物を納めるようになって十字形平面をも

っ本堂が献堂された、というものであろう 601)

この十字型平面の建物l草地震などの被害を受け、 550年にユスティニアノス 1t笠がまったく新しく五

つのドームをもっ連続十字平面の教会堂を建設した.このときに新しく第二の霊廟も噌築された.この第

二の霊廟の建設にはコンスタンティノスの霊廟がすでに歴代皇帝の墓所として手狭になったため、新たに

皇帝の墓所が必要となったという背景がある.この二つの霊廟は1028年まで帝室の墓所として使用され

た日2) • 

その後この教会堂は、パシレイオス 1世によるモザイク画をふくむ大修復工事60引を、また12世紀

にモザイクの修理を受けた.

オスマン・トルコによる征服の後、総主教座教会として使用されたが、 1462年にモスク建設のため破

i車され、総主教座はテオトコス・パンマカリストスへ移された.

建築

霊使徒教会の建築形態は、 1 9世紀後半から多くの研究者が文献史料をもとに様々な考察を重ねてきた.

戦後になると、もはや考えうる形態がすべて登場してしまった感もあり、ほとんどこのような試みはなさ

れていない.それゆえ本福では、シュトゥルーペが主だった復元案をまとめている604) ので、それをも

とに簡単に触れるに留めたい同町 . [図61、62、63、64]

文献史料の記述から以下のことがわかる.この教会堂は五つのぺンデンティヴ・ドームを持つ連続十字

形平面だった.また中央のドームのみに窓があり、各ドームそれぞれにピアが四本っ・つあって、各ドーム

の間はトンネル・ヴオールトによって繋がっていた.そして各ドームはそれぞれ四つのぺンデンティヴと

四つのトンネル・ヴオールトによって支持されていた.つまり中央部では周囲の空間に連続していく四つ

のトンネル・ヴオールトがペンデンテd ヴ・ドームを支持し、また四つの腕の部分では、中央部から延び

たトンネル・ヴオールトと三面に立ち上がったトンネル・ヴオール卜の織に奥行きが深いティンパヌム上

持者部の大アーチが、 ドームを支持していた.
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この東西南北の腕部分にはそれぞれ周囲三方を廊が囲み、その上にはギャラリーがのっていた.この四

つの腕部分にはそれぞれ、先の周囲の空間との間に各4本の円柱からなる列柱がたち、これはギャラリ一

部分も同織で、全体では二層になっていた.

至聖所に関しては十字形の交差部に位置しており、西南北を仕切るn字型の陣墜と東側を区切る半円形

の司祭席によって、他の部分と分けられていた.至聖所内の中央には祭壇が置かれ、北側に聖ヨアンネス・

クリュソストモス、南側に神学者聖グレゴリオス、祭喧の下に使徒遠の遺骸が納められていた.

儀式

『儀式について』に聖使徒数会が登場するのは復活祭後の日略目(第1巻第6章、第16章)、復活祭

の月曜日(同第 10章)、万聖人の日帽日(第2巻第7章)、聖コンスタンティノスの記念日{同第6章)、

その他の場合(悶第13章)である.このうちとくに重要なのは前章で見たように復活祭の月曜日印刷 、

万聖人の日曜日 607) 、~コンスタンティノスの記念日目的 である.またやはり前章で触れたように、 復

活祭の月曜日、復活祭後の日曜日、万聖人の日曜日は基本的に同じ次第に従っていると書かれているが、

実際には復活祭の月曜日と万聖人の日曜日の教会内での儀式には大きな違いがあり、復活祭後の日曜日に

関する具体的な記述は見られない.

聖使徒教会での儀式の前後に関してみていくと、復活祭の月曜日は皇帝も総主教もそれぞれ行進をとも

なって大教会からフォロスを経て聖使徒教会へ向かう.皇帝は篤で大宮殿へ戻るが途中、繰り返しデーモ

スの儀式がおこなわれる.復活祭後の日曜日は往路復路共に罵で皇帝は移動するが、少なくとも復路には

デーモスの儀式がおこなわれる.万聖人の日曜日は帰路、馬を使用することが書かれているが往きに関し

ては配述がない.おそらく復活祭後の日曜日に準ずるものとおもわれる.霊コンスタンティノスの記念日

は、他の祭日とは異なり 、 聖使徒教会からポーヌス宮の聖コンスタンティノスの聖~へ行進すると見るべ

きであろう.なおちなみに、以上の祭日のうち小聖入に皇帝が参加するとの記述があるのは復活祭の月曜

日のみである.

また宗教儀式の内容を見ても、復活祭の月曜日は、おそらく標準的なこの教会における儀礼を級ってお

り、霊使徒数会が儀式の中心となる.これに対して万聖人の日曜日は、霊使徒教会から万聖人の教会へ行

進して万聖人教会で儀礼をおこなうこと1併記されており、儀式の中心は万聖人の教会である.しかしのち

に詳しく見ていくように、この方聖人の教会は~使徒数会の付属礼拝所のーっと考えることができそうで

ある.第三の霊コンスタンティノスの記念日は、のちに触れるポーヌス宮殿の霊コンスタンティノスの教

会が儀式の中心となり、監使徒数会はそこにいたる行進の出発点にすぎない.

つまり以上三つの祭日の次第はいずれもその性格を大きく異にし、 『儀式について』で霊使徒教会の、
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霊場回数が比較的多いにもかかわらず、ハギア・ソフィアとは異なり言及される湯所があまり重復しない

のである.そしてその理由のーっとして、この教会が本堂の内外に数多くの礼拝堂や墓所、付属屋を有し

ていたことがあげられる.そこで本稿では、他の教会堂と共通部分の多い聖使徒教会堂本体とその設えに

ついてまずみていき、そのあとで各礼拝所に関して考えることにする609)

教会堂本体に関しては復活祭の月曜日の包述が、おもに参考になる.このうち小聖入の;c述から、この

教会にも他の教会と同線、ナルテックスに皇帝のための椅子が用意され、皇帝は総主教と共にアンボ、ソ

レアを経て至霊所の神聖な扉へ進むことが、また領聖に関する部分の記述から、皇帝は他の教会でと同様

にギャラリーから儀式に参加したことがわかる.

まず堂内、身廊部分を見ていくと、以外と情報が少ないことに気がつく.すでに述べたように聖使徒数

会では教会堂中央の交差部分に至霊所があり、至霊所の手前にソレアとアンポが配置され、ハギア・ソフィ

アと同織、 6世紀の典型的な堂内装置の構成になっていたと思われる.この歪聖所内には聖ヨアンネス・

クリュソストモスと神学者藍グレゴリオスの墓があったことが記録されている.しかし他の史料に610)

登渇する、教会の名の由来となった使徒に関しては触れられていない.

次にギャラリーに関して考窮する.ここでは問題となる点が二つある.一つ目は、ギャラリーに皇帝が

上るのに使用したとされる「友の階段Jの位置、もう一つは皇帝が儀式に参加した位置についてである.

ここで再び『儀式について』の託述を引用し盤理してみる.

皇帝は小聖入の後に北側廊を通りナルテックスに出て、 「そしてアトリウムの左の部分に向かつて向き

を変え」、階段の前で待っていた廷臣遼の歓迎を受けて、彼等に先導され「この左の階段を通って』ギャ

ラリーに上る.

ギャラリーによった皇帝は、家臣の開けたカーテンを「入ると右側の部分に立ちJ儀式に参加する.ま

た「至聖所の向かいに帝室の移動式祭壇」が設置される.

領震の際に、帝室の移動式祭壇まで総主教が来ると、皇帝は侍従に先導されて「皇帝は進み出て、総主

教の手から領聖を受け、右の布の向こうに入りj、廷臣違が領聖を受けるのを待つ.

儀式が終わると皇帝は「ギャラリーの前を通って、中(内側lの通路?)を通って神に守られた宮殿に」

行きそこの自分の部屋で総主教と会食をする.

そのあとで皇帝は部屋を出て、 「ナルテックスのギャラリーを通って、クーピクーラリオス遣の持ち上

げる布をくぐり、左側の先程上った螺旋階段を通」っており、廷臣遣の歓迎を受けた後、 「出ると門で馬

に乗りJ帰路につく.

以上を文字通りに解釈すると以下のようになる.皇帝は北側j廊からナルテックスを経てアトリウムに至
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り、東から西へ移動している際の左、すなわち南側へ向かい、アトリウムの南側の階段を上る.おそらく

この階段は、ギャラリーとは西腕部分の南西隅で連絡していたはずである.この階段を出た皇帝が立つの

は右側、すなわち西腕部分の南側廊のどこかである.祭壇が設置されるのは至聖所の向かい、すなわち同

じ西側lの西ギャラリーの中央となる.すると領聖後の皇帝の行動も自然な行為である. r宮殿」に行く経

路は意味するところが不明だが、おそらくギャラリーの外側の通路を差していると恩われる.帰路は「宮

殿Jからどうやって教会に戻るかが問題となるが、北ギャラリーの何処かに出る通路がもしも仮にあった

とすれば、それを使い西ギャラリーを通って南西隅の階段へ至ることになる.

しかし前後の記述を見てみると『儀式について』において「右J r左Jは、教会内の部位を指す爆合は

皇帝の経路に対してではなく、 「東!こ向かってJ使用されることが多い.もしそう考えるならば「アトリ

ウムの左の部分Jは『アトリウムの東に向かつて左の部分J、すなわち北側部分であり、 「左の階段」は

「東に向かつて左の階段」、つまり北側の階段と見ることができる.すると北側jの階段を上った皇帝は、

おそらく北西の角からギャラリーに入り右へ行く.祭壇が置かれるのは西ギャラリーの中央であるから、

これはおそらく西ギャラリーの南側か西腕部分の南ギャラリーの何処かであろう. r宮殿Jに行く経路は

やはりはっきりしないが‘帰路ギャラリーの南側に「宮殿Jから戻るとすれば、矛盾点は生じない.

これに対してシュトゥルーペは『東に向かつて」に基づく「右J r左」の解釈をさらに推し進め、ギャ

ラリーに出た皇帝が立つ「右側の郡分」を南院部分の南ギャラリーと解釈している.ここで問題になるの

は「至聖所の向かいにJ置かれる「帝室の移動式祭塩」だが、彼女はこれを南腕節分の南ギャラリーの中

央、至聖所の真右と考えている.しかしこの解釈の仕方は、いささか強引な印象がぬぐい去れない.

ここでは二番目に紹介した解釈に従って考繋を進めることにする.すると皇帝I立領軍Eを受けたあとで、

右側lの布の中に入ることになっている.このことから考えて、西側の腕部分のギャラリー南西隅にカーテ

ンで区切られた、皇帝の休憩用の空間が用意されていたことがわかる.そして『ギャラリーの前を通って、

中(内側の通路?)を通って」の解釈があいまいだが、 「宮殿Jへ連絡する通路がやはり、ギャラリーの

南部1分の何処かにあったはずである.

さて次に教会堂の外に目を転じてみることにする.当時の他の教会と問機、教会の西正面、ナルテック

スの前にアトリウムがあったことは第1巻第10章の記述から明らかである.しかし第2巻第13.には

皇帝が『プロピユライアかナルテックスJに用意された緒子に座り、秘書官(ミュステイコス)遠の人垣

の中で衣装を整えることが説明されている.このプロピュライアは字務的にはアトリウムのさらに西側に

ある、外からアトリウムに入る際に通過する建物とも考えられる.しかしシュトゥルーペは『儀式につい

て』におけるこの単箆の用法から考えて、ナルテックスとアトリウムの聞の空間、エクソナルテックスと

とらえるのが適当とみている611)

140 

このナルッテクスにいたる経路として『儀式について』では‘三通りの異なるものを見ることができる.

まず第1巻第10章と第2巻第13.の、メセーから、おそらくアトリウムと、前述のプロピュライア

を通ってナルテックスに入るものがある.これは皇帝がこの教会を訪れる際の最も一般的な経路だろう.

次いで第2巻第6章に皇帝がボーヌス宮から聖使徒教会に来る場合の経路が説明されている.

「水浴場の大きな門を通ってナルテックスに入る.そしてこのナルテックスで東に向かつて左へ曲がり、

そこの釣り下げられた布の中へ入るo J 612) 

ここで問題となるのは「水浴場の大きな門」の位置である.聖使徒数会には付属の浴海があったことは

他の文献史料からも明らかであるが613) 、その位置は不明である.シュトゥルーペは後に触れるように

ポーヌス宮の位置を、聖使徒数会の北側と考えているため、皇帝は北側からナルテックスに入り浴場も北

側にあったとしている.

また同第7.の記述ではホ一口ロギオンの位置が問題となる.
「皇帝還は聖使徒のホ一口口ギオンへと通じる同じ教会の門で馬を下り、それからクープークリオン逮

に先導されて指揮官の習慣によって右に曲がり、そして霊使徒614)のナルテックスを通り・・・ J615) 

このホ一口口ギオンに関しては‘閉じ章に以下の記述もある.

皇帝はデーモス逮の歓迎を受けつつ、 r~使徒のホ一口ロギオンのところの扉から入」り、続けて「聖

使徒の側廊の扉から入」る.通説で言われるように「側廊(ギュナイティケース)Jが「北側廊」を指す

のであれば、ホ一口ロギオンも聖使徒数会の北側にあった可能性が高くなる.

またこれに関してシュトゥルーペは、前述の第 10章の記述のうち、儀式が終わって帰る際に「北側の

蝶旋階段」をおりた皇帝が馬に乗る門が、 「聖使徒のホ一口口ギオンへと通じる同じ教会の門」と同じで

あると考え、ホ一口口ギオンも教会堂の左側、すなわち北側にあると考えている引町 .

しかしこの第2巻第7章、万聖人の日曜日の場合、最初の注意書き617) から考えて、宮殿から聖使徒

数会までの経路は第1巻第10章の!e述と同じと考えられる.つまり皇帝はメセーから霊使徒教会に進む

ことになるはずである.しかしメセーは聖使徒数会の南側を通っており618)、常機的には甫から教会堂

に向かつてきて、アトリウムの北側lにわざわざまわりこむ経路というのは疑問が残る.また引用部分にも

あるように「霊使徒のホーロロギオンへと通じる同じ教会の門」を通った皇帝は、右へ幽がってナルテツ

ウスに入るのであるから、この門は南側にあったと考えたほうが説得力があるように恩われる.そうする

とホーロロギオンも南側にあったことになる.

;欠に教会に周囲にあったであろう様々な付属施設のうち、 『儀式について』で言及されるもののみを見

てみることにする.

141 



聖コンスタンティノス

コンスタンティノスの霊簡をジャナンは霊コンスタンティノスに擦げられた教会の一種とみている.彼

はこの建物について祭壇の左側にあって本堂のギャラリーと階段で連絡していたとしている引的 .第 1

巻第10章の「至聖所の左横を通って出て、聖コーンスタンティノスの墓所へJ進む、あるいは第2巻第

6.の「ベーマで東に向かつて左に向きを答え、墓所へJ行くといった『儀式について』の記述に基づく
限り、この解釈は妥当のように見える.しかし多くの研究者は他の文献史料の記述から、コンスタンティ

ノス 1世の霊廟は教会堂の東側、教会の中心軸上に東腕部分と錦織する形で配置されていたと考えている.

おそらく『儀式について』のこれらの記述は単に、至聖所の北側の扉を通って出る、ことを述べているに

過ぎないとみるのが妥当であろう.

さてこの霊廟は11のニッチと一つの入口をもっ、疑似十二角形をした円形平函をしており、ドームを

殿いていたと考えられている.

この霊廟には第2巻第6章にも述べられているように、皇帝レオン6世、その皇后テオファノ、皇帝パ

シレイオス1世、コンスタンティノス 1世等の棺が納められていた. ~儀式について』第 2 巻第 42 章を

始めとするピザンティン諸帝の護所に関する記録を分析したグリエルソンの研究によると、この霊廟には

コンスタンティノス 1世、コンスタンティオス2世、テオドシオス 1世といった初期の皇帝途と 5世紀後

半の諸帝、そしてマケドニア朝の諸帝の鎗が納められていた目的 .

総主教メトディオスの館

ジャナンによると聖使徒数会内には847年6月 14日に死んだ総主教メトディオスを偲ぶ礼拝所があ

り、第1巻第 10章に言及のある「総主教ニケーフォロスとメトディオスの基所Jはこの礼拝所のことを

指すそうである日1) 彼はこの礼拝所の位置に関してはコンスタンティノスの霊廟とユスティニアノス

のそれとの聞と考えている.また『テュピコン』によると田町 、毎年6月14日にこの総主教の記念祭

がおこなわれ、大教会から行進がフォロスを通って霊使徒数会まで進み、総主教メトディオスの礼拝所で

儀式がおこなわれた.

ユスティニアノスの霊廟

聖使徒数会にはもう一つ帝室の霊廟があった.これは f儀式について』では第10章で一回触れられる

だけであるが、ユスティニアノス 1世がこの教会を新築した際に、自分の霊廟として建設したもので、教

会堂の東北に位置し、北側の腕と連絡していたと考えられている.

この「へローンJと呼ばれる霊廟は、平面は四葉式ともいうべき、変形十字型で西側lに入口があった.

142 

グリエルソンによると、この霊廟にはユスティニアノス 1世の家族と、へラクリオス朝、イサウリア靭の

諸帝が眠っていた623)

万聖人

この教会は皇帝レオン6世によって死別した妻テオファノを偲ぶために、霊使徒数会の東側‘故人に嫁

げられた教会の隣に造営され、のちに万聖人の教会として改装された.その後、1010年の地震で被害を

受け、パシレイオス2世によって修理された.再び1296年の地震で倒i車し、修理はされたものの 14世

紀末には採石場と化してしまっていた日的.

この教会の建っていた位置についてダウニーは、霊使徒教会に平行する形で西北か西南かに並んで建っ

ていたいとしている625) しかしシユトゥルーペは以下に引用する『儀式について』第2巻第7章の記

述から、この意見に異を唱えている日引

r (霊使徒教会の)ベーマから出た皇帝遣はプライポシトスから儀式用の蝋燭を受け取り、総主教と共

に時を同じくして行進を万聖人(の礼拝所)に向かつておこなう.そして続く開帳の儀式を、言い換えれ

ば更新の儀式を終えると、 (万聖人の教会の)ベーマへ入場し、入り、仕来りに従って、そしてそこから

(皇帝逮は)東に向かつて右側の部分を妓けて、同じ教会の殉教者聖レオンの礼拝所へと行き、そこで蝋

燭を手に三回礼拝をして神への感謝を示し、そしてすぐに総主教に後拶をし彼に接吻する.そして総主教

は万聖人(の至霊所)に入る.皇帝遣はアプスのある至霊所を通って、皇后聖テオファノの礼拝所へ入る.

そこでクラニデイオンを脱いで座り、!!:1なる毎音書の朗読を待つ.神聖な福音書が朗読されるときにはこ

の礼拝所から出て、ベーマに向かつて吊つである布の中に立って神聖な福音書を傾聴する.そして聖なる

福音奮が終わったら再び聖テオファノの同じ礼拝所に入り、座って招待者の表を用意する.そして黄金で

縁取られたサギオンを身に纏うと、 (皇帝は)聖ヒュパティオスの礼拝所のナルテックスを通り、そして

その外へ続く中庭も通り、さらにそしてそこから木の階段を通るが、これは霊コンスタンティノスから聖

使徒のギャラリーへと昇るもので、そこから聖使徒のギャラリーを通って宮殿に入る.J .27) 

この記述内容を整理すると以下のようになる.

万聖人の教会の堂内右側に霊レオンの礼拝所がある.聖テオファノの礼持所は万聖人の至聖所を経て行

く.聖テオファノの礼拝所の側に霊ヒュパティオスの礼拝所がありその側にコンスタンティノスの霊廟が

ある.

コンスタンティノスの霊廟は霊使徒数会の東側である.それゆえに万聖人、聖テオファノ、聖ヒュパティ

オスといった一連の建築物は、聖使徒数会の東側、少なくとも南北の腕の東側にあるはずである.

また第2巻の第6章には、皇帝が聖使徒数会から「万聖人のアプスの屋外」を経てポーヌス宮殿に向か
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うことが位されている.シュトゥルーペは基本的にポーヌス宮殿の位置を、聖使徒数会の北側に隣接して

いたと考えているため、自動的に万聖人の教会も霊使徒教会の北側にあることになる.それゆえに彼女は、

聖使徒数会の北束、ユスティニアノスの霊廟のとなりに一連の万聖人教会堂群があったと結論付けている.

実際にはのちに改めて触れるように、ポーヌス宮殿の位置は正確には不明である.健かに宮殿自体は霊

使徒教会の北ないし東にあったと思われる.また『儀式について』の記述にも繰り返し、 「宮殿」が教会

に隣接していたと思わせる記述がある.しかしここにはポーヌス富という明確な表現は見当たらない.先

のギャラリーに関して考察した部分でも述べたように、この「宮殿Jは霊使徒教会の南部分と連絡してい

たと考えるのが自然である.しかしながら『儀式について』の紀述から考えて、考えられる可能性は二つ

しかない.万聖人礼拝所群とポーヌス宮が聖使徒数会の北東にあるのか、南東にあるのかである.ここで

は聖使徒数会の南側lから通路がボーヌス宮へつづいていたと考え、シュトゥルーペの説に従うが、疑問点

が残る鋭だと言わざるを得ない.

さてこの万聖人の教会堂に関しては、以上のこと以外にあまり語ることはない.史料には具体的な建築

形態を伝える記述は、見いだせない.もともと皇后の慰璽堂であったことからも、また聖使徒数会の北東

にユスティニアノスの霊廟と隣接してあったと恩われることからも、規様としては決して大きくはなかっ

たと思われる.また堂内にmレオンの礼拝所があったことから、ある程度空間が分節化されていた可能性

が高い.それゆえに建叡年代からから考えて、内接十字型平面の教会堂が蓋然性が高いが、あくまで推測

の織をでない.

mレオン

ジャナンやシュトゥルーペは先に見た記述から、この礼拝所は万聖人の堂内東部分にあったと考えてい

る628) しかしそれ以上のことは、この礼拝所に関してわかつてはいない.

聖テオファノ

霊テオファノは皇帝レオン6世の最初の妃で、 893年に死んだ.ジヤナンによると629) 霊使徒教会に

この皇后を祭った霊域は二つあり、一つはレオン6世による教会堂で教会本堂の東側に、もう一つはコン

スタンティノス7世による礼拝所でコンスタンティノスの霊臓の近くにあったそうである.ダウニーはこ

の聖テオファノの教会堂が、のちに万聖人の教会に改装されたとしている630) それゆえに『儀式につ

いて』で登場するのはコンスタンティノスによる礼拝所の方である.

先に述べたようにこの建物は、 『儀式について』第2巻第7章のae述から、万聖人の教会の堂内から、

同じ教会の円形の祭壇のある空間、すなわちアプスの至霊所を通っていくことがわかる.つまり万聖人の
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東側にあることにある.

この礼拝所内での皇帝の行動に関して、 『儀式について』からの先の引用部分から実際には、聖テオファ

ノに捧げられた礼拝所でありながらも、皇帝はこの空間を休憩や会食の打合せなど、あたかも鐙え室のよ

うな織能で使用していたことがわかる.しかしながら、この礼拝所の正確な位置や建築形態に関しては不

明である.

聖ヒュパティオス

ジャナン、シュトヮルーペ共に、先に触れ:/::.~儀式について』の記述から.この宇け芋所はコンスタンティ

ノスの霊廟の近くにあって、ナルテックスをもっていたとしている 631) このことから礼拝所でも、比

較的独立性の高い建物が想定される.しかしながら詳細なことは何もわかっていない.

まとめ

この聖使徒教会は現存せず、また発掘調査もおこなわれていない.ただいくつかの部材が発見されてイ

スタンブルの考古傷棚官に展示されている(32) 0 [図65、66Jエフェソスの聖イオアーネスやウ・エネツィ

アの聖マルコの原形となったとされる‘教会堂の当時の有僚は想像力に頼るしかない.

『儀式について』の記述からは以下のことがわかる.

1 )アトリウムの北西に螺旋階段があったこと.

2)ギャラリーの南側lに皇帝用のカーテンで仕切られた空間があった.

3)ギャラリーの南側に「宮殿」へとつづく通路が連絡していたこと.

4)ギャラリーからコンスタンティノスの窓廟を経て外にでる木造の階段があった.

5)万聖人の教会を中心とする一連の礼拝所群が、聖使徒数会の北東にあり、その向こうにポーヌス宮

があった.
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ポーヌスの宮殿の聖コンスタンティノス教会

この教会、あるいは教会が含まれていたであろう宮殿に関して、我々が利用できる材料は絶望的なほど

限られている.まずポーヌス宮については、ロマノス 1世によって同名の貯水池の近くに建設されたこと

が、史料の伝えているほとんどすべてである 633) このポーヌス貯水池は7世紀にパトリキオスだった

ポーヌスによって、聖使徒教会の北東の何処か、コンスタンティノスの市壁の近くに建設されたことが知

られている目的. しかしながらこの宮殿の位置は特定されてはいないし、また当然ながら遺備も発見さ

れていない.シュトゥルーペは前節で触れたように、聖使徒数会に関する『儀式について』の記述に、繰

り返し登場する「宮殿」をポーヌス宮と考え、ポーヌス宮が霊使徒数会の北側の何処かにあると考えてい

る日町.しかし彼女自身述べているように、ポーヌス宮から霊使徒数会へ行く途中に通る「クセーロケー

ピオンの霊ヨアンネス(教会)へと続く道」の位置が不明なため、それ以上の考察は不可能である.

またボーヌス宮殿の教会に関して、具体的な考察を進めていく手術かりとなる史料は、 5月21日の聖

コンスタンティノス大帝の記念日について説明した、 『儀式について』の第2巻第6章以外にはほとんど

ない636) . r儀式について』のこの部分からわかることは以下の通りである日円.

おそらく霊コンスタンティノスの教会は宮殿の前庭に面していた.そしてこの教会には聖コンスタンティ

ノスの歪聖所と聖へレネの至霊所の二つがあり、霊コンスタンティノスの至聖所には銀のキポリオンがあっ

た.また聖コンスタンティノスの至霊所の左外、段の上に聖コンスタンティノスの犬十字架が立っていた.

さてこれらの記述では二つの至聖所の位置関係や大きさについて、具体的なことは何も述べられていな

い.また十字架が保管されていた爆所についても、聖コンスタンティノスの至聖所の「左から出た」とこ

ろ、としか配されておらず、明確な位置関係は明らかではない.つまり同時代の教会建築の遺構を念頭に

おいたときに、数ある平面の中からこの記述の条件を満たすものを特定するには、よieの情報量ではまっ

たく不十分である.換言すれば残念ながら、これらの記述から具体的な建築物の形態を想像することは、

ほぽ不可能と恩われる.
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カルコプラテイアの聖母教会

『コンスタンティノポリスのパトリア』と呼ばれる、この都市に関する機々な物語を集めた 10世紀の

通俗的な文書は以下のように述べている.

「力ルコプラテイアの神聖なソロス(=聖造物を入れた箱を納めた堂)は、教会の本堂(パシリカのこ

と)の修理もしたユスティノス (2世)とソフィアによって、建てられた. ・・・そこには聖母の神聖な

ガードルとエステース(=チュニック)がおかれており、聖なるオモフオリオン(=ロープ/ヴェール)

はプラケルナイにある.J日町

カルコプラテイアの聖母教会は、帝都で人々の信仰を最も集めた教会の一つであった.またハギア・ソ

フィア、ハギア・エイレーネーと同ーの組絡によって運営されていたこの教会は、帝都の最も古い地区の

一角にあり、市内、無数にあった聖母の教会のなかでも、古い歴史と高い格式を持っていた.

沿革日9)

この教会の創建については文献史料において、既に食い違いが見られる. 6世紀の年代記作者、読経者

テオドロスやレオン・グラマテイコスはテオドシウス 2世の姉妹プルケリアを、ユスティニアノスの新勅

法はレオン1世の妻ヴェリナを創建者としている.また9世紀初頭のテオファネスはテオドシオス 2世を

創建者としながら、 ~IJの箇所でユスティノス 2 世を創建者にあげている.しかしながらこの教会のある地

区が、もともとはシナゴーグをふくむユダヤ入居住地区であった、という点で多くの史料は一致を見てい

る.いずれにせよ、カルコプラテイアという言葉が「銅市場Jを意味すること、から考えても、この地区

が以前ユダヤ人居住地だったとの記述は償還性が高いものと思われる.

この史料上の混乱のため、研究者の解釈もまちまちである.マンゴはテオドシウオス 2世がユダヤ人を

追い出し、聖母の教会を建てた、としながらも、プルケリアあるいはヴエリナの命による可能性も否定し

てはいない.一方、ミュラー=ヴィーナーは、 5世紀中頃、プルケリアとマルキオス帝によって創建され

たが、 476年に大火により焼失、その後ヴェリナによって再建されたと考えている.これに対してジャ

ナンはプルケリアのもとで着工され、ヴェリナの時代に竣工したと解釈している.

その後この教会は532年に、ハギア ・ソフィア、ハギア ・エイレーネー改築のため総主教座教会とし

て使用されたが、 6時 E中頃、地震により鍋傷を受けたものと恩われる.このためユスティノス2世によっ

て修理、改修工事がおこなわれ、聖母の教会と連結した使徒ヤコポスの教会とソロス(聖母の遺物の保管

堂)が新たに建設された.そして聖母のガードルや聖イノケンスの聖遺物はまとめてソロスに保管された

が、その正確な時期については不明である.

147 



9世紀中頃、この複合施設にパシレイオス1世による修理、鉱張がなされた.この工事は教会の窓を採

光改善のために改修し、教会の裏に学校を教会本堂と連続した形で殺立したものであった.

この後カルコプラテイアの聖織は、 13世紀にラテン帝国支配下でフランク人の管理下におかれた.こ

の間に聖母のガードルは西方へと奪われた.そしてその後、霊遺物は再びコンスタンティノポリスに戻さ

れたが、ここではなくプラケルナイの聖母の教会に保管された.また聖シメオン・テオドコスをはじめと

する他の聖遺物は、カルコプラテイアからベリブレプトス修道院へと移された640) このため一部の研

究者は、帝都の回復以後、この教会が徴能を失ったとの見方をしている.しかし 13世紀末から 14世紀

初頭にかけて、改修工.が行われた可能性を指摘する学者もいる.またパライオロゴス朝時代のフレスコ

画の存在641)から、 14世紀にこの教会が、たとえ往時の壮隠さを失ったとしても未だなお宗教施震と

して、織能していたことは明らかである.

そしてオスマン・トルコ征服後の1484年、このカルコプラテイアの聖母の教会はモスクに改装され、

教会としての機能を完全に失った.

儀式642)

『儀式について』では聖母の生誕祭643) と受胎告知が四旬節第三週日曜日と重なったとき問}に関す

る記述にカルコプラテイアの聖母教会は登場する.このこつの儀式を比鮫してみていくと以下のことがわ

かる.

ナルテックスには皇帝用の精子が用意されている.そして教会の身廊には通常と同硲ソレア、ベーマ、

祭塩といった装置があり、側廊も儀式に使用される.小聖入に関する記述は二つの祭日でほぼ同じであり、

至聖所の祭壇に献納品を納めたあと、皇帝は「至聖所の左側の部分Jを通って側廊に入り、聖遺物を納め

た箱が安置されている堂、ソロスへと向かう.このことからソロスは教会堂の北側にあったと想像される.

また聖母の生誕祭の記述から、左側の、つまり北側lの側l廊と聖i食物を納めた神霊な箱のある堂との間には、

トロピケーと呼ばれるトンネル・ヴオールトを持つ通路状の空聞があったことがわかる.

このソロスという堂にも至聖所があり、その中にも祭司置がある.そしておそらくこの祭壇の上に霊遺物

の箱が安置されている.さらに左側にもう一つ礼拝堂があり、ここにも祭塩がある.このことも両方の次

第に等しく記鍛されている.

聖母の誕生日には皇帝は、先に述べたトロピケーという空聞から儀式に参加する.これは受胎告知のと

きも「風があるJ場合は同じである.このトロピケーに関して興味深いのは、聖母生誕祭の記述に、儀式

後、総主教がトロピケーで皇帝に厳冠することが記されている点である.皇帝はカーテンなどで仕切られ

た空間で、冠を付けたり外したりするのが普通だが、そのようなものに測する妃述はない.また昇天祭の
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記述などから、カーテンなと・の設備がないところで皇帝が冠を付けたり外したりする縫合は、宣官違t)1皇

帝の回りに人I亘を作って外から見えないようにすことがわかる645)が、そのような動作も言及されない.

これらのことから考えて、このトロピケーと側廊の聞にカーテンが吊るされていたものと恩われる. u儀

式について』の記述によれば、このトロピケーの中に入るのは皇帝と官官(クープークリオン)、それに

車職者なので、カーテンの位置はこれで問題はない.なおこれと関連して、称号を持った高宮途は北側廊、

トロピケーの前に待機して、トロピケーから出る皇帝に歓呼することから、北側廊がトロピケーの前室的

性格を持っていたことがわかる.

これに対して通常の受胎告知の日には‘皇帝はギャラリーを使用する.教会堂北側廊に木の階段があっ

て、これは上るとギャラリーと連絡している.皇帝はこの階段を上ってギャラリーへ行き、聖体礼儀に参

加する.ギャラリーにはメータトーリオンがあると記述されているが、皇帝が儀式に参加する場所もメー

タトーリオンの位置も具体的には説明されていない.北側廊の階段が使用されるのであるから、北ギャラ

リーから儀式に参加するとみることもできるが、逆に~tギャラリーは階段があるので前室的に使用され、

儀式の中心は西あるいは南ギャラリーであると考えることも可能であるう.

また同じ章の記述から、北側の側廊は学校に繋がっており、この学校のコンクの段を下りるとポルテイ

コへ続く門があったこともわかる.

建築646}

この聖織には三つの教会があったことが知られている.それぞれ、聖母(パシリカ式の本堂)、キリス

ト(アンティフォネーテース)、そして『無名のイギリス人巡礼者の記録』がアトリウムにあると伝えた

使徒聖ヤコポス(と霊ザカリアス)の教会である.また教会本堂の左側に教会と繋がって、聖母のガード

ル等の聖遺物を納めるための円形の堂(ソロス)があった.そしてさらにこの堂の左に、もう一つの祭壇

があった.

文献史料のトポグラフイカルな記述を調べることで、オスマン朝時代に647) アジェム・アー・メスジ

ディと呼ばれたモスクが、この教会であると同定された. [図67、68、69、70]戦後この建物の調査

が行われ‘パシリカ式建築の教会本堂の現状と、それに附属する八角形平面の集中式の建物の存在が明ら

かになった. [図71] 

このパシリカ式教会堂が、この聖域で中心的存在だった聖母の教会である.この遺構は煉瓦造による三

廊式パシリカで、アプスは外壁が多角形、ギャラリ一、ナルテックス、アトリウム、さらにはアプス前に

小さな十字型平面のクリプタを有していた.つまりこの教会堂はストゥーディオス修道院のハギオス・ヨ

アンネス教会によく似たパシリカ式教会堂だったのである. [図72、73]
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そして床面の発銀では身廊と南側廊を分ける列柱の基礎の真中あたりに、方形の部分が身廊に突き出し

ているのが発見された.発掘に参加したクライスはこの基礎の一部をピアの基礎と見なし、当初パシリ力

式教会としてこの建物は建設されたが、後の時代にドームがかけられ、 ドームド・パシリカに改造された

と考えた. [図72]彼の鋭によると、この工事はパシレイオス 1世によっておこなわれた.史料には後

b激会堂に窓を付け足したとあるが、この際に教会本堂自体がドームを厳くように改造されたことになる.

そしてジャナンやマシューズも、この説に賛成している.

だがこの仮設にも問題点がないわけではない.コンスタンティノス・ポルフュロゲネトスの 10世紀中

頃の記述には、この教会がパシリカ式だとの記述がある648) ジヤナンはこれに対して、上部構造は異

なっても平面形態がパシリカ式だと解釈している.またミュラー=ヴィーナーはむしろクリアストーリー

の窓を改修したと考えたがっているようである.現実的には、パシリカ式教会堂特有の二層の列柱とその

上のクリアストーリーという内部立面を、ピアとティンパヌム、ベンデンティヴからなるドームド・パシ

リカのそれに改装するのは、かなりの灘工事であったはずで、この点からはミュラー=ヴィーナーの鋭も

説得力を持つように恩われるが、本穏では通説に従うことにする.

またこの教会堂の南側廊東端に戸口の痕跡があり、その先に列柱廊の遺構があった.このことから、マ

ンブーリはこれがハギア・ソフィアにつながる通路だったとしている.マシューズはこれを、受胎告知の

祭日に皇帝が教会から退出する際にもちいるポルテイコへの通路であると考えている.

またアトリウムの北側に、集中式の建物のニッチが四つある八角形の基礎が発見された.この建物は東

西におそらく戸口を持っており‘パシリカ式の教会と同時期の建物と思われる.

ここでクライスの報告と文字史料をつきあわせてみると、当然のことながら、アトリウムの脇の八角堂

は何なのかという疑問が生じる.

発鋸にあたったクライス自身は、八角堂の中央に巨大なピアがあることから、他の類似の建築から考え

て、これを上階にあったであろう洗礼盤を支えるための物と見なし、この堂を洗礼堂であったと結論付け

ている.また洗礼盤もこの遺構から発掘されたため、この説は説得力を持つように恩われた.さらに彼は、

この堂はアトリウムにはないから霊ヤコポスではないとしている.

クラウトハイマーはこの建物は一層ないし二層の上部構造を持っており、洗礼堂かマルティリュウムの

いずれかであるとみている.

ここで文字史料からわかることを整理すると以下のようになる.前述の聖母のパシりカ、キリストの教

会、聖ヤコポスの教会、ソ口スの四つの堂が言及されている.また『儀式について』のie述から. r聖な

る箱」を納めたソロスはパシリカの北側側廊に直結していたことがわかり、八角堂がソロスであったと考

えることは非常に図雛である.また同じ史料は、ソロスの左側に無名の第三の礼拝堂があったと伝えてい
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る.ジャナンはこれが、霊ヤコポスを記っていた可能性を指摘している.しかし洗礼堂の存在は、まった

く報告されていない.

マンゴはこれらを踏まえて、八角堂の基礎部分に発見されたパライオロゴス矧のフレスコ画の断片、

「東方三博士の礼拝」と「ザカリアスの殉教」に着目した.また『無名のイギリス人巡礼者の記録』が、

この教会の外のアトリウムには使徒聖ヤコポスの教会があり、このクリプタには主の兄弟盤ヤコポス、主

の預言者ザカリアスの聖遺物がある、と伝えていることから、この八角堂を霊ヤコポスの礼拝堂であった

としている.

以上のことから 10世紀のカルコブラテイアの聖域を再現してみると‘以下のようになる.アトリウム

とナルテックスをもった聖母の教会が、この復合施設の中心である.この教会堂は円字型のギャラリーと

倒l廊を持っており、おそらくはドームド・パシリカである.北ギャラリーと北側廊とは木製の階段で連絡

されていて、ギャラりーには皇帝用のメータトーりオンがある.そしてこの建物の南側廊東端からは、列

柱を持った通路がハキア ソフィアの方に延びている.また反対側の北側廊には、二本の柱とアーチを持っ

た関口部があり、ここを妓けると霊母の遺物が納められた円形の堂に入る.そしてこの円堂のさらに北に

連続してもう一つ礼拝所がある.またアトリウムの北側に八角形の堂が、その他にも小礼拝堂が、そして

教会の裏には学校がある.
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プラケルナイの聖母教会制的

「そこから我々はブラケルナイの霊なる神の母の教会へと行った.そこには(聖母の)ロープとガード

ルと、かつて彼女の頭上にあった杯が納められている.それらは至聖所の祭壇の上に、主の受灘の遺物と

同じ織に、箱に封されて納められている.しかし更に安全に鉄で寝われている.箱は石で大変芸術的に造

られていて、我等罪人はそれに接吻した.J 650) 

ブラケルナイとは本来、 「泉」を意味していたと考えられている.実際この聖織には有名な泉があり、

皇帝も涼浴に訪れた.しかしそれ以上にこのプラケルナイの聖母教会を有名にしていたのはその聖遺物で

あった.とくに聖母のロープは帝都を敵の手から守る神秘的な力があると信じられており、線々な奇跡が

伝えられている.またそれを踏まえた行為も、たびたび記録のなかに見受けられる651)

沿革

この教会の創建に関して多くの史料は、マルキアノス帝の皇后プルケリアによるものという点で一致し

ている.それ故に創建年代l立、マルキアノスの即位した450年からプルケリアの死ぬ453年2月までの

悶という、比較的短い期間に限定されることになる.そして多くの研究者も、これを定説と見ている.

473年、コンスタンティノポリスにパレスティナから聖母の服がもたらされた.これを納めるために‘

レオン 1世は円形の礼拝堂を建設した.この霊遺物はゾナラスによれば銀の箱に入れて堂に納められたた

めに、この堂のことをハギア・ソロス(神聖な箱)と呼ぶようになった652)

そして6自己初めに皇帝ユスティノス 1世のもとで、この教会は改築さ才L さらに6世紀後半にユスティ

ノス2世によって、再び改築された.

また612年5月1日にへラクリオス帝は勅令を出し、この教会とハギア・ソフィアの聖職者数の上限

を定めている.そしてその数は司祭 12、舗祭 18、女舗祭6、IIJ舗祭8、説教師20、聖歌手4、扉係

6となっている.

その後、イコン被爆運動期には本教会も同運動の標的とされ、一時は倉庫として使用されたりもした.

このため内装も変更されたが、正統信仰復活後は再び壮麗に飾られるようになった.

1070年にこのプラケルナイの聖母教会は火災で焼失してしまうが、直後には再建工事が飴まり、遅く

とも1077年には完成したようである.

この教会もやはり1204年にラテン帝国が成立したときに、カトリックの教会に改装されたが、再征服

後すぐに正教会に復帰した.

この教会の巌後は帝国が滅びるよりも早〈、 1434年に火災により焼失し、その後再建されることはな
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かった.よってこの教会は現存していない.

ペトルス・ギリウスはブラケルナイについて、第六の丘と金角湾の問、幅800歩にみたない平地にこ

の教会の基礎と泉があることを配録している 653) ちなみに第六の丘はコンスタンティノポリスの北西

の端にある丘のことである.

またジャナンはこれについて、皇帝が沫浴に使った泉水の霊像は今でもアイヴァンサライ地区(テオド

シオスの市壁に沿った内側一番北の一角)にあると述べている.

儀式654)

プラケルナイの聖母教会はコンスタンティノポリスの宗教儀式全体のなかでも大きな地位を占めていた.

また隣接してプラケルナイ富があったことから、帝室の宗教儀式のなかでも重要な位置にあった.

皇帝がこの教会を使用するのは年三回、進堂祭、聖大金曜日、聖母就寝祭の祭目、それに加えて皇帝は

望んだときにこの教会で沫浴をしたことが知られている. ~儀式について』の記述のうち、建築物に関し

て興味深い言及がなされているのは、進堂祭と;本浴に関する部分である.聖母就寝祭は、すでに前章で見

たようにie述の中心がプラケルナイ宮で、聖母教会に関しては進堂祭以上の情報は得られない.霊大金曜

日は記述が簡単すぎてあまり容考にはならない

まず進堂祭に関する記述655)からは以下のことがわかる.

プラケルナイ宮のアナスタシアコスというトリクリノスからダニューピオスというトリクリノスを通り、

門を出るとポルテイコがある.このポルテイコの所は歓迎の儀式がおこなえるくらいの広さがあって、そ

の外に91J柱が斜めに配置されている.ここで皇帝は総主教を出迎える.

ここから先程のポルテイコを通って教会のナルテックスへ行くことができる.このナルテックスには、

皇帝用の椅子がある.また中央の門の左側にはベンチがある.さらにおそらくナルテックスは、ギャラリー

へ昇る階段室と隣接し連絡していた.

加えて皇帝の涼浴656) に関する記述からは次のようなことがわかる.

まず皇帝が到着するときに、門の外、皇帝の通り路の右側のところで元老院議員が皇帝を出迎え、左側

には皇帝の椅子が置かれることから、たびたび言及されているナルテックスの皇帝の裕子も仮設のものと

思われる.続いてこの教会のプロピュライアで聖職者が出迎える.このプロピユライアが教会堂のアトリ

ウムの西側の空間を指すのか、ナルテックスの前室を指すのかは不明だが、他の教会での例から考えて‘

ナルテックスの前室と思われる.

教会の堂内にはアンボ、ソレア、テンプ口ン、至霊所、祭喧といった装置があることが、進堂祭の;c述

からわかる.またこの祭臼には皇帝がギャラリーを使用するが、ここには大きな十字架、それに礼拝所が
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あり、その奥には皇帝の私室があり 657) 、この礼拝所から皇帝は儀式に参加し領聖を受ける.のちにふ

れるが、これらの空間はソロスから趨れていないところにあったと、進堂祭の記述から懇像されるため、

おそらく南ギャラリーの一角を占めていたと恩われる.

ブラケルナイを有名にしていた聖母のロープをいれた箱を納めた堂、いわゆるソロスについては以下の

ことがわかる.第2巻の沫浴に関するaC述は、この堂の至聖所と祭壇に言及している.またペーマの右側

にエピスケプシスと呼ばれる部分があり、ここに霊遺物を納めた箱があったと考えられている.さらに記

述には霊母のイコンと銀で出来た十字架が安置されたメータトーリキオン、皇帝が礼拝に用いるメータトー

リオンが出てくる.これらの位置は定かではないがおそらくソロスの内部か隣後して建っていたと恩われ

る.

進堂祭の次第の領聖につづく部分では、皇帝が教会堂のギャラリーの礼拝所や私室のある部分から、ソ

ロスのトリクリノスを経由して、煉瓦の通路と螺旋階段を通りダヌーピオスのトリクリノスに入ることが

説明される.また同じ章の進堂祭が四旬節の月畷日と重なった土器合658)の記述から、ソロスのギャラリー

にパラキュプテイコンがあり、皇帝はパラキユプテイコン、本堂ギャラリーの礼拝所、十字架と蝋燭をと

もして歩くことからも、ソロスと本堂はギャラリーの階で連絡していたことがわかる.

このソロスと教会堂の位置関係については、涼浴に附する記述で、元老院議員逮が「ベーマの東に向かつ

て右側の部分j とスケウオフュラキオンを通り、神聖な箱の堂のナルテックスに移動するとなっている.

このことから神聖な箱を納めた堂は教会本堂の右側奥、言い換えれば南東にあることがわかる.

なお余談になるが、このスケウオフユラキオンが堂内のある空間を指すのか、それとも独立した建物を

指すのかは不明であるが、タフトは聖母教会本堂南側に、ハギア・ソフィアのそれと同織に独立して建つ

ていたと考えている659)

そして涼浴の記述には、ナルテックスから階段をよって水浴湯に行くことが犯されている.しかしこの

ナルテックスが聖母の教会堂のものか、聖遺物の堂のものかは不明である.つづく部分は以下のことを述

べている.水浴渇にはドームがかかっていて、更衣室、神聖な，先い場、聖フォテイノスの礼拝所がある.

また東のコンクの中に聖母の銀のイコンが、その左に聖母の手のレリーフがある.

建築

プラケルナイには宮殿、聖母の教会、聖母の聖遺物を入れた箱を納めた堂(ハギア・ソロス)、皇帝が

涼浴をした水浴場などが互いに隣り合って建っていた.

f犠式について』の記述から聾母教会の右奥からソ口スに行けることがわかる.このソロスは円堂でギャ

ラリーを持っていた.おそらくソロスは聖堂の東南にあったはずである.ちなみに両者はは身廊レベルだ
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けでなく、ギャラリーでも繁がっていた.なおクラウトハイマーはこれをマルティリウムの一種としてい

る660)

またこのソロスのギャラリーから宮殿のダニュービオスの聞に篠ける通路があり、階段を二回上ること

から考えて、ダニュービオスのトリクリノスは教会よりも高い所にあった.このトリクリノスはアナスタ

シアコスと呼ばれる他のトリクリノスとヨセフィアコスのポルテイコで繁がっていた.またこのプラケル

ナイ宮には、もう一つオケアノスというトリクリノスがあった661)

そして先ほどのソロスのそばに水浴場があり、このドームを持った建物は、おそらくソロスのナルテッ

クスと連絡していた.

さてこれらのなかで掻も規模が大きかった建物は聖母教会だったと思われるが、この教会の建築上の形

態は何回か変わっている.

最初のレオンの建物に関しては、殆ど不明である.しかしジャナンはパシリカ式の教会堂と見なしてお

り、状況桓拠から考えてこの鋭は妥当な意見のように思われる662)

次のユスティノス 1世のものは、より複雑な形態をしていたようである.

「しかしここでは、前述のように、ピュザンティウムの教会について記すべきであろう.彼(ユスティ

ニアノス 1世)は聖母の教会の一つを、市壁の外プラケルナイと呼ばれる窃所に建段した.皇帝の業績か

らいえば、この教会は彼の叔父ユスティノス (1世)の建造物に数えられるべきであるが、ユスティニア

ノスは叔父の治世から既に自身の権威をもって政府を統錯していた.この教会は海に面しており、大変神

聖かつ荘厳な教会で、尋常ならざる奥行と、さらに奥行にたいして均整のとれた帽を持っており、よの部

分も下の部分も、ともに他ならぬパロス島の大理石の石材が柱として立てられ、それによって支えられて

いた.中央を除く他の部分では、これらの柱は直線上に配置されていたが、そこでは柱は後退して(外側

に半円形に張り出して)いた.この教会に入るものは誰でも、特にあたりを支配している不安定さのかけ

らもない全体の偉大さに、そして悪趣味から解き放たれた壮大さに驚侍することだろう.J師町

上に引用したプロコピオスの記述や、教会のアプスにあった銘文が664) 、ユスティノス 1世の建設工

事の内容を知る手鍋かりとなる.

クラウトハイマーはユスティノス 1世による工事を、完全な新築と考えている.彼はこの建築物を、ス

トヮーディオス修道院のパシリカやカルコプラテイアの聖母教会に似た二層のパシリカ式教会堂と考え、

帝都におけるパシリカ式教会の最後の例のーっとみなしている665) マンゴも同僚にパシリカ式で再建

したととらえている.これに対してジャナンは、この工事は改修工車で、ドームを追加するためのものだっ

たと考えている.

ここで問題になるのは、プロコピオスの文書Eの解釈である.引用した部分の前半をみる限り.確かにこ
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の教会は二層からなるパシリカ式教会堂のようである.しかし続く部分の「後退しているJ911柱は、いか

に解釈したらよいのだろうか.それも中央部分で「後退しているJのである.パシリカ式教会で左右の列

柱が中央のところで外側に膨らんでいる、という例は少なくとも現存遺備のなかには見あたらない.

ジャナンはこの列柱が中央部分で外側に膨らんでいるという記述から、上にドームがかかっていたと考

えている.しかしプロコピオスの詑述のように柱が外側に膨らんでいるだけでは、ドームを支えるには情

造的に不十分で、石造あるいは煉瓦造のドームを支えるには絶対に少なくとも四本のピアが必要になる.

もしもそのような惰造体が教会の中央部分にあったとすると、他の部分に見られるプロコピオスの記述か

ら考えて、何か一言あってしかるべきであろう 666) なおこの喝合は、常織的にはユスティノス 1世の

工事は改修工事ではなく再建工事とみるべきである.

おそらく一つの可能性として考えられるのは、東側内陣部分にドームを設け左右、あるいは南北はエク

セドラを配したが、東側にはなおさらに数本分の列柱が延びていた、という構成であろう.ちなみにプロ

コピオスの包述において『後退しているJ911柱とは、エクセドラを指す場合がほとんどである.

もう一つの可能性として、この「後退している」を字護通りにとらえ、交差廊があったとみることもで

きるかも知れない.だが帝都では、交差廊を持つパシリカ式教会堂は、一般的からは程遠い存在であった.

以上の様々な考察から、結局、一つの結論を導きだすことは困様である.本福においては、単にパシリ

カ式ないしそれに準じる形態とだけしておくことにする.

ユスティノス2世による次の改修工事に関して、 9時 E初頭に書かれたテオファネスの年代記はこう語つ

ている.

「皇帝はまた、プラケルナイの神聖なる神の母の教会に南に一つ、北に一つ、系二つのアプスを増築し、

言うなれば教会を大きくそして十字形にした.J師 7)

問機な記述は他の史料にもみることができる.例えli11世紀にレオン・グラマテイコスが編纂した歴

史書はいかのように述べている.

「だがまたブラケルナイの二つの半ドームを、教会が十字形になるように追加したのもこの人物(ユス

ティノス2世)で、内部は嫌々な色彩の柱と大理石によって更に美しくした.J師町

この工事をジャナンは記述の最後の部分から、袖廊を付け加えて十字型平面に改造するものと考えてい

る.これに対してクラウトハイマーはトレフオイル・トランセプト、つまり三葉式平薗の建築物を考え、

同時期に改築されたベツレへムの生誕教会のような形態ではないかと想像している. [図74、75]また

ブラケルナイの教会がベツレヘムのそれに影響を与えた可能性については明言をさけている6日 )

さて次の 11世紀の工事後の教会に形態に関しては二つの鋭がある.ジャナンは以前の形態に基づいて

再建されたと考えているが、マジエスカはギャラリー付の三廊式パシリカに変更されたとしている.しか
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し1402年にティムール大帝を訪れるために大使として派遣されたルイ ・ゴンザレス・デ クラウ・ィホは、

彼の旅行記 fティムール大帝の物語J670) のなかで以下のように述べている.

「・・・本体は三つの廊からなり、中央のものが最大で、より大きくより高〈、二つの他のものはより

低〈、ギャラリーを備えており、そしてそのギャラリーはより大きな廊の上をわたっている・ ・・(中略) ・

・・より大きな廊の天井は大変豊かで立方体の木材と木製の梁からなっており、立方体と梁とは非常に上

貨の金で金箔が押されている ・・・」

この記述をみる限りでは、1 5世紀初頭に聖母教会は明らかに三廊式のパシり力でn字型のギャラリー

を有し、木造の天井を持っていた.この三廊式パシリ力、n字型ギャラリー、木造天井は典型的な5ない

し6世紀のパシリカ式教会の構成要素である.これらを有するということは、ユスティノス 1世の建築の

西側身廊部分は、同2世の東部分の工事、1070年の火災を経てもなお、建設当初のまま残っていたのだ

ろうか.いずれにせよ 11世紀コンスタンティノポリスの教会建築、それも最も権威ある教会のーっと考

えると、この形態が11世紀に新しく計画されたものとは到底考えられない.おそらく部材的には不明だ

が、少なくとも計画は6世紀の建築から引き継いだものであろう.

しかしこのように考えてくると、逆に 6世紀の状態について疑問が生じてくる.木造小屋組天井の身廊

に石造ドームの内障という組み合わせは、いかにも不自然ではないだろうか.おそらくそれまでのヴオー

ルト天井が、 11世紀の火災で損傷を受け、木造の屋根にかえられた、というのが納得のいく説明ではな

いだろうか.

以上をまとめると以下のことが確認できる. 1 0世紀当時のブラケルナイの聖母教会は、西半分の身廊

部分がギャラリーを有する三廊式のパシリカで、屋根はトンネル・ヴオール卜、東半分は卜レフオイル・

トランセプトというベツレへムの生誕教会か、あるいはケルンのカピトールの聖マリア教会の械な形態で、

内陣上にはドーム架織を持つ.聖母教会の東南にはソロスという円形二層の聖遺物堂があって、至霊所脇

とギャラリーとで両者は連絡している.この円堂はナルテックスを有し、そしてギャラリーにはパラキュ

プテイコンとトリクリノスがある.またソロスは宮殿とギャラリーで、水浴場とナルテックスで連絡して

いる.一方、本堂にはギャラリーとナルテックスをつなぐ階段室があり、南ギャラリーには皇帝用の私室

と礼拝所がある.

なお愚後にこの教会に関しては、キエフのイシドロスの不思議な;c述が残されている671) この聖母

の教会l立、彼の測量によると帽が68(21.1m)ピュザンティン・フィート、奥行きが146ビュザンティ

ノ・フィート(45.3m)で、テッサロニキのアケイロポイエトスと呼ばれる聖母の教会は、問機にして測っ

たところ幅53ピユザンティン・フィー卜(16.4m)だったそうである.ところが実際には、アケイロポ

イエトスの幅は含側廊 28.3m 身廊・ 14m である.これに合わせて(53byz代=14mつまり
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1 byz代= 0.26mと考えて)ブラケルナイの大きさを計算すると、奥行き ・38.6m幅:18mとなる.

もしもトレフオイル・トランセプ卜を持つ教会堂ならばこの数値はどちらも不自然な数値ではない.また

より単純な三廊式パシリカには後者の方が適当であろう.ちなみにもし53byz.tt.=28.3mと考えると、

1 byz.tt.=0.54mとなり‘ブラケルナイの聖母教会も奥行き90m、幅36mとなり、どちらもまず考えら

れない数値となる.
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ペーゲーの聖母修道院67Z)

この教会についてプロコピオスは以下のように述べている.

「これら両方の教会l立、ともに市壁の外に建てられた.一つ(=ブラケルナイ)は海岸の側、市壁の始

まる所に、そして今一つ(=ベーゲー)は黄金門の側にであり、言ってみれば、図らずも防衛用の線の両

端である.これは恐らく、二つの教会が街の周囲を囲んだ壁の見えざる援り手として機能するようにとの

ことだろう o J 673) 

しかし教会堂の持つ神秘的な力という点からすると、むしろ次に引用する記録の方がこの教会の性格を

正しく伝えている.

r r泉の側の』と呼ばれる霊母の教会は、ユスティ二アノス大帝によって建てられた.というのも、彼

がトラキアへ狩りに行く時に、未だ小さな礼拝堂だったこの地の教会へ群衆が来るのを見て、あれは何な

のか訊ねた.するとストラテーゴス、マギス卜口スそして宝物庫の役人が答えた. r治癒の泉でございま

す、陛下.Jそこで皇帝はしばし戸惑った後、ハギア・ソフィアで余った材料で大きく美しい教会を建て

ねばならないと決心したo J 674) 

「ベーゲーJとは文字通り「泉Jの意味である.この修道院は泉水のそばに建てられた礼拝所から鉛まっ

たと、いくつかの史料は伝えている.かなり早い段階から、泉の街麗な水と周囲の風景の絵画的な美しさ

とが、訪れるものを魅了してきたようである.そして 10世紀には、この泉の水は人々の病を愈す力があ

ると考えられるようになり、それ以降は機々な奇跡の中心としても、信仰の対象になった.

沿革

この教会の創建者は、伝説上、レオン 1世とされることが多い.しかしながら多くの、より信頼に値す

る記録は、この教会をユスティニアノス 1世により建設されたとしている.この教会はペーゲーの修道院

の中心であり、ぺーゲーの修道院は設立当初から帝室修道院とでもいうべき、帝室との深い繋がりを持っ

ていた675) このため市壁の外という立地条件もあってたびたび績傷をこうむったにもかかわらず、そ

のつど修理を受けている.

最初は626年のアヴアール人による略奪で、のちにすぐ修理された.

その後、時期ははっきりとしないが地震による被害を受けた.これは800年前後に皇后エイレーネー

によって修理され、この時、彼女とその息子コンスタンティノス6世を錨いたモザイクで飾られた.

また869年の地震で再度損傷をうけ、パシレイオス 1世によって修理され、一連のモザイク画と礼拝

堂が加えられた.また続くレオン6世もナルテックスを改修し装飾を加え、聖アンナの礼拝堂を建設した.
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しかし924年にブルガル人の皇帝シメオンがコンスタンティノポリス郊外に侵攻した際に兵火によコ

て焼失したが‘ 927年にはすでにこの教会で皇族の結婚式がおこなわれている.それゆえブルガル人の

来襲による被害は比較的経いものであったか、その直後に再建されたと考えられている.

また1204年からは、ラテン帝国支配下でカトリックの修道院として使用された.そして年代は定かで

はないが、 13世紀末には正教会の修道院として再び償能し始めたようである.

1422年、市の近郊を支配したオスマン・トルコは、この教会を総草した.しかし神聖な泉に対する人々

の信仰は篤く、 18世紀には教会も、建築的にはまったく新しいものではあるが、再建されて今日に至っ

ている.

儀式676)

前章で見たようにこの教会で皇帝が宗教儀式に参加するのは、昇天祭のときである.この行事に関して

は舗祭レオンが残した記録に以下のような部分がある.

r (967年)皇帝(ニケフォロス2世フォカス)は昇天祭の日に伝統に従い、市壁の外にある所開泉

を行進を伴って訪れた・・・この1士民な神殿は聖母のために建てられたものである.J 677) 

この日の皇帝の行動に関しては前章で見たように『儀式について』に詳細な紀述がある678) ここか

ら以下のことがわかる.

この教会にはアトリウムがあり、おそらく通常のものと同線、方形の平面に列柱廊をもっていたと恩わ

れる.ここから教会の外の道へ通じる門が開いていた.この門では皇帝が憲初に到着したときにヌーメロ

ス監獄長官が、皇帝が総支教を迎えに出るときに膏党長官(=スコラエ軍団長官}と緑党長官(=エクス

キュービトス軍団長官)が皇帝を歓迎した.

アトリウム中央の扉からナルテックスに入ると、おそらくは仮設の皇帝専用の玉座があった.そこから

皇帝の門を通って身廊へ入ると、通常の教会のしつらえ、アンポ、ソレア、至霊所、祭壇があり、歪聖所

とソレアは神聖な扉で繁がっていた.

そしてアトリウム右側の扉から入ると階段があった.この階段はギャラリーへと繋がっていて、そこに

は手前から順に「狭いトリクリノスJ、 「小さなメータトーリオン(メータトーリキオン)J、 r (皇帝

の)自分の私室Jがあった.この「自分の私室Jは皇帝の休憩と着答えに使用されたようである.また皇

帝は儀式に「通例通りの場所Jから参加したとされるが、この場所は不明である.シュトゥルーペはこれ

を領霊を受ける場所と同じと考えトリクリノスの手前としている679)

そして「狭いトリクリノスJでは、ミサの前に「自分の私室Jを出て総主教を迎えに行く皇帝を、スト

ラテゴス達とパトリキオス逮が歓迎する儀式がおこなわれた.また聖体礼儀のあとで総主教と皇帝が会食

160 

をするのもこの部屋である.このときアトリウムに集まったデーモス逮の歓声が、 トリクリノスで間こえ

ることと、領聖の際にトリクリノスの門の前に携帯用の祭績をおき、廷臣逮はそこで領聖を受けたことか

ら考えて、この卜リクリノスは西ギャラリーにあった可能性が高い.

建築

ベーゲーは現在のバルクル地区で、テオドシオスの市壁の外、当時のベーゲ一門、今のシリヴリ・カプ

から暫く行ったところである.

この修道院には聖母の教会堂のほか、三つの礼拝堂があったことが知られている.

このうち、聖母の教会堂に関しては、残念ながらあまり有効な手掛かりが残っていない.最も有名なも

のはニケフォロス・カッリストス・クサントプーロスの『教会史』の記述680) であるが、これは 14世

紀のものでジャナンは当時の教会の状態を錨写したと考えている.この史料からは以下のことがわかる.

泉は地表面よりも掘り下げられたところにあり、この周囲を建物で種い、泉の上に屋根がかかっていた.

堂は方形をしていたが、長さが幅より 1/3長かった.この泉のある部屋は四方をアーチ681) で固まれて

いたが、東西のアーチは空中に浮いており、南北では壁体の上に乗っていた.

泉の上にはドームがかかっていてその周囲に窓があり、そしてこのドームはベンデンティヴで支えられ

ていた.このドームの周囲には、豊かに装飾されたより低いドーム(ヴオールト)がかかった部分があっ

た.

天井は金箔をおしたガラス・モザイク、壁画は大理石板によって装飾されていた.

建物の中央から若干西によったところに泉があって、その周囲は方形に一段低くなっていた.またそこ

に降りる階段があり、沫浴をしたり水をくんだりできるようになっていた.さらに教会を二分するかのよ

うに溝が掘られていて、泉から出た水が至聖所までながれていた.

さてこの教会に関するもうーの重要な史料は、 『泉のそばの聖母の神聖な霊岐について』 回目 といい

1 0世紀に成立したと考えられている.この史料においても、いくつかの興味深い記述を見ることができ

る.以下にそれをまとめてみる.

この教会はユースティニアノス 1世が泉の水によって腎臓の病から回復したため.聖母への感謝をあら

わすために創建された.この建築は四つの大きなアーチと一つの大きなドームでf賛成されていた.

しかし後の時代にドームが落ち、これをパシレイオス 1世が修理した.彼はドームの落ちた建築を基礎

までi裏したうえで、さらに規模を鉱大して新しい教会を建てようとしたが、廷臣逮に反対されたため、崩

れ落ちた部分のみ(おそらくぺンデンティヴよりも上の部分)を修理することにした.

ここでクサントプ一口スのic述を見てみると、やはり東西では大アーチ、南北ではティンパヌムによっ
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て支えられたベンデンティヴ・ドームを上部情造とする、長方形の平薗の建築物が想像される.これは1

0世紀の教会堂で一般的だった内接十字型平面の教会というよりは、 6世紀のドームド・パシリカを連想

させる.このことから924年の火災と1204年の改宗事件は建築物の基本的な形態に影響を及ぼさなかコ

た、と仮定することはできないだろうか.

ここではこの仮説にのっとって上の二つの史料と、おそらくは9世紀の建築を念頭において書かれたで

あろう f儀式について』を突き合わせて、 sc述をtt鮫し建築形態について考えてみる.

まずこの教会はアトリウム、ナルテックスを有しており、ナルテックスの右側に階段室があった.教会

堂本体は身廊が長方形平面をしていて、その上に東西の大アーチと南北のティンパヌムが支えるべンデン

ティヴ・ドームがかかっていた.そしておそらく円字型のギャラリーを持っていて、西ギャラリーには

f狭いトリクリノス」、 「小さなメータトーリオン(メータトーリキオン)J、 r (皇帝の)自分の私室』

と呼ばれる一連の区切られた空聞があった.このギャラリーか、あるいは倒廊の天井にはドーミカル・ヴオー

ルトが使用されていた.そして身廊の中央には一段低く掘り下げられた部分があり、その中に泉水があっ

てそこから水路が歪聖所の方へ延びていた.

言い換えるならば、ベーゲーの聖母教会は泉水を寝う形で建てられた、 ドームド・パシリカであったと

結論付けることができる.
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ハギオイ・セルギオス・カイ ・パッコス修道院

沿革683)

この教会の内部の柱頭にはユスティニアノスとテオドラのモノグラムが膨られている.またエンタプラ

チャーの銘文には皇帝ユスティニアノス 1世と皇后テオドラが創建者として登場する.そして修道士パウ

ロスが使徒ベトロスとパウロス、殉教者セルギオスとパッコスの修道院の責任者であるとする536年の

記録がある.これらの事実からハギオス・セルギオス・カイ・パッコスの完成年代はユスティノスが即位

した527年から536年の聞ということで、研究者の間の意見はほぼ一致している.また同僚の理由によ

り、施主が時の皇帝ユスティニアノス 1世と皇后テオドラというのも‘異論のないところである.

しかし教会の建設目的に関しては、クラウトハイマーが唱え、後にほぼ通説となったホルミスダス宮の

付属礼拝堂と考えるものと684)、マンゴの主張する.テオドラによって単性派修道僧のための修道院と

して建鮫されたとするもの685)があり、どちらも決め手を欠いている.

建設の動機はさておき、おそくとも536年には、この教会は修道院の一部として機能していた.また

ホルミスダス宮には単位論者逮が皇后テオドラの保穫を受けて住んでいたのは、 536年前後から548年

までである.つまり 6世紀中頃以降は、この教会は正統派の修道院として織能していた.

この修道院はイコン破i車運動の際にはイコン破議派の中心として、盛んに政治活動をおこなったことで

知られる.なお正統信仰復活後の880年、ローマ教皇に譲渡されたとの説がある.また867年以降のあ

る時期にパシレイオス 1世によって修理されたようである.これ以降この修道院は、あまり記録に登場し

なくなる.しかし重要な聖遺物、霊セルギオスと聖パッコスの頭を持っていたため、巡礼者によって賑わっ

たと想像される.

そしてオスマン・トルコ征服後、 16世紀初頭ベヤジッ卜 2世の時代にフュセイン・アーによってモス

クに改装され、北側の彼自身の霊廟や前庭が~偏された.さらに 1 8世紀中頃、内装が改装され、また岡

崎にミナレットが追加された.1870年には南側に鉄道が開通し、修道院の他の遺情ts破1書された.

そしてこの建物は現在では、その形態から「キュテュック・アヤソフィア(小ハギア・ソフィア)Jと

呼ばれている.

儀式686)

『儀式について』の託述から、皇帝は復，舌祭の火曜日にこの教会を訪問し儀式に参加することがわか

る687) 彼はまず大宮殿から「古い部屋(アセークレーテイオン)Jを通り、 「聖セルギオスの神殿J

のギャラリーに入る.そして至聖所の向い側、皇帝の門の上で祈る.またギャラリーには聖母の礼拝所も
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あり、そこでも礼拝する.

しかし皇帝が通常、聖体礼儀に参加するのは「至聖所のパラキユンプテイコンjである.そして彼は礼

拝堂で領聖を受けると、外に出てメータトーリオンに入る.

一方、廷臣違は歪聖所の向い皇帝の門の上の携帯用の祭壇(アンティミシオン)で領聖を受ける.

ちなみにギャラリーからトリクリノスへ下りることができる.

ここで問題になるのは「至聖所のパラキュンプテイコン』である.シュトゥルーペはこれを、明言はし

ていないが、ギャラリーの南側、最も歪聖所に近い部分と考えているようである.その根鍵は、他の教会

では南ないし西ギャラリーにま真似の設備がある湯合が多いからである.また『儀式について』には「至聖

所のパラキュンプテイコンJに関する記述の前後には、皇帝が「上る」、 『下りる」といった表現はまっ

たくない.だからこの設備は字義通りに至聖所にあるのではなく、ギャラリーにあったと考えるのが穏当

であり、その意味でもシュトゥルーペの仮定は適切であるように思われる.

建築688)

プロコピオスの記述から、この教会はハギオス・ベトロス・カイ・パウロスというパシリカ式の教会堂

と隣後して建っており、共通のナルテックス、アトリウム、プロピュライアを有していたことが知られて

いる.そして両者共に、ユスティニアノス 1世の私邸だったホルミスダス宮の一部であった.ホルミスダ

ス宮は後の時代には使用されなくなったが、 『儀式について』の記述に出てくる「古い部屋」がその残っ

た建築を指すものと考えられている.現在、当時の遺権で残っているものは‘ハギオス・セルギオス・力

イ・パッコスのみである.

マシューズはこの現存している教会堂の外壁の嫌子を詳しく調べ、南側に壁体を共有する形で[図76]

ハギオス・ベトロス・カイ・パウロスが、また北東の角に突き当たる形でホルミスダス宮の建築があった

ものと結論付けている.そしてこのハギオス・セルギオス・カイ・パッコスは宮殿と教会のどちらとも、

身廊レベルとギャラリー・レベルの両方で連絡していたと考えている.

実際に現存する建物の北東隅の壁体[図77，78、79、80、81、82]は、後の時代に大樹かりな改

修工事を受けたあとがある.残念なことに堂内の対応する部分は、きれいに白く塗り込められているため

に、どのような性格の改修工事であったかはいま一つはっきりとしない.しかしながらこの部分で、他の

建物と連絡する関口部があった可能性は高いように恩われる.

一方の西正面は、本来のアトリウムが隣に建つもう一つの教会との共有物だったことからも明白なよう

に、現在のアトリウムは後の時代のもので16世紀のものと考えられている. [図83]現在のナルテッ

クスは内側に五つ.外側に四つ扉を持っている.この扉はそれぞれ内と外とで一対ーに対応しているが、
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ー番南側jは内側だけで外側の扉がなく、それを塞ぐ形で階段がある. [図84，85]このため多くの研究

者は、当初は外側に扉があったが、後の時代に周囲の建物がなくなるにつれてナルテックスに階段を作る

必要ができて、このF昔段が作られたと考えている.マシューズは『儀式について』で記述されている儀式

の際に、皇帝がギャラリーに行くのにこの階段を使ったと考えている.しかし史料のこの部分には上下移

動を示す単語が階段も含めまったくなく、修道僧は「ギャラリーの門」で皇帝を迎え、また皇帝と分れる

と書かれている.さらにこの「ギャラリーの門」では高官逮が皇帝を出迎えたりもするのであるが、もし

仮にこの「ギャラリーの門」がくだんの階段に付随したアーチ型の円であるとすれば‘あまりに狭すぎる

だろう.ここではむしろ、皇帝はホルミスダス宮の「古い部屋」を抜けて、教会の北東の角から直接ギャ

ラリーに入ったとするほうが、適当であると恩われる.マシューズは他の部分で、皇帝が会食をする卜リ

クりノスは教会内にあるのではなく、本来ホルミスダス宮に属するものだと述べているが、これは妥当な

意見と思われる.

教会本体は四角形の平面の中に八角形の殻を簿入した形となっている. [図86]四角形の紬線上、東

側にアプスを持つ. [図87]他の部分は内側の八角形に並んだピアの聞を、外側の四辺形の対角線上に

くる部分では、赤い石柱によるエクセドラが、四辺形の軸線上では緑の列柱が上方に延びている. [図

88]列柱の上にはアーキトレーヴが載り、これはピアの上に延びている.その上にギャラリーが議る.

そして再び、身廊レベルと同じ摘成の列柱が繰り返されるが、今回は連続する小アーチがその上にくる.

この小アーチの上にはピアとピアとを結ぶように八つのアーチが並び、エクセドラとは半ドームで、その

他の部分ではティンパヌムで下の列柱とつながっている.そしてこの八つのアーチの上に 16角形のパン

プキン・ドームがのる. [図89]八角形をした身廊と四角形の外壁との間は、周歩廊になっているが‘

外側の八角形と内側の四角形の軸線が微妙にずれているために、その形は歪んでいる. [図84、85]

現在、見ることのできる内装のうち建築彫刻は大半が当初のものだが、壁画の装飾はオスマン朝のもの

である.またアプス両側iのピアのアーキトレーヴが、途中で止っていてアプス内側の面には存在しない.

かつてはこの部分でアーキトレーヴがテンプロンと繋がっていたと考えられていたが、フェル卜は当初か

らアプス内側までアーキトレーヴが続いていたと考えている.

また床面も、オスマン朝に属するものである.

以上のことから、 10世紀当時のこの教会の状況を描き出すのは、かなり困難である.例えば、 『儀式

について』の包述からギャラリーには聖母の礼拝所、 「至聖所のパラキユンプテイコンJ、メータトーリ

オンがあったことがわかるが、いったいこの教会の狭いギャラリーの何処に何がどのように配置されてい

たのだろうか. [図85、90、91]ギャラリーの北東の角から入った皇帝l立、記述の順番がそのまま位

置関係に対応すると仮定すると、まず皇帝の門の上、つまり西側で祈りそれから聖母の礼拝所に入る.つ
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まり聖母の礼拝所はギャラリーの南半分の何処かにあったことになる.そしてそののち、 「至聖所のパラ

キュンプテイコンJに入る.先ほどのシユトワルーペの説が正しいとすると、 「至聖所のパラキユンプテイ

コン」はギャラリーの東南の隅、至聖所の隣である.皇帝は礼拝所で領聖を受けるが、領聖を受けた皇帝

はメータトーリオンに行く.おそらくこの二つは隣り合っていたのではないか.西ギャラリーで廷臣逮が

領聖を受ける、あるいはその準備がなされていることを考えると‘この礼拝所が霊母の礼拝所だと仮定し

て、少なくとも南ギャラリーの何処かにメータ卜ーリオンもあった可能性が高い.

またトリクリノスから戻った皇帝がギャラリーを通って入口まで行くことから、前述のホルミスダス宮

から直接ギャラリーに入るという仮定が正しいとして、ホルミスダス宮へ行く出入り口は二つあったこと

になる.おそらく北東の禽にあいていたこつの関口がそれであろう.しかしこれ以上のことは、なにも言

うことができないのが現状である.
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ハギオス・モーキオス教会

『以下は気に留めておくこと.聖モーキオスはもともと、コンスタンティノス大帝 (324-37)によっ

て建設されたが、そのときには数多くの異教徒がここに住んでいた.そしてここにはゼウスの神殿があり、

その場所に(彼は)教会を建てた.コンスタンティオス (337-61)の三回目の執政の時 (342)に

(この教会は)倒れた.そこでテオドシオス大帝の時代に、アりウス派(の異端の信者)違が神聖な教会

を追い出されて、聖モーキオスの霊織に来て、ここに住むことを望み、皇帝に許可を求め、許された.そ

れでアリウスの人々はすぐに、この教会を再建し、この教会を7年問、儀式に使用した.そして(この教

会は)伝えられているところによれば、 7年自に礼拝の最中に倒れた.それで多くのアリウス派が殺され

た.皇帝ユスティニアノスの時代に、この教会は再建され、我々の時代にも建っているD J 689) 

8世紀前半にコンスタンティノポリスの名所旧蹟について解説した、通称『簡単な歴史に関する覚書

(パラスタセイス・シュントロモイ・クロニカイ)Jと呼ばれる文章がまとめられた.この文章は、まず

聖モーキオスの聖域の解説から始まっている.この文章には序文がないために、ハギオス・モーキオス教

会に関するfe述が本来のこの文章の始まりなのか、それともこの部分に先行する散逸してしまった部分が

あったのかは、明らかではない.しかし聖モーキオスはコンスタンティノポリスの殉教者で、 ie念日が5

月11日である.この日は同時にこの都市の創建記念日でもある.そんな聖人を事った雲織に関して書き

始めることは、この史料の性格から十分ありうることである田町 .

沿革同1)

さてこの教会の創建に関する『パラスタセイス』の記述は、実はあまり信綴されていない.他の史料で

この教会のことが始めて言及されるのは、 5世紀初頭のソゾメノスの記録である.例えば4世紀のエウゼ

ビオスは『コンスタンティノス伝』で、彼が造営した教会の名を列準しているが、そこにこの教会の名前

はない.このためジャナンはハギオス・モーキオス教会がコンスタンティノス 1世の創建であるという記

述に縫問を鉄んでいる.またマンゴは逆に、コンスタンティノスの緩怠の外の墓地の真中、貯水池のそば

にあるこの教会は、同時代のローマとの比較の上で、コンスタンティノスの事業として妥当なものと考え

ているようである692)

いずれにせよこの教会は5世紀には存在していた.またプ口コピオスは『建築について』で、聖モーキ

オスの教会は皇帝ユスティノス 1世の時代に、ユスティニアノスが再建したものだと述べている.このこ

とから『パラスタセイス』の記述l立、後半部分は.実に員IJしたもののようである.

なお同じ史料は、この教会がレオン3世の時代に倒犠したというのは間違いだと書いているが、 8世紀
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前半におけることの真相は不明である.しかし9世紀には、この教会はかなりひどい状態にあり、至聖所

の床が銭け祭痩もi裏れていた.このためパシレイオス 1世はこの教会に全面的な改修工事をおこなった.

パシレイオス2世はこの教会を修道院に改組した.そしてコムネノス朝の諸帝はこの修道院に献納を怠

らず、また建築物にさまざまな形で手を加えた.その中でも特にマニュエル・コムネノスは、食堂を新築

し屋根を全面的に改修した.

しかし 13世紀初頭の記録が、tI能してる聖モーキオスの修道院を錨いた、現存する愚後の記録となっ

た. 1 4世紀末にはこの修道院は廃嘘と化し、ヨアンネス 5世は賞金門と減壁修理のために石材を、この

廃嘘から採集している.

儀式的3)

5月11日にはこの教会で殉教者の記念祭がおこなわれるが、皇帝はヒッポドロモスでの儀式に帥4)、

総主教はハギア ・ソフィアとフォロスを往復する行進とハギア・ソフィアでの儀式に695) 、それぞれ参

加しハギオス・モーキオスは訪れない.

また前章で見たように903年にレオン6世が、この教会内で鍍われ負傷するまで、皇帝は毎年五旬節

中日の水曜日にこのハギオス・モーキオス教会で儀式に参加した.そのときの僚子を錨写した f儀式につ

いて』の記述臼引 から以下のことがわかる.

この教会はアトリウムとナルテックスを持っており、アトリウムからナルテックスに上る階F量があった.

おそらくこの階段の手前に泉水があり、皇帝はそこで手足を洗うことになっていた.また皇帝が総主教を

迎えに行くときの描写から、教会はおおよそメセーの北側にあったことがわかる.なぜなら皇帝はナルテッ

クスを出て左折し、門を出てメセーに行くからである.

ナルテックスには中央の門の左側に皇帝用の金の椅子がおかれていた.教会堂内は身廊、側廊によって

構成され、アンポ、ソレア、至聖所、祭壇といった堂内装置があった.

さてナルテックスは階段重と連絡していて、これを上り少し左に幽がると西ギャラリーに出る.階段を

出て左折すると西ギャラリーに出るのであるから、前述の階段は教会の西南にあったと思われる.そして

この西ギャラリーを通畠して私室へ至るのであるから、ギャラリーの西北に皇帝の私室が設けられていた.

また皇帝は「秘密の螺旋階段」をのぼってギャラリーのパラキユプテイコンに行き、ここから儀式に参

加したが、この空間の場所は明記されていない.これと関連してミサののちの会食の際に、総主教は『

像記主教の)行進が到着する前に最初に皇帝が上ったJ階段、つまり西南の階段を使用することが697)、

説明されている.史料の表現をそのまま受けとめれば、 「秘密の銀旋階段Jは先程の西南の階段とは異な

るもので、同じ位置にはなかったと恩われる.また奉神礼ののちに‘パラキュプテイコンからギャラリー

168 

を通って私室にはいるのであるから、パラキュプテイコンが私室の側にあったとは考えがたい.それゆえ

に少なくとも、ギャラリーの西南あるいは西北には、パラキュプテイコンはなかったことになる.

皇帝と総主教の会食はギャラリーでおこなわれるが、このとき総主教は先に述べた西南の階段を上ると、

『ギャラリーを通ってJ食事の用意されたギャラリーにいくと、記されている.このことから会食がおこ

なわれるのは、北ギャラリーである可能性が高くなる.また皇帝はパラキュプテイコンか皇帝の私室で総

主教を待つのだから、この両者の聞のギャラリーで会食があったと考えることができる.以上の微々な要

素を考慮すると、この教会の北ギャラリーに会食用の食卓とパラキュプテイコンがあった可能性が高い.

建築

実のところ『儀式について』が、この教会の建築物に関するほとんど唯一の史料なのである698) プ

ロコピオスを始めとする誰一人として、この教会の建築物を描写しなかったのはなぜだろうか.やはりこ

の建物が極めて標準的なものだったからではないだろうか.これまで見て来たことから、この教会の基本

形態に関してみると、アトリウム、ナルテックス、身廊、側廊、ギャラリー(円字型)といった建築的要

素、ユスティ二アノス 1世の建設でバシレイオス 1世の改修といった歴史的事実しか材料はない.

おそらく平面形態はパシリカ式であったことだろう.しかし上部補造に関しては、木造なのか、 ドーム

を持っていたのかなど、まったく不明である.しかし蓋然性からいえば、ユスティニアノスの建築がドー

ムを持っていたか否かはさておき、パシレイオス 1世の工事の後、 1 0世紀の状態としてはドームド・パ

シリカが最も適当と考えられる.

なお『テュピコン』から、この教会の脇に同じ聖モーキオスを奉ったマルティリウムがあったことがわ

かる臼9)

最後にこの教会の位置については、次の引用で代用したい.ギリウスはこの教会の 16世紀の状態に関

して以下のように述べている.

「私はモーキオスの教会のいかばかりかの残浮を、ユスティニアノスが第七の丘の上に作った大きな貯

水池のそばで見た.その柱はすべて残っていて、モーキオスの名前がまだ生き残っている.J 700) 
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市内の他の教会

市内にある教会で皇帝が聖人のie念祭に参加するものは、 『儀式について』では第2巻第13章にまと

めて登唱する.このうち皇帝の行動が詳しく取り上げられているのは、以下の二棟だけである.

ハギオス・パンテレエモン

『儀式について』には7月27日に皇帝は、ナルセス地区(タ・ナルスー)の霊パンテレエモンの教会

に行くとある70り.しかしこの教会に関して、詳しいことは、何一つ伝わっていない.ジヤナンによる

と70町 、皇后テオドラがこの教会の工事を命じたという記録はあっても‘どのテオドラか、つまり 6世

紀のユスティニアノス 1世の妃か、9世紀の皇帝テオフィロスの妻なのかすら不明という状況である.ま

たこの地名はナルセスという人名に由来するが、どのナルセスなのかも諸説ある703) 結局、ジャナン

は蓋然性から考え、マウリキオス帝の将軍ナルセスt;1i1J建者で、 6世紀にテオドラが修復または再建した

としている.

また具体的にコンスタンティノポリスのどのあたりをナルセス地区というのかも諸説あるが、ジャナン

l立『儀式について』の骸当部分の妃述から、現在のシュレイマン・ジャーミーの北東の一帯だとしている.

だがこの地区のパンテレエモンの教会は現存しないし場所も不明である.またこのような状況ゆえに、建

築物に関して我々が手にすることのできる情報は、ほとんど『儀式について』の況述に限られている.そ

れは以下のようなものである刊叫 .

まず皇帝は街路のポルテイコに面したプロピユライアで馬から降り、階段を上ってアトリウム705) の

南側lの部分を通って、ナルテックスに入る.そして皇帝の門を入って、身廊の真ん中とソレアを通り、神

聖な扉から至聖所に入る。ここで祭壇の布と殉教者の遺物に接吻し、ベーマの北側の部分を通ってテトラ

セロンに入り、聖水と聖遺物を崇拝する儀式をおこなう.それから外に出て中庭706)のアナデンドラデイ

オン707) にはいる.

シュトゥルーべによるとアトリウム(原語では「ルーテールJ)と中庭(同じく「エクサエロンJ)と

いうこつの単語は微妙に意味が異なる708) 彼女はルーテールを通常「教会の西側のアトリウム」を意

味するとし、エクサエロンに関してはギロンの「天井のない大きな中庭J709) とする説を支持している.

またアナデンドラデイオンについて、彼女は「庭園に似た中庭Jと考えているが、ギロンのマンナウラの

前のアナデンドラデイオンに関する鋭710) から並木道である可能性も否定はしていない.

このことから考えて、 『儀式について』の記述で登場する三つの単語は、それぞれ別のものを指すと見

てよいだろう.おそらく教会の北側に、アトリウムとは異なる第二の中庭があって、そこに植物置あるい

は薬草園のような樹木のある区切られた空間があった.また教会の中の至聖所には殉教者の頭部が11遺物
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として納められていて、この至霊所の北側にテトラセ口ンがあった.

ストゥーディオス・パシりカ

この章で取り上げられているもう一つの教会は、皇帝が8月29日に洗礼者の斬首を記念して訪れるス

トゥーディオス地区(タ・ストゥーディウー)のプロドロモス(先駆者、つまり洗礼者聖ヨアンネスのこ

と)の修道院の教会である711) この地名は修道院の設立者でもある、5世紀の貴族ストゥーディオス

に由来する712) 修道院の名前もまた同じである.

前章でも経〈触れたが、まずこの修道院の来歴をまとめておくことにする713) 前述のようにストゥー

ディオスによって454年、あるいはその数年前に設立され、このときに現存するパシリカ式教会堂も建

設された.その後この修道院は特に目立つ存在ではなかったが、 8世紀には反イコン破i車運動の中心とな

り、たびたび苛酷な迫害を受けた.続く 9世紀には、政治的に中立を保つと同時に、文化的な中心のーっ

として繁栄したが、 10世紀に洗礼者の頭部を獲得すると帝室に接近し、 11世紀になると皇帝の保護を

受けるようになった.このため同時期に、改装工事がおこなわれたようで、現存する床面もこの時期のも

のと恩われる714) コムネノス朝の治下でその勢力に陰りがみえ、ラテン帝国の略奪を受け衰退、一時

は解散状態にまで追い込まれた.しかし1293年に改修工事を受け活動を再開し、 14世紀には再び帝都

の修道院の指導的地位に返り咲いた.オスマン朝征服後、ぺヤジッ卜2世の時代にモスクに改装されイム

ラホール・ジャーミーと名前を変え、 18、19世紀に火災と地震で大策審を受け、手を入れられないま

ま放置され現在に至っている.

この修道院の建物のうち現存しているのは、パシリカ式の本堂だけである. [図92]以下にその建築

的特長をまとめてみる 71S) まずアトリウムは、現在北側jの外壁しか残っていないが、当時はポルテイ

コに固まれていたようだ.そしてナルテックスは、もともとのアトりウムの東部分で列柱によって開放部

分と連続していたようである. [図93]教会内に入ると‘三廊式のn字型ギャラリーをもった俗成になっ

ていたことがわかる. [図94、95]ギャラリーへは、かつては堂外の階段で連絡していたものと思われ

る.おそらくクリアストーリーはなく、そのかわりに堂内の列柱に対応してた大きな窓が側廊外壁に開い

ていた. [図96]身廊東端部にはアプスがあり、内{則立半円形をしておりシュント口ノンの痕跡がある.

外壁は多角形で、かつては各面に一つづっ計三つの窓が聞いていた.このアプスから円字型にテンプロン

が身廊に突出して至聖所を囲んでいた.そして至聖所の祭塩の下にはクリプタが発見されている.自を細

部に転じると、単純な平面針画とは対称的に豊かな装飾がなされている.水平なエンタブラチユアーの建

築彫刻など、細部は古典的伝統に則っており統ーがとれている.91J柱などが大理石で作られているのに対

して、壁体は煉瓦5層と石材3層を交互に積む繕;去で建設されている.これは5世紀のコンスタンティノ
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ポリスでは、一般的な構法である.これらのいずれもが典型的な帝都のパシリカ式教会堂というのに相応

しいものである.

『儀式について』の記述から、このパシリカ式教会堂に関して以下のことがわかる716) まずこの日

の儀式は基本的には、先に取り上げた聖パンテレエモンの祭日に準じておこなわれる.皇帝は修道院の中

庭(エクサエロン)と通路(ディアパテイコン)を進み、ナルテックスの南部分に到着する.そして小聖

入に参加し聖遺物の安置されているベーマの右側に進む.そしてメータトーリオンで着替え、仰脚に入り、

ベーマの「東に向かって右の部分Jで福音書を拝聴する.そのあとでアナデンドラデイオンで会食をする.

すでに述べたように、現存する遺情からは周辺にあった修道院の状況がまったくわからない.しかし、

教会での儀式に先行する部分で、人々が船で来る皇帝を「修道院の海側の門」で待つ部分がある.また上

記のように皇帝は、アトリウムではなく中庭を通って、ナルテックスの南部分に到活する.これらのこと

から考えて現存するパシリカ式教会堂の南側に通路と中庭があったものと恩われる.しかしこの中庭にア

ナデンドラデイオンがあったのか否かは不明である.

また堂内に関しては、メータトーリオンから仰UiBを通り至聖所へ行くという記述から考えて、南側廊の

東南隅にメータトーリオンがあったものと恩われる.
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2-3 大宮殿内の教会

『儀式について』には大宮殿の数多くの教会や礼拝所が登湯するが、現存するものは皆無である. [図

97、98、99、100Jそのうちのいくつかはほとんど史料で言及されていないが、中にはかなり詳しい

記述を見ることができるものもある.以下、それらについてまとめてみる.

ファロスの聖母教会

沿革717)

この教会が初めて記録に登場するのは768年のことである.このときの建築はコンスタンティノス 5

世によって8世紀に建設されたと考えられているが、あくまで推測の織をでない.

通常、ファロスの聖母教会と言ったときには、 9世紀におそらくまったく新しい建築として建造された

ものを指す.この教会はミカエル3世によって建設され、 864年から866年の簡のあるときに献堂され

た.

この教会は大宮殿内において、後述するように宗教儀式の中心として機能した.しかしラテン帝国支配

下にカトリック教会として使用され、それ以降は史料に登場しなくなる.

儀式

ファロスの聖母教会は『儀式について』でも最も頻繁に登窃する教会の一つである.その中でも特に重

要な儀式は、皇帝の結婚式である.しかし第2巻にあるこの主題を取り怨った章では、覚書風に皇帝の殿

冠結婚式はファロスの聖母教会で最近は執り行われるようになった、と書いてはあるものの、実際に取り

上げられているのは、より古い時代のダフネ一宮のハギオス・ステファノスの教会を使用する儀式の次第

である718)

それ以外にこの教会が儀式の舞台となることは数多いが、整理すると以下のようになる.

1 )宮殿内で完結する行進がおこなわれるとき、その出発点として使用される.ネア献堂記念祭 (5月

1目、ネアへ)7l9} 、聖パシレイオスの妃念日 (1月1目、ハギオス・パシレイオスへ) 720)そして大

天使ミカエルの記念B (11月8目、ネアへ)がこれにあたる.また7月20日の預言者エリアスの記念

祭の場合はネア献堂記念祭に準じる儀式がおこなわれるのだが、ファロスの聖母教会内の聖エリアスの礼
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拝所から行進は出発し、ネアのなかの霊エリアスの礼拝所へ向かう 721) なお 1月1日を除くこの行進

すべてに、総主教が参加する.

また復活祭と受胎告知が重なった年は、宮殿内でファロスの聖母教会からダフネ一宮の聖母教会へ行進

をおこない、本来の受胎告知の祭であるカルコプラテイアでの儀式は省略するが、復活祭の儀式であるハ

ギア・ソフィアでのミサは例年どおり執り行う722)

2) r儀式について』によると祭日の前など、年何回か皇帝は晩祷に参加する.その際に皇帝はファロ

スの聖母教会を使用することが多い.具体的には聖エリアス前夜日町 、聖枝祭前夜724)、聖大木曜日725)

そして霊大土曜日726) である.このうち総主教が参加するのは聖エリアス記念祭のための晩祷だけであ

る.

3)年中行事として皇帝参加の聖体礼儀がおこなわれる.これは復活祭の木曜日に皇帝が総主教以下の

聖職者を宴に招いた際におこなわれるもの727) と、聖枝祭の聖体礼儀728) の二つである.

さてこれら『儀式について』の記述から、ファロスの聖母教会に関して以下のことがわかる.まず位置

について、普通の廷臣逮はクリュソトリクリノスを通ってこの教会に来るが、これは位置関係からして至

極自然な経路である.しかし皇帝は行進がファロスから出発する際には、必ず「秘密の戸口をくぐり個室

の続く通路を経てJ教会に現れる.この秘密の戸口などが、何処にあった何なのかはまったく不明である

が、大変興味深い点の一つである.

また鍍の大理石のアナトリカという名の戸口、東側の銀の門、象牙の門、黄金の門などがあり、そして

内部には聖エリアスの礼拝堂があること、ナルテックスを有していることも確認できる.

建築

この教会の建築に関して愚も詳しいie述は、総主教フォティオスの説教集にある729) この史料から

建築形態としてはっきりわかることは以下のとおりである730) この教会がアトリウムをもっていたこ

と.中央にモザイクで壮麗に飾られたパンプキン・ドームを持つ、おそらくは内後十字型平面をしていた

こと.宝石とエナメルで飾られた祭檀、銭のキポリウムと陣壁があったことなどである.

また他の史料からこの教会は決して大きくはないが、三祭室式の東虫端部を持ち、中央に至震所、北側に

隣接してプロテシス、南側lにディアコニコン、三っともがアプスを有することがわかる7引 ). 
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ネア(新教会)

沿革732)

この教会はパシレイオス 1世が自ら工事を監督し、 880年5月1日に献堂された.

この教会は最初、独自の僧侶組織によって運営されていたが、 ， 2世紀に修道院になった.そしてラテ
ン帝国のイサク 2世によって略湾を受け、そののちラテン帝国時代には霊ミカエル教会の名で宮廷礼拝堂

として使用され、オスマン・トルコの支配下で1490年に破i嘉された.

儀式

ネアが『儀式について』に登埼するのは、以下の二つの渇合のいずれかである.

， )宮殿内で完結する行進の自的地として使用される.ネア献堂記念祭 (5月1日)と大天使ミカエル
の記念日('，月 8日)733) 、がこれにあたり、行進はファロスの聖母教会を出発する.また7月20 

日の預言者エリアスの記念祭の場合はネア献堂記念祭に準じる儀式がおこなわれるのだが、ファロスの聖

母教会内の聖エリアスの礼拝所から行進は出発し、ネアのなかの聖エリアスの礼拝所へ向かう734) な

おこの行進すべてに総主教が参加する.

2) 8月1日と四旬節第三週日曜日におこなわれる十字架の礼拝の際に、第三第六の勤めの後、ネアで

十字架を讃える儀式がある.

これらの記述から、ネアの建築については以下のことがわかる.エリアスの礼拝所にはこの預言者の羊

の皮が霊遺物として納められている.側廊に皇帝パシレイオス 1世のイコンがあり、礼拝できるようになっ

ている.そしてアナパシオンと呼ばれるギャラりーがある.儀式に皇帝は「海に向かったナルテックスを

出たところ」にあるプロセウカデイオンから参加する.このナルテックスは多くの研究者の聞で、教会堂

の南側のそれと考えられている.プロセウカデイオンには布(カーテン)が吊つであり、裕子が置いてあ

る.おなじナルテックスに秘鹿の階段があって、ナルテックスのテラスへ上ることができる円町.

建築736)

この教会はクリュソトリクリノスの東側lに位置し、キリストに捧げられた教会ではあったが大天使ミカ

エル、聖母マリア、預言者エリアス、聖ニコラオスの各々に捧げられた四つの礼拝堂があった.

ネアについては『続テオファネス年代妃』や『パシレイオス伝』に詳しい記述がでている.それによる

と5つのドームを持っていて、外側jは黄銅で賛金に似せて蔓かれており、皇室体は内装外装ともに大理石の

板によって飾られていた.至霊所は黄金・白銀・宝石・真珠によって装飾され、床は異なる色彩の大理石
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からなる幾何学機織で飾られていた.この教会はさらに西のみならず南北にもナルテックスを持ち、西側

には南北一つづっ、計二個の泉のあるアトリウムと、ヴオールトのかかったポルテイコを持っていた.

これらのことから多くの研究者は、四隅に四つの礼拝堂を持った内接十字型の教会堂と見ており、コン

スタンティノス・リプスの修道院(現在のフヱナリ・イサ・ジャーミー)やミュレライオン(ポドルム・

ジャーミー)にその残響を聴くことができると考えている.

大宮殿内の他の教会、礼拝堂

ハギオス・デメトリオス教会737)

この教会はレオン6世によって建設された.ファロスの聖母教会の左側、同じテラスの上に建っていて、

戸口で連絡していた.教会が四角であるとの記述や、黄金の柱頭を敏いた四本の柱やヴオールトの救世主

のモザイクが言及されていることから、形態的にはおそらくドームを一つ持つ内後十字型の教会だと考え

られる.

この教会が『儀式について』に登渇するのは以下の二回である.

10月26日の聖デメトリオスの記念日に、皇帝は入湯後この教会の「中央を通って出てJ738) 、テ

トラセロンで福音書の朗読を聴く.また霊綾祭の前夜にはこの教会で、皇帝が元老院議員途に翌日の祭で

使う梅子の枝を配る.

ここで問題になるのはテトラセロンであるが、 『儀式について』の記述から考えて、ナルテックスから

入った後、 「中央を通って出Jるのであるから、史料では触れられていないが右か左に曲がって堂外のテ

トラセロンに出る、言い換えれば堂の隣に立っているテトラセ口ンに入る、と考えるのが適当ではないだ

ろうか.もしもそう考えるならば、この教会の右側にはフ7口スの聖母教会が建っていたわけだから、教

会堂の左側、つまり北側にはり出して三業形平面のテトラセロンがあったものともわれる.

ハギオス・パシレイオス

この教会に関しては、ラウシアコスの左側にあったこと以外、ほとんど何も知られていない739)

『儀式について』のなかでこの教会が重要な役割をはたすのは、 1月1日におこなわれる聖大パシレイオ

スの記念祭である.しかしこの部分で言及されているのは、皇帝がここで行進の最後を締めくくる連梼に

参加することのみである740)
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ハギオス・ベトロスの礼拝堂

この礼拝堂に関しては『パシレイオス 1世伝』が‘幾許かの情報を与えてくれる.マルキオスのポルテイ

コの端に位置し‘上部に聖母の礼拝堂、となりに大天使ミカエルの礼拝堂があった741) 同織の記述は

『続テオファネス年代記』にも見ることができるが、それ以上のことは何もわからない742)

『儀式について』でこの礼拝堂が言及されるのは一回だけである.それは10月26日の聖デメ卜りオ

スのie念日で、この礼拝所は総主教や皇帝、廷臣の聖デメトリオスの教会に向かう宮殿内での行進の出発

点となる743)

ダフネ一宮744)

ダフネ一宮は大宮殿の中でも最も古い部分で、コンスタンティノス 1世によって青銅門と同じ時期に建

設された.建物、テラス、ポルテイコ、庭園が連続する一連の建物群で、中心にはアウグステウスと呼ば

れる広聞があり、そこには巨大な黄金と宝石の十字架があった.ちなみにダフネーとの名前は同じ名前の

ニンフの像があったことに由来する.

ハギオス ステファノス745)

この教会はかつては宮殿の中心となる教会であった.428年にプルケリアによって建設されたが、建

築形態は不明である.ヴォクトは同時代一般的であったパシリカ式とみているが、ジャナンは「礼拝所

(ヱウクテーリオン)Jと史料で扱われることが多いことから、小さな付属的な存在を想定している.こ

れに対してマシューズは後に触れるようにこの教会に水盤があることから、洗礼堂によく見られる集中式

の教会であった可能性を指摘している746)

ハギオス・ステファノスには聖コンスタンティノスの十字架747) と聖ステファノスの手が聖遺物とし

て保管されていた.また『儀式について』の神現祭前夜の記述から、洗礼盤のような水盤があったことが

わかる.

なおこの教会は9世紀まで、皇帝の結婚式をおこなう湯所であった748)が、ファロスの聖母教会が建

怨されると会場はそこに移された.

『儀式について』でこの教会が登場する儀式は大きく以下のものに分けられる.

1 )生誕祭、復活祭などの祭日に、皇帝が宮殿外の宗教儀礼に出かける前に、ここにより霊コンスタン

ティノスの十字架を礼拝する749)

『それから皇帝はプライポシトス遼と第一の殉教者聖ステファノスの教会に入り、蝋燭を手に三回路い
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て神への感謝を示し霊コンスタンティノスの大きく美しさに満ち価値に満ちた十字架を拝する.J 750) 

2)上で触れたようにファロスの聖母教会ができるまでは、この教会で皇帝の結婚式、あるいは結矯級

王Z式をおこなっていた.

「皇帝と皇后は聖ステファノスに入り、婚約式をおこない教会を出る.総主教はミサをあげ、ミサが終

わると皇帝と皇后は入って結婚式(と殿冠式)をおこなう.J 751) 

3)総主教が水を祝福する儀式が、皇帝、侍従、廷臣、軍人などの参加のもと、神E見祭の前夜 (1月5

日)にこの聖ステファノスの教会でおこなわれた752)

4)総主教がアウグステウスや 19寝台のトリクリノスで宮廷儀式に出席する際に、まるで控え室のよ

うにこの教会を使い、衣装を整えたりプライポシトスに呼ばれるのを待ったりした753)

5) 8月1目、四旬節第三日曜日の両日、宮殿内で十字架を崇拝する儀式がおこなわれたのちに、儀式

に用いた十字架を保管するのに、この教会が使用された754)

6)聖枝祭で皇帝は、廷臣逮と行進して卜リコンクを出発しダフネ一宮に向かい、聖母教会で礼拝して

からハギオス・ステファノスに来て連祷をおこなう7日)

聖母教会と聖三位一体教会、ステナキオンそして洗礼堂756)

この聖母の教会は「最高に神聖な聖母の掛万に建設された教会」と呼ばれるが、いつごろの建設かははっ

きりしない.また『儀式について』第1巻第 1章の託述から75円、これら四つは連続して建っていて、

ステナキオンは聖三位一体と連絡している廊下のような狭い空間であること、洗礼堂には十字架が保管さ

れていることがわかる.しかしそれ以上の建築物に関する情報は伝わっていない.

また『儀式について』の閉じ部分から、これら四つの空間は上のハギオス・ステファノスとともに、ハ

ギア・ソフィアに向かう前に皇帝が連続して礼拝をおこなう湯所であることがわかる.その他の箇所で、

これらが言及されることはあまりなく、あっても聖枝祭の海合758) のように補助的なものである.ただ

ダフネ一宮の霊母教会だけは、復活祭と受胎告知が重なった年に、受胎告知の儀式がおこなわれる舞台と

なることが知られている7問.
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2-4 まとめ

以上見てきた各教会堂について、本節では微々な角度から整理して検討する.

まずそれぞれの建物の沿革からみていくことにする.各教会の創建からまとめると[表10]のように

なる.

i1J建が4世紀にまで遡ると考えられているものは、常にコンスタンティノス 1世にまで遡るのか、それ

とも続くコンスタンティオス 2世の時代のものかが、言い換えればコンスタンティノポリスの最初の都市

計画との関連が760) 問題となるが、本論文ではあまり重要ではない.すでに見てきたようにハギア・ソ

フィア、霊使徒教会、そしておそらく聖モーキオス教会の三つが4世紀に創建された教会堂であろう.こ

こで興味深いのは、コンスタンティノポリスで最も古い教会であるハギア・工イレーネーが、 『儀式につ

いて』を始めとする 9世紀、 1 0世紀の史料では重要視されていない点である.

一方、首都の重要な二つの聖母教会、カルコプラテイアのとブラケルナイのそれとは、ともに5世紀に

属するものである.ほぽ同時期にストヮーディオス修道院の洗礼者の教会とダフネ一宮殿内の聖ステファ

ノス教会も建設された.

続く 6世紀はピュザンツ帝国において、最も建築活動が盛んだった時期である.プロコピオス761)が

伝えるように皇帝ユスティニアノス 1世は積極的に各種の建設事業を推進した.教会堂建築はその中でも、

帝国の威信をかけた国家事業の核となるものだった.この時期には、ベーゲーの聖母修道院と霊セルギオ

スと霊パッコスの教会が皇帝の命によって創建された.またナルソス地区の霊パンテレエモン教会もこの

時期に属するものであろう.しかしユスティニアノス 1世の建築への熱意が最もよく現れているのは、ハ

ギア・ソフィア(大教会)と聖使徒数会の二つの建物を、まったく新しく造営し直したことであろう.お

そらく聖モーキオスの教会も彼によって、新たに建設された.またブラケルナイの聖母教会はこの時代の

二度に渡る改修工事で、東側部分をまったく新しい形態に改造されてその姿を大きく変えた.さらにカル

コプラテイアの聖母教会にも手が加えられた.

さてここですぐ気がつくことは、皇帝が使用する教会のうち、宮殿内にあるもの以外のほとんどの教会

IJ~，すでに名前があがっている点である.さらに上にあげた、 6世紀にまで遡る教会堂の大半が、ユスティ

ニアノス 1世と、つづくユスティノス2世の時代の工事に建築形態の多くを負っている.このうち、カル

コプラテイアとプラケルナイの二つの聖母教会以外はすべて事実上の新築で、まったく新しい建築物とし

て造営された.またプラケルナイの聖母教会も東側部分に大改修を受けており、おそらくこの部分は新た
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に建設されなおしたものと思われる.この時期に手が加えられなかった教会堂はストゥーディオス修道院

とダフネ一宮の聖ステファノスだけである.

ユスティニアノス 1世による6世紀の造営活動が、建築史上一つの山場を作ったとすれば、各教会堂の

沿革から浮き上がる次の山場はパシレイオス 1世の時代ということになるだろう. 7世紀、 8世紀と続い

た首都における建築事業の停滞の後、再び皇帝を中心とした中央政府が大規績な建築事業を主導するよう

になったのである.この織子は 10世紀に成立した『パシレイオス 1世伝J762) に詳しい.

f儀式について』に登織する教会堂のうち、パシレイオス 1世が手を加えたものを以下にみていく.ハ

ギア・ソフィア(大教会)は西大アーチの補強を中心にモザイクによる内装など、かなり大掛かりな工事

が行なわれた.すでにみたように南北のティンパヌムもこのときに手が加えられたようである.Il使徒数

会は史料ではパットレスの補強が語られている.聖セルギオスと董パッコスの教会は『パシレイオス 1世

伝』では言及されないが、多くの研究者がこの時期に修理されたとみている.以上の3棟の工事は、規模

は様々だが建築物に対する摘造的な補強が主眼であった.これに対して霊モーキオスとぺーゲーはかなり

の大工事であったと恩われる.モーキオスは床が悠け祭埠が犠れており、ベーゲーはドームがi裏れていた

のを、それぞれ教会堂として使用できるように手を入れたとされる.しかしこれらは明らかに修復工事で、

基本的な建築形態はおそらくほとんど変更されなかったことだろう.カルコプラテイアの聖母教会の渇合

は、ド ムを加えたのか否かは議論の余地が残る.仮にドームを加える大工事であったとすれば、唯一、

パシレイオス 1世の工事によって建築形態の大きく変化した例ということができるだろう.逆から言えば

このカルコプラテイアの聖母教会以外に、既存の教会堂の建築形態を大きく変更したものはみられない.

パシレイオス 1世による工事はユスティニアノス 1世のそれとは性格を異にし、ほとんどが改修や修理、

補強であって建築形態自体を大きく変えるものではなかったようである.

むしろここで、注目されるべきことは宮殿内の建築であろう.事実『儀式について』や『クレートロロ

ギオン』に登湯する教会で、 9世紀以降に新築されたものは、ほとんどが宮殿内のものである.唯一の例

外は聖使徒教会に付属していた万堅人の教会で、これはおそらく 9世紀末か10世紀初頭にレオン6世に

よって建てられたものである.それ以外はすべて宮殿内に位置し、大宮殿では、ファ口スの聖母教会がミ

カエル3世の晩年に、ネア(新教会)と聖ベテロス礼拝堂がパシレイオス 1世によって、そして霊デメト

リオス教会は続くレオン6世によって創建された.またポーヌス宮の聖コンスタンティノス教会は、おそ

らくロマノス 1世によるものだろう.

以上を要約すれば、ハギア・ソフィア、妻使徒数会といった皇帝が公式に儀式に参加する市内の教会は、
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ほとんどが6世紀以前に創建され、ユスティニアノス 1世によって新たに建設され、程度の差こそあれパ

シレイオス 1世によって修理されたものである.

例外としては、修道院として独自の地位を保っていたストゥーディオス洗礼者修道院と、おそらくイサ

ウリア朝の皇帝によって建設されたフォロスの聖コンスタンティノスの礼拝所があげられる.

前者は‘ 8月29日の洗礼者の記念祭の所でみてきたように、修道院の方針が変わったことに伴って、

皇帝が礼拝に訪れるようになったものであり、他の市内の教会や皇帝の庇援を受けたベーゲーの修道院な

どとは一線を隔する.

後者はおそらく、 8世紀にコンスタンティノス1世が聖コンスタンティノスとして信仰の対象になるに

従って、おそら〈皇帝の命により建設されたものであるう.

市内の教会に関してまとめると、各教会堂の沿革からは以下のことがわかる.皇帝が使用する教会は、

いずれもコンスタンティノポリスにおいて古い歴史を持つものである.しかしながら、聖遺物で知られる

聖母教会や帝都の守霞聖人の教会など、その重要性は織々なものに由来し、各々の教会堂自体には皇帝が

使用するに足る伝統と格式とを兼ね備えてはいたが、全体としては決して一つの選択基準に則ったものと

は思えない.これらの教会堂は建築的には、 6世紀において整備されたものが大半である.そしてこれら

の教会堂は多くがパシレイオス 1世によって修理されている.

一方の宮殿内の教会は、かつて大宮殿内の宗教儀式の中心であったダフネー宮の聖ステファノス教会を

5JIJとすれば、すべてがミカエル3世以降の建段によるものである.むしろ伝統を誇るダフネ一宮の諸教会

の償能を、新たに建設された各教会堂が奪い取っていったようにさえ感じられる.この点において市内の

教会と宮殿内の教会は、好対称をなしているように思われる.

次に各教会堂の建築形態から分頬を試みる[表11].この場合多くの建物については遺構が現存しな

いため、平面形態が分析の中心となる.

まずストゥーディオス修道院の洗礼者数会は‘典型的なパシリカ式平面を持っており、疑問の余地はな

い.これに対して文献史料から想像されるべーゲーの聖母修道院の形態は、ドームド・パシリカである.

カルコプラテイアの霊母教会がドームを持っていたか否かは意見がわかれるが、平薗形態は明らかにパシ

リカ式教会堂である.ブラケルナイの聖母教会は三業式交差廊を有するパシリカ式教会堂で、西側部分に

関してはおそらく非常に古典的な三廊式の構成を持っていたに違いない.聖モーキオスは、蓋然性からパ

シリカ式であった可能性が高い.以上の5棟は、パシリカ式ないし、その派生型に属していたとみること

ができる.

これに対してハギア・ソフィア(大教会)は、非常に復維な形態をしているが、方形の平面の中にドー
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ムを支持する情造体が婦入された、ダブル・シェルともいうべき二重の構造を持つ点では、聖セルギオス

と聖パッコスの教会と共通する.ただし平面計画においては、ハギア・ソフィアがよりパシリカ式に近い

のに対して、ハギオイ・セルギオス・カイ・パッコスは八角形を基本とし、異なる性格を持っている.一

方、聖使徒教会は五つのペンデンティヴ・ドームからなる連続十字形をしており、これもコンスタンティ

ノポリスにおいては他に例をみない建築である.この3棟はいずれも非常に独創的な形態を持ち、ハギオ

ス・ポリュヱウクトス教会763)などとともに6世紀における試行錯鎮の産物とみることができよう.

より新しい内接十字型ないしそれに類する平面形態を待っていた教会堂は、ファロスの聖母教会、ネア

(新教会)、聖デメトリオス教会で、これらはみな大宮殿内の教会である.霊使徒数会の万聖人の教会も

おそらく、同惨な平面形態を持っていたと考えることができる.以上の4棟は、いずれも規模的には決し

て大きなものではなく‘ 9世紀以降に建設されたものである.

またフォロス(コンスタンティノスのフォルム)の翠コンスタンティノスの礼拝堂と大宮殿内の二つの

聖i革、聖ベテロス礼拝堂、聖パシレイオス教会はいずれも、建築形態を考窮するための十分な手織かりが

ないのだが、その規倹が大変小さかったと想像できることから、アプスを持つ長方形の空間であった可能

性が高い.

量後に残念ながら平面形態をとく手績かりが、まったくないものとして、ナルソス地区の霊パンテレエ

モン教会、ダフネ一宮殿内の~ステファノス教会、ポーヌス宮の聖コンスタンティノス教会の 3僚がある.

これら 9・10世紀において皇帝が使用する教会堂建築の、平面形態と沿革とをまとめると以下のよう

になる.

4世紀から 6世紀にかけて建段された教会堂は、当時一般的であったパシリカ式教会堂やその派生型が

多く、独創的な他に煩例をみない建築は6世紀に集中しており、 9世紀以降のものは、新たに教会建築の

主流となった内鍍十字形平面のものが中心となる.これはそのままピュザンツ建築史において、通説とし

て言われていることと合致する.

また先にみた沿革と合わせて考えるとこれも明白なことだが、宮殿内に建てられた教会堂は新しく建霞

されたものがほとんどで.内接十字型が主流である.市内の教会堂は6世紀以前の建設によるものが大半

で、パシリカ式ないしそのバリエーションが多いということになる.言い換えるならば、各教会堂の建築

形態は建設時期によって左右されており、教会の使用目的とは無関係な可能性が高い.

ここで教会堂内で皇帝が使用する犠所についてまとめてみたい[表12]• 

ハギア・ソフィアでは南側廊と南ギャラリーに皇帝専用の空間メータトーリオンがあり、この二つは使

い分けられていた.他の教会堂で同機に倶廊に皇帝専用の空聞があることが確認できたのは、ストゥーデイ
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オス修道院のメータ卜ーリオンで、これはやはり南側廊にあったと思われる.またカルコプラテイアの聖

母教会では、パシリカ式の本堂の北側廊と聖遺物を納めたソロスといわれる堂を連絡する、 トロピケーと

呼ばれる空間が使用され、皇帝専用に用意された空間ではないがそれに準じるものと考えられる.

これに対して側廊とは儀認できなかったが、至聖所と同じ平面上で儀式に参加するのは以下のとおりと

なる.まず大宮殿内の二つの教会堂であるが、ネアでは教会堂甫側のナルテックスにあるプロセウカデイ

オンという空間が使用される.これはナルテックスの一部をカーテンで区切ったものと想像される.また

聖デメトリオスでは教会堂の北側にあるテ卜ラセ口ンという空間を使用するが、これはおそらく堂外に半

ば独立して建っていた三葉形平面の付属堂と思われる.ナルソス地区の聖パンテレエモン教会でも皇帝は

テトラセロンを使用する.これも教会堂の北側にある空間で、おそらく教会堂の外に聖デメトリオスと同

織に、半ば独立した形であったものと思われる.しかし聖パンテレエモンの教会堂の平面計画によっては、

至聖所北側のニツチを三つ持つ部屋を指す可能性もあり、教会全体の平面計画が不明なため、遺憾ながら

これ以上の推察は無意味であろう.聖使徒数会の万聖人の教会では聖テオファノの礼拝所の前の r(万聖

人の)ぺーマを向いた布Jで区切られた空聞が使用される.しかし万聖人の教会の東側jに聖テオファノの

礼拝所はあったと恩われることから、このカーテンで区切られた空間が具体的に何処にどのように配置さ

れていたのかは、非常に想像しにくい.最後にポーヌス宮の聖コンスタンティノス教会では、至聖所の左

側の十字架の前が.皇帝の定位置のようである.

次にギャラリーを使用する場合であるが、ハギア・ソフィアと同様に南ギャラリーに設備があるのは、

プラケルナイの聖母教会とハギオイ・セルギオス・カイ・パツコスのこつである.このうちプラケルナイ

には皇帝が領聖を受ける礼拝所と控室に使う部屋がある.ハギオイ・セルギオス・カイ・パッコスでは、

礼拝に使うパラキュンプテイコンと領聖を受ける礼拝所、さらに控室としてメータトーリオンがある.

一方、聖使徒数会とぺーゲーの聖母教会l止ともに皇帝が西ギャラリーの移動式祭喧で領聖を受ける旨、

記述がある.このこつの縫合、皇帝は領聖を受けたあと、霊使徒ではカーテンで区切られた空間に入り、

ベーゲーでは私室に退くことが妃録されている.おそらくは霊使徒数会のカーテンで区切られた空間も、

ペーゲーの私室、さらに加えてトリクリノスとメータトーリオンも西ギャラリーにあったと思われる.

これに対して聖モーキオスでは礼拝用のパラキユプテイコン、会食用の食卓、皇帝の控室が、 ~tギャラ

リーに東から西へ順に並んでいたと想像される.またカルコプラテイアの聖母教会においても北ギャラリー

が使用された可能性は否定できない.後者の場合はギャラリーの何処かに、いずれにせよメータトーリオ

ンがあったはずである.なお参考までにEモーキオスでは、皇帝の領聖に関するie述はなく、カルコプラ

テイアでは領聖を受けることのみが語られて場所、設備ともに言及はない

ここで明らかに一つの傾向を見いだすことができる.皇帝が2階ギャラリーを使用するのは、 6世紀以
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前に創建された市内の教会に限られるという点である.これに関しては、儀式の次第も含めて次章で詳し

く考察する.

しかしながら北側廊、南側廊など、皇帝用の空間の配置には、 1階、 2階をとわず特に規則性は見いだ

せない.かつてアーヒェンの宮廷礼拝堂からの類推で、西ギャラリーが注目された時代や 764)、それに

たいして南ギャラリーの重要性が唱えられた時期があったが、少なくとも『儀式について』を始めとする

この時代の史料においては、そのような傾向は見いだせない.

またシユトゥルーペの指摘したメータトーリオンとパラキュプテイコン、私室と礼拝所の使い分け765)

はいくつかの例で確認できる.つまり皇帝用の空間でも休憩用の空間と礼拝用の空間との使い分けが、多

くの教会堂において確箆できる.
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